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羅針盤

　カーボンニュートラルに向けては再生可能エネルギー（以下、再エネ）の導入が必須であることは言うまで

もない。国として温室ガスを減らして行く上で再エネの拡大が不可欠であることに加え、世界の代表的な企業

がサプライヤーに対してカーボンフットプリントの引き下げを求めており、そのためには日本の企業が使用す

る電力の再エネへの転換が重要となっている。

　しかしながら、日本においては太陽光発電に適した平地が限られ、風況も西欧などに比べて恵まれておらず、

日本での再エネのポテンシャルは限定的であると指摘される。確かにこうした条件面での日本の不利は否めな

いものの、だからといってカーボンニュートラルを実現する責務から免除される訳ではない。

　このため、日本でできるだけ再エネの導入を推進していくことを避けては通れない。ここで、日本の不利な

条件を克服することが重要となるが、このためにもっとも期待されるのが実は北海道東北である。広大な土地

は太陽光発電に活用可能であるし、強く安定的な風況は風力発電にも適する。このように不利な条件の中で再

エネを推進する必要のある日本にとって北海道東北はまさに期待の星となる。

　もちろん話は簡単には進まない。北海道東北で産み出された電力を需要地である首都圏に運ぶ必要があり、

このためには長距離の送電線の増強が必須となる。政府もまさにこうした送電線の建設に向けて検討を進め始

めている。このためには巨額の投資をどのように回収するのかがカギとなる。

　またこれまで地元の環境面で問題を引き起こした再エネプロジェクトも残念ながら少なくない。地元自治体

も主体的に関与し、事前の丁寧な地元コンセンサス形成が肝要となるし、防災面等で問題のあるプロジェクト

についてはきちんと規制をしていく必要もある。地域と共生できる再エネプロジェクトの推進は今後益々重要

となって来よう。

　地域の環境面での負荷が比較的少ないのが洋上風力である。もちろん漁業者や海運関係者の理解を得ること

が必須であるものの、沖合での風力発電の設置は地元の環境への負荷が相対的に低く、今後推進が期待される。

ただし、現在洋上風力の主体は着床式であり、遠浅の海域に限定されるため、こうした洋上風力のポテンシャ

ルには限界がある。より広範な設置のためには、海深が深くても設置可能な浮体式風力が期待されるが、この

ためには更なる技術開発が不可欠となる。政府も浮体式風力への研究開発を強化しはじめており、その成果に

期待したい。

　クリーンエネルギーへの転換は産業立地にも好影響を及ぼしうる。製造業では今後水素が重要となるが、運

搬コストの高さが弱点となる。豊富な再エネを使って水素を製造すれば、運搬コストが少なくて済む地元北海

道東北における産業立地を進める契機となりうる。これに再エネによる電力を組み合わせれば産業立地面での

魅力は更に高まる。どうしても産業活動に伴い排出される二酸化炭素についても地下に埋蔵する CCSを活用す

ることが有力視されるが、こうした地下貯蔵のポテンシャルでも北海道東北は恵まれている。

　クリーンエネルギーの担い手として北海道東北には大いに期待したい。

クリーンエネルギーの担い手と
しての北海道東北への期待

寺　澤　達　也 一般財団法人
日本エネルギー経済研究所　理事長
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特 集

地域で動き出す
カーボンニュートラル

エネルギー政策の要諦

　エネルギー政策は、どのような国においても政府

の重要政策とされ、実際にエネルギー事業を担うの

は国営企業であることも多い。米国の一部地域およ

びわが国において、電力事業は民間事業として発展

してきたが、これは世界的に見れば異質な発展形態

と言えよう。エネルギー政策の要諦は、Ｓ（Safety）

＋３Ｅ（Energy Security, Efficiency, Environment）

の重心を定めることにあるとされる。

　当初は量の確保（Energy Security）と経済性

（Economy）が政策目標であった。エネルギー価格

が上昇すれば、徐々に量の確保が難しくなるのであ

り、量の確保と経済性は連続性を持った政策目標だ

と言える。そこに環境性（Environment）が後から

加わったのである。環境性は当初、大気や水質汚染

など公害問題への対処を意味したが、1990年代後半

から地球温暖化対策の意味合いが強まっていった。

いずれにしても環境性は最後の柱であり、エネルギー

政策の基本は３Ｅというより、「２Ｅ＋Ｅ」と表現し

たほうが正確かもしれない。

　わが国でも、終戦直後は量の確保が最重要視され

た。太平洋戦争の原因がそもそも石油の確保にあり、

わが国は資源に乏しい。戦後は頻発する停電に「電

力よこせ運動」が起きた。戦後復興のためにはエネ

ルギー確保が最優先とされ、水力発電の開発が進ん

だのがこの頃だ。石油の国際流通が安定的に行われ

るようになると、わが国でも沿岸部に石油火力発電

が多く建設されるようになり、1970年代のオイル

ショック当時、発電の７割が石油に依存していた。

オイルショックはエネルギー安全保障の重要性を認

識させ、「脱石油 ・ 脱中東」がエネルギー政策の標語

となった。脱石油のために、LNGの導入に世界で初

めて取り組み、同時に、原子力開発を加速させた。

また、脱中東を進めるため、石油の調達先多様化に

取り組んだのだ。しかしオイルショックの衝撃も落

ち着くと、エネルギーコストに関心が移る。エネル

ギーの「内外価格差」に対して産業界の強い問題意

竹　内　純　子

NPO 法人 国際環境経済研究所　理事 ・ 主席研究員
東北大学　特任教授（客員）

エネルギー危機の克服と、�
カーボンニュートラルへの�

取り組みと

●●
●● ポイント

・�エネルギー政策の要諦は、Ｓ（Safety）＋３Ｅ（Energy�Security,�Efficiency,�Environment）の重心
を定めること。
・�2015年のパリ協定採択以降特に、各国は、エネルギー政策の重心を気候変動対策に置き過ぎたことが
指摘される。
・�エネルギー安定供給 ・安全保障や環境性の価値は、市場において十分評価されない。政策的手当てが
必要。
・�原子力政策の立て直しを急ぐ必要。位置づけの明確化、安全規制や賠償制度の見直し、国民理解に向
けた丁寧な説明を。
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識が示され、欧米が規制改革（自由化）を進めてい

たことに追随して、わが国でも1995年、発電事業の

自由化がスタートした。その後2000年代に入ると、

環境性が関心を集めるようになる。安倍（第一次）、

福田、麻生と自民党でも政権交代のたびに温暖化目

標が引き上げられ、民主党の鳩山政権では実現可能

性に乏しい野心的な目標が掲げられた。この目標に

整合的な計画として、当時は原子力発電を10年で９

基、20年で14基新設することを政府は求めていたの

である。再生可能エネルギー（以下、再エネ）の普

及も目指すとしていたが、当時は今よりも再エネの

コストが相当高かったので、原子力の新増設を進め

る方針だったのだ。そこに起きたのが福島第一原子

力発電所事故である。経済性や環境性を損なうこと

は政策的に認められず、むしろ温暖化の目標はさら

に高めて2050年のカーボンニュートラルを掲げたも

のの、手段としての原子力発電を否定したので、現

実的な移行策を描くことができなくなっていた。加

えて再エネの急速な拡大により、競争市場に置かれ

た火力発電所の廃止 ・ 休止が続き、供給余力が低下

して供給ひっ迫が頻発する事態となっている。これ

がウクライナ危機発生前夜の日本の状況である。

ウクライナ侵攻により明らかになった�
エネルギー危機

　わが国だけでなく、各国は近年、エネルギー政策

の重心を気候変動対策に置き過ぎた感がある。パリ

協定の成立に伴い、特に先進国は2030年、50年に向

かって相当野心的な目標を設定したが、2030年まで

わずか８年、50年までも30年弱しか残されていない。

30年弱という時間は、エネルギー事業に身を置く人

間にとっては、遠い未来ではない。いま建設した発

電所は30年後も稼働して投資回収できることが前提

だ。社会インフラとしてのエネルギー供給構造を転

換するには十分な時間ではないが、しかし、その間

には多様な危機が発生しうる。ロシアによるウクラ

イナ侵攻は「想定外の事態」であったかもしれない

が、人類は数年から数年あるいは数十年ごとにこう

した争いごとを起こすものであり、2000年代以降も、

イラクやシリア、アフガニスタン、ミャンマーなど

複数の国や地域で紛争や内戦など地政学的リスクが

発生してきた。気候変動対策を国際社会の最重要課

題として掲げたこと自体は間違っていなかったとし

ても、移行に必要な時間の長さとその間に起こりえ

る多様な危機への備えが不十分であったことは否め

ない。

　パリ協定が採択された2015年12月12日、COP21の

会場は、地鳴りのような歓声と興奮の渦に包まれて

おり、筆者は「後から『あの時世界は変わった』と

思う瞬間」を過ごしているという感慨と同時に、こ

うした熱気の中でエネルギー政策が議論されること

への懸念も抱いていた。その懸念が現実のものとなっ

てしまったのは残念というほかない。

　ロシアのウクライナ侵攻の当初欧州各国の反応が

鈍かったのは、ロシアの資源への依存度が高かった

ことが理由にあるとされる。特にドイツは、石油、

石炭、天然ガスのいずれも輸入量におけるロシアの

割合が１位を占めている。これまで気候変動対策に

おいては世界のリーダー的存在を自認してきたドイ

ツが、本年３月に開催されたＧ７エネルギー大臣会

合において、「我々はエネルギー政策において、歴史

的な間違いを犯した（historically mistaken）」とま

で発言したとされている。ドイツは積極的な再エネ

普及政策を採ったが、自然変動性を持つ太陽光や風

力が増加すれば調整力の高い天然ガス火力発電の重

要性が高まる。そもそも暖房需要やドイツの主力産

業の一つである化学工業の原材料として天然ガスを

利用していることもあり、ロシアへの依存度が高い

状態になっていたのである。

　欧州委員会は2022年３月８日に、エネルギー価格

の高騰及び需給ひっ迫への対応 ・ 緊急事態への備え
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と、ロシア化石燃料依存からの脱却の２つを柱とす

るアクションプランを公表した。具体的には2022年

末までに EUのロシア産ガスの需要を３分の２削減

し、2030年までにロシアへの化石燃料依存を段階的

に脱却することを目指すという内容だ。ロシア以外

からの調達として、LNG輸入はカタール、米国、エ

ジプト、西アフリカ等から3,680万ｔ、パイプライン

ガス輸入はアゼルバイジャン、アルジェリア、ノル

ウェーから740万ｔ１調達し、バイオメタン生産を260

万ｔ２増加させることを目標としている。しかしLNG

やパイプラインガスの世界の供給余力を、JOGMEC

（独立行政法人石油天然ガス ・ 金属鉱物資源機構）が

分析した結果とは全く桁が合わないことが指摘され

ている。これほどの供給力の増加が見込めるかどう

かは疑問視されている。

　３月にはドイツのロバート ・ ハーベック経済大臣

がドーハを訪問し、天然ガスの長期契約の締結に向

けた交渉を開始するなど政府も外交努力を重ねてい

たが、その交渉が難航しているとも報じられている。

ドイツは、2040年までに二酸化炭素排出量を88％削

減するという目標があるため、カタールが求める「少

なくとも20年間の契約」を締結することは難しいか

らだ。ロシアの動向は予測不可能で今後の見通しを

語ることは難しいが、いずれにしても来冬にロシア

以外からの調達を十分確保することは難しく、数か

月後に欧州が試練を迎えることは必至である。

わが国が採るべき策

　欧州の危機はわが国にとっても全く対岸の火事で

はない。わが国の石油、天然ガス、石炭におけるロ

シアへの依存度はそれぞれ４％、９％、11％とそれ

ほど大きなものではない。しかし国際的な資源市場

は当面需給がタイトになると予測され、数％程度と

言えどその代替を確保するのは容易ではない。

　省エネ、再エネ、原子力など総力戦が必要である

が、政府の対応がより強く求められることについて

２点に絞って整理したい。

　１点目が化石燃料の長期契約確保だ。日本政府は

「国が前面に出る」として資源外交への注力を掲げて

いるが、売買の主体となる事業者が、長期の契約を

締結したり、安定的な支払いができる裏付けが必要

である。そのネックとなっているのが、一つには政

府が昨年示したエネルギー基本計画と長期エネルギー

需給見通しであり、もう一つが自由化の進展である。

前者の、長期エネルギー需給見通しによれば、2030

年には天然ガスの利用は現在の半分程度となる見通

しが示されており、この想定の下では事業者は長期

契約を締結することは難しい。加えて自由化の進展

により、各発電事業者は自社の販売量が見通せなく

なり、わが国の天然ガス長期契約は減少の一途をた

どっている。自由化して市場原理を導入したはずの

エネルギー事業に、国家の強力な関与が求められる

のは皮肉な話だが、欧州各国を見ても、安定供給 ・

安全保障の価値を確保するために大幅な政策の修正

が進められている。

　２点目が原子力政策の見直しだ。福島第一原子力

発電所事故により、わが国は「原子力発電への依存

度を低減する」との方針に転換し、新たな規制基準

に合格した発電所は活用するとしたものの、新設 ・

建て替えは念頭にない、考慮しないと繰り返してき

た。甚大な事故を引き起こした原子力発電に対する

国民感情を考慮すれば、そうした方針を採る以外に

なかったわけだが、気候変動対策の要請や、エネル

ギー安全保障の緊急性が高まり、わが国が原子力発

電という選択肢を手放すことができない事情はより

　　　　　　　　　　　　　　
１	 LNG換算
２	 LNG換算
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深刻になっている。

　こうした状況において、2022年８月、筆者も委員

として参加する政府の「グリーン ・ トランスフォー

メーション（GX）実行会議」において、これまでの

原子力政策の転換が示された。岸田首相は、「ロシア

によるウクライナ侵略によって、世界のエネルギー

事情が一変し、かつグローバルなエネルギー需給向

上に大きな地殻変動が起こっている中、我が国が今

後の危機ケースを念頭に、足元の危機克服と GX推

進を両立させていかなければならない」として、再

エネと原子力を共に、「GXを進める上で不可欠な脱

炭素エネルギー」と明確に位置付けた。再生可能エ

ネルギー導入加速に向けては、系統整備の加速、定

置用蓄電池の導入加速や、洋上風力等の推進を、原

子力については、運転期間延長等による既設原発の

最大限の活用、そして、新たな安全メカニズムを組

み込んだ次世代革新炉の開発 ・ 建設などを検討する

ことが指示された。

　明確なビジョンを提示したことは大きな転換点と

なったが、しかし最初の一歩に過ぎない。これまで

10年以上非常に不透明性の高い状況に置かれた原子

力発電事業を立て直すのは、まさに万里の道のりだ。

やらなければならないことは多岐にわたるが、政策、

行政、立地地域との関係の観点から３つに絞って指

摘したい。

　政策としてはまず、国にとっての原子力技術の位

置づけを再度確認することだ。日本の原子力政策の

最高意思決定機関として設置された原子力委員会は

当初、委員長を科学技術庁長官が務めるなど、政治

が強く関与していた。ほぼ５年ごとに、原子力利用

に関する長期計画を定めるなどの役割を果たしてい

たが、2001年の中央省庁再編成に伴って、原子力委

員長は学識経験者が任命されることとなり、政治の

関与は減退した。また、福島第一原子力発電所事故

以降は長期的な計画（原子力政策大綱）の策定も取

りやめになり、委員の数も縮小された。わが国の原

子力技術利用の方針は、主としてエネルギー基本計

画において示されるのみとなっている。岸田政権が

打ち出した原子力政策の転換を本当に実現するので

あれば、それが一時的なものではないことを示すこ

とが必要であり、方針がぶれないようにする必要が

ある。

　原子力規制は、国民の安全を守る上で非常に重要

であり、事業の健全な発展を大きく左右する。福島

第一原子力発電所事故後、わが国は政治的独立性の

高い原子力規制委員会を設置し安全規制のあり方を

抜本的に見直したが、その活動原則には「効率性」

が無く、審査期間の長期化など多くの課題が指摘も

されている。行政機関として満たすべき予見性ある

規制活動が行われるようなガバナンスが求められる。

原子炉等規制法の改正や国会や原子力委員会の関与

の在り方も検討が必要だろう。

　原子力事業の難しさは、国にとって必要であって

も立地地域にとっては産業の一つでしかないという

ことだ。これほど安定的な雇用を生む産業は育成す

るのは難しいとはいえ、周辺地域が負うリスクは福

島第一原子力発電所事故で明らかになっており、裨

益とリスクの適正なバランス確保が難しい。ロシア

軍がウクライナ侵攻に当たり、原子力関連施設を攻

撃したこともあり、拙速な原子力復活論は立地地域

の方たちの不安を高めることになるだろう。原子力

防災や賠償制度など、万一の事態に政府がどのよう

にその責任を果たすのかの検討および国民への丁寧

な説明が求められる。

　エネルギーというライフラインを確保することは

国家の最重要使命の一つだ。国民生活 ・ 経済を左右

する問題として政治が覚悟を持って取り組むことを

期待したい。
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特 集

地域で動き出す
カーボンニュートラル

１　はじめに

　地球温暖化は、その予測される影響や深刻さから

みて、人類の生存基盤に関わる深刻な環境問題の一

つであり、喫緊の課題です。

　地球温暖化の背景には、過度に便利さを追求する

ライフスタイルや大量生産 ・ 大量消費型の社会があ

ると考えられますが、二酸化炭素をはじめとする「温

室効果ガス」の継続的な排出が地球全体の放射バラ

ンスに変化を与え、気候への長期にわたる変化をも

たらし、生態系、食料、健康等に広範囲にわたる不

可逆的な影響を及ぼすなど、将来の世代に多大なリ

スクを与える可能性があります。

　世界では、気候変動の脅威への世界的な対応を強

化するため、2016年に「パリ協定」を発効し、2020

年から本格的に運用を開始しました。

　日本でも、2020年10月に2050年度までに脱炭素社

会の実現を目指す、カーボンニュートラル宣言を行

いました。カーボンニュートラルとは、人の活動に

より排出される温室効果ガスと森林吸収量を同じに

することです。

　カーボンニュートラルの実現のためには、省エネ

設備などの導入により、消費するエネルギーを減ら

し、太陽光、風力などの再生可能エネルギーをでき

るだけ使うことで、温室効果ガスの排出をできる限

り減らす必要があります。

２　�福島県における�
地球温暖化対策について

⑴　福島県地球温暖化対策推進計画
　福島県では、2021年２月に「福島県2050年カーボ

ンニュートラル」を宣言し、2050年度までの脱炭素

社会の実現に向け、2013年度を基準年度として、2030

年度までに▲50％、2040年度までに▲75％とする整

合的で野心的な温室効果ガスの削減目標を定めた「福

島県地球温暖化対策推進計画」を令和３年12月に策

定しました。本計画の基本姿勢として、『県民総ぐる

みの省エネルギー対策の徹底』、『再生可能エネルギー

等の最大限の活用』、『二酸化炭素の吸収源対策の推

進』という３つの緩和策に加え、気候変動への適応

の推進としての適応策を盛り込みました。

⑵　 福島県2050年カーボンニュートラル  
ロードマップ

　2050年カーボンニュートラルを実現するためには、

岡　崎　公　彦

福島県生活環境部環境共生課　副主査

福島県のカーボンニュートラルの�
取組について

●●
●● ポイント

・世界規模で地球温暖化による環境への影響が深刻化している。
・福島県は、2021年２月に「福島県2050年カーボンニュートラル」を宣言した。
・2022年５月には「福島県2050年カーボンニュートラルロードマップ」を策定した。
・あらゆる主体が自分事として、地球温暖化対策に積極的に取り組む必要がある。
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県だけではなく、県民、事業者、団体、市町村など、

あらゆる主体が一体となって県民総ぐるみの取組を

行わなければなりません。そこで、県は、2050年度

までに、いつまでに、誰が、どのような対策を、ど

のように実施する必要があるのか、将来予測モデル

を利用し、定量的に検討した「福島県2050年カーボ

ンニュートラルロードマップ」（以下、「ロードマッ

プ」という。）を2022年５月に策定しました。

　このロードマップでは、製造部門（製造業、建設

業、農林水産業など）、運輸部門（自家用車、物流、

公共交通など）、民生業務部門（事務所、ホテル、店

舗、学校など）、民生家庭部門、廃棄物部門等の部門

ごとに温室効果ガス排出量の削減目標を定め、2030

年度、2040年度、2050年度までの具体的な取組を示

しました。

　例えば、運輸部門での温室効果ガス排出量につい

ては、2013年度の排出量約420万 t-CO2に対し、2030

年度までに約270万 t-CO2、2040年度までに約89万

t-CO2まで削減を進め、最終的に2050年度には、約16

万 t-CO2まで温室効果ガスを減らしていかなければ

なりません。

　この目標の達成に向け、福島県では様々な事業を

実施しております。以降は環境共生課の取組の一部

を紹介します。

３　�福島県における�
カーボンニュートラルの取組

⑴　民生業務部門での取組
　ロードマップにおける民生業務部門の削減目標と

しては、2013年度比で、2030年度までに▲64％（約

68万 t-CO2）を目指しています。

使用電力は再生可能エネルギー等の脱炭素エネルギー100%へ！

▲１９%

実質
排出量ゼロ！

▲５０％ ▲７５％

産業部門
製造業、建設業
農林水産業 等

運輸部門
自家用車、物流、
公共交通 等

民生業務部門
事務所、ホテル、
店舗、学校等

民生家庭部門

廃棄物・その他

▲3,205

▲810

▲1,052

▲571

18,703 16,805
▲10%

9,842
▲47%

5,589
▲70%

1,300
▲93%

合計

森林吸収量を
差引いた削減率

▲760

▲1,249▲1,131

▲75

▲404

▲686

▲435

▲1,029

▲869

▲10▲14

▲663
▲1,611

▲1,731

▲675

▲628 ▲748
▲14

▲1,723
▲1,590

▲343 ▲858

▲907

▲563
▲1,466 ▲1,578

5,666
（30.3%）

5,174
▲9% 3,623

▲36% 2,699
▲52%

4,237
（22.7%）

3,977
▲6% 2,693

▲36%

3,382
（18.1%）

2,976
▲12%

3,537
（18.9%）

2,806
▲21%

1,882
（10.1%）

1,872
▲1%

1,231
▲64%

1,293
▲63%

1,001
▲47%

887
▲79%

748
▲78%

597
▲83%

659
▲65%

624
▲89%

164
▲96%

21
▲99%

95
▲97%

397
▲79%

2013         2018 2030 2040 2050
年度 年度 年度 年度 年度

照明のLED化
省エネ機器導入
（製造業モーター）
ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ比率現状→75％等

次世代自動車の導入
（自家用車等）
普及率 21% → 45%
（貨物）
普及率現状→ 10% 等

次世代自動車の導入
（自家用車等）
普及率 45% → 100%
（貨物）
普及率 10% →60% 等

省エネ家電の普及
ZEHの導入（戸建）
普及率 4% → 24% 等

代替フロンの回収率 75%
ごみ排出量を全国平均値
以下に削減
1,018→860（推計）g/人日等

省エネ機器の開発・導入
照明のLED化
省エネ機器導入
（製造業モーター）
ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ比率 75%→ 90% 等

ヒートポンプの導入
普及率 10％→ 60%
照明のLED
普及率 40% → 100% 等

省エネ家電の普及
ZEHの導入（戸建）
普及率 0% → 4% 等

省エネ家電の普及
ZEHの導入（戸建）
普及率 24% → 33% 等

再エネ由来燃料の実用化
省エネ機器の開発・導入
照明のLED化
省エネ機器導入
（製造業モーター）
ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ比率 90%→100% 等

ヒートポンプの導入
普及率 60% → 90%
照明のLED
普及率 100% → 100% 等

次世代自動車の導入
（自家用車等）
普及率 100% → 100%
（貨物）
普及率 60% →80% 等

再エネ等導入
による削減

1,300
▲93%

1,300
森林吸収量

ヒートポンプの導入
普及率現状→ 10%
照明のLED
普及率 40% 等

※再エネ等調整後

代替フロンの回収率 83%
ごみ排出量をさらに削減

等

代替フロンの回収率 90%
ごみ排出量をさらに削減

等

省エネ機器導入等
による削減

現状以上の対策を行わない場合の予測値
削減目標値

各部門の温室効果ガス排出量削減目標値 単位　千 t-CO2／年
削減目標値と対2013年度削減率
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⑵　運輸部門での取組
　ロードマップにおける運輸部門の削減目標として

は、2013年度比で、2030年度までに▲64％（約68万

t-CO2）を目指しています。

　運輸部門での取組としては、本年度から、「福島県

電気自動車導入推進事業補助金」として、電気自動

車の導入支援を開始しています。本補助金は、運輸

部門における二酸化炭素排出量削減を図るため、県

内の個人又は中小企業等を対象に電気自動車の購入

にかかる費用の補助を行うものです。

　本補助金は、経済産業省が実施するクリーンエネ

ルギー自動車 ・ インフラ導入促進補助金と併せて活

用できます。

　補助対象者には、電気自動車の利便性などを SNS

などで発信してもらい、電気自動車の普及啓発を図

ります。

⑶　民生家庭部門での取組
　ロードマップにおける民生家庭部門の削減目標と

しては、2013年度比で、2030年度までに▲63％（約

56万 t-CO2）を目指しています。

　民生家庭部門での取組としては、本年度から、

「ネット ・ ゼロ ・ エネルギーハウス推進事業補助金」

として、支援を開始しています。本補助金は、民生

　民生業務部門での取組としては、「事業者向け省エ

ネ対策推進事業」があります。

　これは、省エネ意識の向上を図り、自主的に省エ

ネルギー活動に取り組むことを支援するため、県内

の中小企業等を対象に省エネ設備の更新等に係る費

用の一部を補助するものです。事業者は、国または

県が派遣、もしくは斡旋する「省エネアドバイザー」

による診断を受け、県はその助言に基づいて行う高

効率照明（LED照明など）、空調設備、電気冷蔵庫、

電気冷凍庫の更新、または、エネルギーマネジメン

トシステム（BEMS）を導入する費用を補助します。

　次に、「ふくしまゼロカーボン宣言事業」について

紹介します。本事業は、事業所や学校のみなさまが、

2050年度までの脱炭素社会の実現に向けて、「ゼロ

カーボン」を目指し取り組むことを宣言し、自らが

積極的に地球温暖化対策に取り組む事業です。なお、

県がこれまで実施してきた「福島議定書事業」をリ

ニューアルしたものであり、参加しやすい「初級編」

を新たに設けたこと等が変更点となっています。

　これらの取組などにより、県民総ぐるみの地球温

暖化対策の取組を強力に推進していくこととしてい

ます。

緑化活動　会津若松市立小金井小学校 節電 ・ 節水などの取組報告会　只見町立朝日小学校
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家庭部門における二酸化炭素排出量削減を図るため、

県内にネット ・ ゼロ ・ エネルギー ・ ハウス（ZEH）

を普及することを目的として、ZEHの新築に係る費

用の補助を行うものです。

　補助対象となる設備は、高断熱外皮、断熱仕様の

ドア、浴室ユニット、空調設備、給湯設備、省エネ

ルギー設備（換気設備、照明設備）、エネルギー計測

装置（HEMS）です。

　次に、家庭での温室効果ガスの削減の取組として

は、「みんなでエコチャレンジ事業」を行っていま

す。この事業では、『水道やシャワーをこまめに止め

る』や『冷蔵庫を開けている時間を短くし、物を詰

め込みすぎない』など、家庭でできる具体的な脱炭

素に向けた取組事例を挙げ、その取組で削減される

温室効果ガスの量を針葉樹何本分に相当するかを示

すことで、見える化をしています。昨年度は、4,525

世帯にご参加いただき、削減量としては、約417世帯

が１年間に排出する二酸化炭素量に相当する約1,665t-

CO2の削減を行いました。

　ここで、啓発事業として、カーボンニュートラル

をテーマとした環境イベント「ふくしまゼロカーボ

ンDAY!」を紹介します。これは、県民の皆さまに

地球温暖化の現状を知ってもらい、カーボンニュー

トラルの取組に関する知識をアップデートしてもら

うため、講演会や体験イベントなどを開催するもの

です。昨年度は、2,400人の来場者がありました。

　今年度は10月13日（木）から15日（土）にかけて、

再エネ等関連ビジネスの活性化を目的とした展示 

会との連携イベントとして「第11回ふくしま再生可

能エネルギー産業フェア（REIFふくしま）2022×

ふくしまゼロカーボンDAY!2022」を開催します。

カーボンニュートラルの理解促進 ・ 普及啓発ととも

に、省エネ ・ 再エネ等の最新技術や製品等を発信す

るため、講演 ・ セミナーやステージイベント、体験

ワークショップ、FCV ・ EV展示 ・ 試乗会など盛り

だくさんの内容となっていますので、是非ご来場く

ださい。

⑷　情報発信について
　県では、県内における地球温暖化対策の理解促進

を図るため、地球温暖化対策に関する情報を一元化

して発信するポータルサイトを公開しています。今

回紹介できなかった事業や支援についてもポータル

サイトに情報を掲載しておりますので、活用される

ことを期待します。

４　今後の展開

　福島県2050年カーボンニュートラルの実現には、

環境と調和 ・ 共生した持続可能な地域づくりが求め

られ、あらゆる主体が自分事として脱炭素社会を実

現することの必要性を認識し、全県一体となった取

組を着実に実践していくことが重要となります。

　福島県としては、全県的な意識の醸成と推進体制

の強化に取り組むとともに、家庭や事業所等での実

効性ある取組を積極的に支援するなど、関係機関等

と連携しながら、全庁一丸となって2050年カーボン

ニュートラルの実現を目指してまいります。
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特 集

地域で動き出す
カーボンニュートラル

１．はじめに

　当社は、1951年の創業以来、北海道の皆さまに「北

のあかり」を灯し続けることを第一の使命として事

業を行ってきました。近年はエネルギー市場の自由

化に伴い、首都圏エリアでの電力小売や北海道内で

の都市ガス事業にも参入しています。また、昨今の

地球規模での環境問題への関心の高まりを受け、2021

年４月に『ほくでんグループ「2050年カーボンニュー

トラル」を目指して』を公表し、2050年の北海道に

おけるエネルギー全体のカーボンニュートラルの実

現に最大限挑戦していくこととしました。

　本稿では、ほくでんグループのカーボンニュート

ラル実現に向けた取り組みについて紹介します。

２．�2050年カーボンニュートラルに向けた�
ロードマップ

　世界各国において、気候変動対策が喫緊の課題と

の共通認識のもと、温室効果ガスの排出を全体とし

てゼロにする 「カーボンニュートラル」 を目指す動

きが加速しています。ほくでんグループは、北海道

のポテンシャルを最大限に活かしながらカーボン

ニュートラルの実現に向けた各種取り組みを地域の

皆さまとともに推進していくことで、事業の持続的

な成長と持続可能な社会の実現を目指していきます。

　北海道の将来のエネルギー需要は、省エネの進展

や人口 ・ 世帯数の減少などの影響で減少していくこ

とが予想されるものの、現時点では暖房や運輸部門

を中心に化石燃料に頼らざるを得ない需要は多く、

これらを CO2フリーの電気を使った電力需要に転換

していくことと、電化が困難な需要については、北海

道内で発電した CO2フリー電気から製造した水素や

アンモニアで代替することで CO2排出量の抑制に繋

げていくことを基本的な方向性としています。（図１）

　北海道におけるエネルギー全体のカーボンニュー

トラルを実現していくためには、これまでの火力発

坂　�井 �　　淳

北海道電力株式会社　 
再生可能エネルギー開発推進部長

ほくでんグループ�
カーボンニュートラルへの挑戦

●●
●● ポイント

・2050年の北海道におけるエネルギー全体のカーボンニュートラルの実現に最大限挑戦。
・供給サイドでは、再生可能エネルギーの導入と泊発電所の早期再稼働を中心に電源の脱炭素化を進める。
・需要サイドでは、省エネや電化に加え、水素などの革新的技術の活用に取り組む。

図１：将来のエネルギー需要のイメージ



特
集
　
地
域
で
動
き
出
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

13NETTNETT 2022 Autumn●No.118

電所の高効率化や省エネ推進などの取り組みに加え

て、供給サイド ・ 需要サイドの両面においてあらゆ

る手段を総動員していく必要があります。当社では

必要な技術開発の進捗状況を踏まえ、2050年を見据

えたロードマップを策定しました。（図２）

　ロードマップは2050年までの長期間の工程表にな

るため、一部の項目についてはマイルストーンとし

て2030年の目標値を設定しています。

３．供給サイドの取り組み

　エネルギーの供給サイドにおいては、再生可能エ

ネルギーの導入拡大や泊発電所（原子力）の活用に加

え、非効率な火力発電所のフェードアウトや再生可

能エネルギー由来の水素 ・ アンモニアなどの利活用、

CCUS（Carbon Capture, Utilization and Storage：

分離 ・ 回収した CO2を再利用したり、地中等に貯留

する技術）などの革新的技術の導入により、発電部門

からの CO2排出量を2030年には2013年度比で50％以

上低減、2050年には排出ゼロを目指します。（図３）

　再生可能エネルギーについては、国内でも有数の

豊富な自然エネルギー資源に恵まれた北海道の潜在

力を活かして、風力、太陽光、地熱などの導入拡大

につなげ、2030年までに30万 kW以上を開発し、そ

図３：将来の CO2排出量削減のイメージ

経年化した石油・石炭発電所の廃止

2030年まで 2050年に向けて

再生可能
エネルギー

原子力

道内外で30万kW以上開発 さらなる開発

泊発電所の早期再稼働 最大限活用

火力

CCUS※ 実証試験への参加・知見の獲得 試験導入 本格導入

電化の推進、省エネ機器・太陽光発電・蓄電池などの導入、燃料電池による水素の利活用

供
給
サ
イ
ド

水素
CO2フリー電気から水素を製造

需
要
サ
イ
ド

家庭・業務部門

運輸部門

産業部門 電化の推進、水素の利活用

電気自動車（EV）や燃料電池車（FCV）・バス・トラックの導入　鉄道、船舶、飛行機などでの水素の利活用

水素・アンモニアの利活用

小規模製造、オンサイト活用 大規模製造、道外移出

ネットワーク 新々北本運開（再エネ電気等を道外へ）
再エネの接続拡大、需給運用の高度化

北
海
道
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

図２：カーボンニュートラル2050ロードマップ

※ CCUS（Carbon Capture, Utilization and Storage）：分離 ・ 回収した CO2を再利用したり、地中等へ貯留する技術
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の後も積極的な積み増しを図っていきます。水力発

電については、運転開始から年数を経ている発電所

が多くあるため、これらの老朽化水力発電所のリプ

レースやリパワリング（出力増強）を実施し、貴重

な水資源を有効に活用しています。

　北海道での導入ポテンシャルが大きいとされてい

る洋上風力発電については、北海道海域の再エネ海

域利用法における促進区域への指定に向けて、対象

地域の皆さまと連携して対応を進めているほか、国

で検討が進められている北海道と本州を結ぶ海底直

流送電線については、グループ会社のほくでんネッ

トワークが検討に積極的に関わっています。

　また当社の供給力の３割近くを占める泊発電所に

ついては、運転開始からの年数が浅く、2050年断面

でも発電時に CO2を排出しない重要なベースロード

電源となります。泊発電所は現在再稼働に向けて新

規制基準適合性審査を受けており、審査への的確な

対応により早期の再稼働を目指すとともに、再稼働

後も安全性確保を最優先に、皆さまから信頼してい

ただける発電所であり続けるよう努めます。

　将来再生可能エネルギーが大量に導入された場合

でも引き続き需給調整の役割を担う火力発電につい

ても、低炭素化 ・ 脱炭素化の取り組みを進めていま

す。現時点では検討段階ではありますが、大型の商

業火力発電所からの CO2分離 ・ 回収技術や、回収し

た CO2を利用可能とするための集約技術や、石炭火

力発電所におけるアンモニア混焼の技術検討を行っ

ています。

４．需要サイドの取り組み

　北海道は、寒冷積雪な気候条件のため、冬季のエ

ネルギー消費量が多く、かつ暖房需要の熱源として

灯油を使用している割合が大きいという特徴があり

ます。（図４）

　家庭用の暖房需要については、お客さまに灯油ボ

イラーから高性能な寒冷地向けヒートポンプ暖房 

への置き換えをご提案し、エネルギーコストの抑制

と省エネ ・ 脱炭素化につながる取り組みを進めてい

ます。

　業務用 ・ 産業用の需要については、エネルギー利洋上風力発電のイメージ（石狩湾：建設中）

※経済産業省の「都道府県別エネルギー消費統計」「総合エネルギー統計」を参照し、北海道電力が作成

図４：家庭部門におけるエネルギー消費の割合
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用の効率化や RE100（企業が事業活動に必要な電力

の100％を再エネで賄うことを目指す枠組み）への対

応など、お客さまのご要望にお応えするサービスを

ご用意しています。「省エネ ・ 高効率機器の導入」か

ら「エネルギー調達」「設備の運用」に至るまで、一

括してサービスをご提供できる体制を整えています。

当社がエネルギーを供給する 
エスコンフィールド HOKKAIDO

（2023年１月竣工予定）

　また、現時点では電化が困難な需要への対応につ

いては、水素が有望なツールになります。今後北海

道に大量に導入される再生可能エネルギー電力から

水素を製造することで、余剰電力の有効活用や天候

で出力が変動する再生可能エネルギーの変動を吸収

する役割が期待でき、製造した水素は水素自動車等

の燃料として利用することで運輸部門の脱炭素化に

繋げていくことが可能になります。北海道は広大な

地域に都市が点在しているため、現時点では航続距

離に課題があるとされている EVよりも水素自動車

の方が活躍できる可能性があると考えています。

　当社は今年度、経済産業省の補助を受け、苫小牧

市に水の電気分解で水素を製造する１MW級の水素

製造装置を導入することにしました。水素製造装置

の導入後は、設備性能評価を行うとともに、寒冷地

における運用 ・ 保守技術の確立を図り、将来の水素

社会の実現に向けた各種検討を進めていきます。

（図５）

　当社は水素をカーボンニュートラルの実現に向け

たキーテクノロジーに位置づけて水素事業を推進し、

北海道が水素社会のパイオニアとなることを目指し

ています。

５．おわりに

　カーボンニュートラルの実現に向けては、技術的

に克服しなければならない課題やコストなどの不確

実要素が多数あり、これらの課題を一つ一つ解決し

ながら着実に進めていく必要があります。

　ほくでんグループは、2050年の北海道におけるエ

ネルギー全体のカーボンニュートラルの実現に最大

限挑戦していくことで、地域の発展に貢献するとと

もに、これからも地域の皆さまから選ばれ愛される

総合エネルギー企業を目指してゼンリョクで取り組

み、明るい未来を創造していきます。

図５：水素製造装置の概要
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特 集

地域で動き出す
カーボンニュートラル

はじめに

　本稿では、当社東北自然エネルギー株式会社の脱

炭素 ・ カーボンニュートラルに向けた取り組みにつ

いてご紹介したい。

　まず、当社についてご存じない方が多いと思われ

るので、簡単に自己紹介をしたい。東北自然エネル

ギーは、1953年に設立された東星興業を母体とし、

東北電力グループ企業として、2015年から現在の社

名で再生可能エネルギー発電事業を展開している。

地熱蒸気基地出力を加えれば約26万 kWの発電出力

を有しており、東北地域における有数の再エネ発電

会社であると自負している。

当社の事業概要について

　現在、当社は水力、地熱、風力、太陽光といった

再生可能エネルギーを利用した発電事業を営んでい

る。これら自然界に存在する恵みを活用することに

より、従来の化石エネルギー資源に依存しない、持

続可能で環境価値の高い自然由来電力を創り育てて

いくことが当社のミッションである。

　水力発電については、1918年に運転を開始した秋

田県の平良発電所をはじめとして継続して開発を進

めてきており、クリーンで枯渇しない安定的電源と

して人々の暮らしを支えてきた。現在は17地点で発

電を行っており、合計出力は109,700kWである。

　地熱発電については、当社は、日本最初の商業用

地熱発電所として50年以上の歴史を持つ岩手県八幡

平市の松川地熱発電所を保有している。今後リニュー

アル工事を行い、出力14,990kWの新鋭地熱発電所と

して生まれ変わり、貴重な地下のエネルギーを活用

していく予定である。また、当社は、東北電力株式

会社の葛根田地熱発電所および上の岱地熱発電所向

自然由来電力を創り育てる
～�2050カーボンニュートラル実現に向けた�
東北自然エネルギーの取り組みについて～

渡　邊　俊�太�朗

東北自然エネルギー株式会社　総務部　課長

●●
●● ポイント

・�東北自然エネルギーは、自然界に存在する恵みを活かし、水力 ・地熱 ・風力 ・太陽光という再生可能
エネルギーを利用して発電した電気をお客さまにお届けしている。
・�再生可能エネルギー発電事業を継続するためには、使命感に支えられた社員一人ひとりの日々の努力
があり、電力を絶やさないため真摯に業務を行っている。また、新規電源開発に取り組む一方、地域
振興や周辺環境にも配慮した事業運営を行っている。
・�世界的にカーボンニュートラルが求められており、再生可能エネルギーの重要性がますます高まって
いる。これからも再生可能エネルギーによる発電事業を通じて、地域とともに自然由来の電力を創り
育てるという使命を果たしてまいりたい。

松川地熱発電所
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けの発電用蒸気の供給も担っており、東北地方にお

ける地熱発電を支えている。

　風力発電については、2001年から秋田県能代市に

おいて事業を行ってきたが、風車の立替え工事を行

い、昨年12月に出力14,400kWの新能代風力発電所と

して運転を開始、順調に稼働している。

　太陽光発電については、大小合わせ出力合計は

7,400kW程度に上る。2013年以降、東北各地に太陽

光発電所を建設してきたほか、震災復興住宅の屋根

上に459個所に及ぶ太陽光発電設備を設置、東北のお

客さまに再生可能エネルギーによる電力を供給する

ことで東北復興を支援してきた。

再生可能エネルギーをお届けするために

　このように、当社は東北地域における再生可能エネ

ルギー発電のパイオニアとして大きな役割を果たして

きたと自負している。これらの発電設備を維持し、絶

え間なく発電を続けるため、社員は日夜奮闘している。

　発電設備の運転については、熟練の技術を必要とす

る。例えば、水力発電所は、立地地点の水系等の立地

条件に最も効率よく最大の発電量が得られるよう設

計 ・ 建設されており、使用水量 ・ 有効落差などによっ

てそれぞれ最適な水車等の機器が使用されている。し

たがって、それらの特性を熟知し、点検 ・ 保守の精度

や頻度を的確に判断して対処することが求められる。

また、河川の水量は気象 ・ 天候の変動に大きく影響さ

れるが、これらをリアルタイムでモニターし、培われ

た経験と実績をもとに対応に万全を期している。

　地熱発電でも、設備の運転状況について常時遠方

監視を行い、異常があればすぐに対応可能な体制を

とっている。また、日常的に点検を行い設備の保全

に努めており、蒸気生産井に付着するシリカスケー

ルの除去工事をはじめ各種メンテナンス工事を実施、

発電能力が最大限発揮できるよう管理している。同

様に、風力発電、太陽光発電についても、それぞれ

の設備に最適なメンテナンスを追究し、設備稼働率

を高める努力を行っている。

　これらは全て、一分一秒たりとも貴重な再生可能

エネルギーの発電を止めないための日々の取り組み

である。このように、社員一同が、自らの業務の先

にあるお客さまの暮らしを思い描きつつ、再生可能

エネルギー100％の電力を生み出すため努力してい

る。ダムや風車などを見かけたら、強い使命感のも

と、真摯に日々の任務に取り組んでいる者たちがい

るということを思い出していただきたい。

新能代風力発電所

設備のメンテナンス

モニターによる遠方監視
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新たな電源開発への取り組み

　さらに、当社は、再生可能エネルギー電源の新規開

発にも積極的に取り組んでいる。日本では水力発電

の適地とされる地点は既に開発が尽くされていると

言われているが、そのような中でも、さらに電源開発

の可能性を追求すべく地点調査を続けており、小水

力発電も含めた検討を行っている。今年の10月には、

かねて工事を行ってきた玉川第二水力発電所が運転

を開始する予定である。これにより、当社の発電能

力にさらに14,600kWが加わることになる。玉川第二

発電所は、2016年に工事に着手して以来、建設に６年

以上の期間を要した。導水路の掘削について計画ど

おり工事が進展しない時期もあったが、工事会社の

みなさまとともに種々対応策を検討し、困難を乗り

越え、運転開始の日を迎えられるのは感慨深い。

　また、地熱の新規電源開発も進めている。奥羽山

脈のある東北地域は火山帯が多く、地下の地熱エネ

ルギーが豊富に賦存している。この豊富な地下のエ

ネルギーを活用すべく調査 ・ 検討を重ね、当社は、

秋田県湯沢市において木地山地熱発電所の新設を行

うことを決定した。東北電力グループにおける地熱

発電所の新規開発は1996年に運開した葛根田２号機

以来であり、2025年の工事開始、2029年の運転開始

を目指して現在準備を進めている。

　さらに、地熱発電における新たな取り組みとして、

当社は秋田県の上の岱にバイナリー方式の発電設備

を設置、実用化の検討を開始する。バイナリー方式

による発電は、従来多く採用されてきた高温蒸気を

利用した発電方式とは異なり、熱水の温度が低く蒸

気量の少ない地点においても発電が可能な発電方式

である。従来方式では発電が難しかった地点におい

ても地熱を利用した発電を可能にするものであり、

地熱の新たな可能性を拓くものと期待している。

　日本の地熱発電の導入量は全国で五十数万 kW程

度であり、地下のエネルギーの潜在力を生かしきれ

ていないと言われている。このような国内状況では

あるが、当社として、地下におけるエネルギー資源

の状況に最も適した方式での電源開発を推進し、こ

れからも日本の地熱発電の一翼を担ってまいりたい。

地域とともに

　当社は、「地元とともに自然由来電力を創り育て

る」ことを経営理念としてきた。この理念のもと、

発電所の周辺環境に配慮しつつ、地域とともにある

発電所を目指して事業を運営している。

　水力発電所では、コンデンサ等の油入機器へナタ

ネ油など天然素材油を用いるとともに、万が一、油

が漏れた場合でも確実に回収できる排水ピット、油

回収装置を設けている。また、新技術の開発により

潤滑油等の油類を使用しない機器を導入するなど、

土壌汚染防止やグリーン製品調達に努めており、流

域の環境保全に配慮している。

　地熱発電所、蒸気基地においても周辺環境に細や

かな配慮をしている。当社の施設敷地内から貯留層

に対して斜めに蒸気生産井を掘ることで、国立公園

内に地上施設立地点を増やさずに蒸気の確保ができ

るようにしており、発電所の建屋や設備も環境に調

和するデザインを採用して景観に配慮している。

　松川地熱発電所では、発電所の蒸気を使って作っ

た温水が、地元の温水供給会社を通じて地域の温泉

施設および宿泊施設の給湯やハウス農業の暖房用に玉川第二水力発電所導水路工事
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提供されており、地域の産業振興に寄与している。

また、当社社員は、各事業所が立地する地域の行事

や清掃活動、小学生対象の再エネ発電に関する講義

等にも参加し、地域のみなさまとのコミュニケーショ

ンを図ってきた。今後も、地域とともにある企業を

目指し、事業を行ってまいりたい。

小学生への再エネに関する講義

責任ある再生可能エネルギー発電事業者�
として

　日本において、再生可能エネルギー電源により発

電されている電力は全体の２割弱に止まる。有限で

環境負荷の高い従来の化石エネルギーに代わり、再

生可能エネルギーは、今後ますます貴重な資源とし

て認識されるようになっていくのは間違いない。世

界的な脱炭素の潮流により、近年、環境価値の高い

電気を使用したいというお客さまのニーズはますま

す強くなっていると感じている。環境意識の高い各

企業から、カーボンフリーの電気を使用したいとい

う声があがっている。現在、ウクライナ情勢による

エネルギー供給不安が増大する中、再生可能エネル

ギーに対する期待はますます大きく、再生可能エネ

ルギーの発電能力を拡大することが社会的に要請さ

れている。

　一方、太陽光や風力などの発電設備の立地等に関

して、環境配慮が不十分で、地元の住民の方とトラ

ブルになっている例も少なからずあるとも聞いてい

る。言うまでもなく、再エネ事業はただ闇雲に開発

を進めて発電すれば良いというものではなく、設備

を作ってあとは知らん顔ということでは済まない。

事業者は、心して考えなければならない問題である。

当社は、責任ある再生可能エネルギー発電事業者と

して、これからもますます、地域に根差し、地元と

ともにある存在となるよう努めてまいりたいと思う。

　東北自然エネルギーは、東北地域における再生可

能エネルギーのリーディングカンパニーとなるこ 

とを目指し、再生可能エネルギーによる発電量を

１kWhでも増やすため、新規電源開発をさらに推進

し、2050カーボンニュートラルの実現に貢献してい

く。また、永い歴史により培われた信頼と地域との

良好な関係を保ちつつ、地元のみなさまとともに自

然由来の電力を創り育てるという使命を今後も果た

してまいりたいと考えている。引き続きご支援ご鞭

撻を賜れば幸いである。

自然由来電力を創り育てる 周辺地域の環境への配慮が求められている
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地域で動き出す
カーボンニュートラル

１．�カーボンリサイクルに向けた�
化学産業への期待

　2050年カーボンニュートラルを実現するため、日本

政府は、「2050年カーボンニュートラルに伴うグリー

ン成長戦略」を発表した。成長が期待される14分野

の産業毎に実行計画が策定され、再生可能エネルギー

や水素 ・ アンモニアの活用など脱炭素化技術の開発

が促される一方で、全産業で CO2排出量をゼロにす

ることは難しく、CO2を回収し、貯留または有効活用

する技術である CCUS（Carbon dioxide Capture 

Utilization and Storage）への期待は高い。その１つ

に、CO2を資源として回収し再利用するカーボンリサ

イクル技術があり、CO2の利用先としては、化学品

（プラスチック原料など）、燃料（合成燃料など）、鉱

物（コンクリートなど）などが想定される。なかでも

化学品の需要分野は広範で多彩であり、原料として

CO2を利用することで、多様な産業分野で CO2を吸

収、固定化できることから、カーボンニュートラル社

会の実現に重要な役割を果たすと期待されている。

２．�カーボンリサイクルにおける�
メタノールの重要性

　CO2を原料として製造される化学品のひとつに「メ

タノール（CH3OH）」がある（図表２－１）。メタノー

ルは、アルコール類の中で最も単純な構造の物質で

あり、さまざまな化学品への転換が可能な基幹物質

であるほか、常温で液体であるため容易に輸送する

ことができ、水素キャリアとしての展開も期待され

るなど、カーボンニュートラル実現において重要視

されている。

カーボンニュートラルに向けた�
メタノールへの期待と�

有力拠点としての新潟エリアの強み

細　川　吉　明 株式会社日本政策投資銀行　 
新潟支店　企画調査課長

立　木　ひかる 株式会社日本政策投資銀行　 
新潟支店　企画調査課副調査役

●●
●● ポイント

・CO2や廃プラスチックなどを原料とするメタノール（炭素循環メタノール）は、カーボンニュートラル
実現に向け重要な存在
・炭素循環メタノール普及には、CO2と CO2フリー水素の安価 ・安定的な調達、バリューチェーン構築
が必要不可欠
・新潟港周辺エリアは既に化学 ・エネルギー関連産業が集積し、カーボンニュートラルに向け更なるイ
ンフラ整備が期待される等、ポテンシャルのあるエリア
・新潟県全体も、日本最大の油ガス生産、関連産業の集積、日本海側最大の港といった特色を生かし、
脱炭素に向けた取組が進むことを期待

メタノール
CH3OH

ガソリン

エチレン、
プロピレン

MTO

MTG

CO2

水素
H2

合成ガス
CO＋H2

ホルマリン、
酢酸など

多
様
な
化
学
品

燃
料

MTO：Methanol to Olefin
MTG：Methanol-to-Gasoline

（備考）日本政策投資銀行作成

図表２－１　基幹物質である「メタノール」の重要性
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　メタノールの世界需要（2020年）は8,697万ｔと、

世界中で製造されており、プラスチック、肥料、薬

剤などの原料として利用されている。現在は、中国

では石炭など、北米などの産ガス国では天然ガスな

どの化石資源を用いて製造されているが、CO2を原

料とするメタノール合成が進めば、①石炭、天然ガ

スなどの化石資源の利用削減、②原料としての CO2
吸収（メタノール１ｔ当たりの製造に CO2を約1.4 t

吸収）が期待できる。更にメタノールは、廃プラス

チックやバイオマス資源（木質チップなど）をガス

化した合成ガスからも製造でき、その場合は、③廃

プラスチックの削減による資源循環効果も期待でき

る（図表２－２）。メタノールの世界需要や需要分野

の広さを踏まえると、原料を化石資源から CO2や廃

プラスチックなどへ置き換えることの社会的インパ

クトは大きい。また、脱化石原燃料や資源循環に向

けた取り組みが、今後一層、重視される傾向が強ま

ることが予想されるため、CO2や廃プラスチックな

どを原料とするメタノール（以下、炭素循環メタノー

ル）の合成を行うことは、企業の事業機会の拡大に

資することにもなるだろう。

　一方、社会実装に向けては、原料であるCO2フリー

水素の製造 ・ 調達が一番の論点となるため、経済合

理性を左右する水素を安価かつ安定的に調達できる

エリアでの事業展開が求められる。加えて、コスト

上昇分を付加価値として消費者などの最終需要者に

訴求する仕組みの構築（環境製品の認定、ブランド

化）などにも同時に取り組んでいく必要がある。

　また、CO2を原料とするプロセスでは、安定物質

である CO2の分離、反応などに多大なエネルギーを

消費することが指摘されており、ライフサイクル全

体で CO2収支を改善するため、メタノール合成プロ

セスの最適化に資する技術開発が現在進められてい

る。具体的には反応の低温化や触媒の微細化による

反応場の拡大、触媒の長寿命化、また分離膜の高性

能化などが目指されている（図表２－３）。

【方向性】
 CO2フリーの水素が安価で安定的に調達

できるエリアでの事業展開
 量産化によるコスト低廉化
 製品の高付加価値化（ブランド化）
 反応収率向上に向けた触媒・膜の研究開発

【課題】
 経済合理性

（化石資源由来のメタノールとの価格差）
 ライフサイクル全体でのCO2収支

（備考）日本政策投資銀行作成

図表２－３　 炭素循環メタノールの課題と  
社会実装に向けた方向性

３．�炭素循環メタノールの有力拠点である�
新潟港周辺エリア

　国内での「炭素循環メタノール」の展開にあたっ

ては、⑴ 炭素循環メタノールの輸入と国内での化学

品などへの加工、⑵ 炭素循環メタノールから化学品

までを国内で製造 ・ 加工、の二つのパターンが考え

期待される効果

①石炭、天然ガスなどの
①化石資源の利用削減

②原料としてのCO2吸収

③廃プラスチックの削減に
③よる資源循環効果

廃プラスチック
などをガス化

従来プロセス CO2を原料とするプロセス

石炭、
天然ガスなど

メタノール 圧縮、合成

改質

CO2

メタノール 圧縮、合成

H2CO2
合成
ガス

（備考）日本政策投資銀行作成

図表２－２　従来プロセスと比較した炭素循環メタノールの環境効果
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られる。いずれの場合でも、バリューチェーン構築

にあたっては一定規模のインフラ ・ 製造装置の集積

が望ましいと想定されるところ、国内では新潟港（新

潟東港）を中心とするエリアにポテンシャルがある

と考えられることから、以下で詳しく見ていくこと

としたい。

⑴　 炭素循環メタノールの輸入と  
国内での化学品などへの加工

　メタノールの輸入と加工にあたっては、三菱ガス

化学（MGC）の主要工場および受入基地が新潟市に

存在する点が特筆される。MGCは新潟東港に自社

ターミナルを有し、専用の輸送船のほか、タンク、

ローリーなどの貯蔵 ・ 運搬設備を有している。

　MGCメタノール事業は国内１位の取扱数量、世

界３位のシェアを誇り、現在はサウジアラビアなど

に生産拠点を持ち、天然ガスを原料としたメタノー

ルを日本含む世界中に供給を行っている。CO2と水

素を原料としたメタノールの製造技術開発にも早く

から取り組み、足元では CO2回収設備を通じた CO2
と副生水素や再生可能エネルギー由来水素、また、

バイオマスやプラスチック廃棄物などを利用した多

様な合成ガスから、メタノールを製造し、化学品原

料や燃料に転換する「環境循環型メタノール構想」

を推進している。2021年８月から、新潟工場にある

既存のメタノールパイロット設備を環境循環型メタ

ノール製造設備に改造した上で CO2処理量1.5t／日

の連続運転や各種試験を開始しており、今後は、実

証事業を経て、他社への技術ライセンス供与も視野

に入れつつ、量産化プラントの拡大を図っていく予

定である。

　これらの取組を踏まえれば、MGCのメタノール受

入基地は新潟以外にも２箇所存在するものの（広島

県木江、千葉県千葉市美浜区）、メタノール加工の最

大拠点は新潟であり、炭素循環メタノールの輸入 ・ 加

工においても中心となる可能性が高いと考えられる。

⑵　 炭素循環メタノールから化学品までを  
国内で製造 ・ 加工

　国内製造の場合は、生産設備のほか、原料の水素

と CO2の調達が課題となる。まず、水素の調達につ

いて、①輸入と②国内製造の選択肢それぞれにつき

整理したい。

①水素を輸入する場合
　炭素循環メタノールの製造にあたってはグリーン

水素又はブルー水素の使用が想定されるが、水素の

コストが当該事業の経済性確保にあたって最大の課

題と想定され、国内の水素製造コストを踏まえれば、

安価な水素の大量調達には、輸入は有力なオプショ

ンとなると考えられる。

　この点、国内において、水素（アンモニア）の輸入

の候補地として国土交通省主導のもと、水素などの

サプライチェーンの拠点としての受入環境整備と港

湾地域の面的 ・ 効率的な脱炭素化を目指す「カーボ

ンニュートラルポート」（以下「CNP」）の形成に係る

検討が進んでおり、その先行地域として６地域７港

湾（小名浜港、横浜港 ・ 川崎港、新潟港、名古屋港、

神戸港、徳山下松港）で具体の検討が行われている。

　新潟港では国土交通省北陸地方整備局と新潟県が

2021年１月に「新潟港 CNP検討会」を立ち上げ、

同年３月、さらに2022年３月に検討結果の取りまと

めが行われた。加えて2022年７月には、「新潟港カー

ボンニュートラルポート形成協議会」が、港湾関係

者等の意見や取組を反映し、CNP形成計画をより実

効性のあるものとすべく立ち上げられた。「新潟港

CNP検討会」の検討では、本州日本海側最大のコン

テナターミナルを有するとともに、大規模な発電所

が立地するなどエネルギー拠点として機能している

新潟港において、水素などの使用増加や大量輸送に

対応した受入 ・ 供給体制の構築に向けた検討を進め

ていくことがうたわれており、新潟港は水素輸入と

その活用に向けたポテンシャルのある地域と見るこ

とができる。
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②水素を国内製造する場合
　グリーン水素を用いる場合は、再エネ発電所の存在

が前提となる。この点、新潟東港ではイーレックスと

ENEOSが共同での設備出力300MWと石炭火力発電

所からの転換を除く新設としては世界最大級ともい

われる大型バイオマス発電所建設の計画を発表して

いるほか、シンガポールを本拠とするエクイス社と東

北電力も、共同で50MW規模のバイオマス発電所建

設計画を発表するなど、再エネ発電所の集積の可能

性が想定され、グリーン水素製造への下地が整うこと

が期待される。また、新潟市よりやや北の村上市 ・ 胎

内市沖は「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備

に係る海域の利用の促進に関する法律」（再エネ海域

利用法）上の促進区域の指定の見込みのある「有望な

区域」とされており、複数事業者が参入を検討してい

るなど、今後、洋上風力発電の立地可能性も存在する。

　他方、ブルー水素の場合は、CCUS技術が必要と

なるが、MGCと石油資源開発（JAPEX）は新潟エ

リアにおける CCUS技術を利用した事業可能性の共

同検討を発表しているほか、やや距離が離れるが新

潟県柏崎市では INPEXも、国内天然ガス資源を活

用したブルー水素製造 ・ 利活用の実証実験の実施を

発表しているなど、新潟地域がCCUS技術の実用化 ・

社会実装が先行的に進む地域となる可能性がある。

　次に CO2の調達については、CO2の排出源とそれ

を活用するための技術が必要となるが、CCUS技術

の大規模 CO2排出施設への適用が進めば、CO2削減

の観点で大きな効果が見込まれるとも考えられる。

この点、新潟港の周辺エリアでは、東北電力の新潟

火力発電所および東新潟火力発電所といった火力発

電所、化学工場、製紙工場などの大規模工場やガス

田（東新潟ガス田など）も立地しており、かつそれ

らの企業の多くは脱炭素に向けた取り組みを進めて

いることからも、炭素循環メタノール製造に向けた

協業可能性も考えられよう。

４．おわりに

　以上のとおり、炭素循環メタノールの普及に向け、

新潟港周辺がMGC新潟工場を中心に関連施設の集

積が進む可能性の高いエリアであることをみてきた

（図表４－１）。施設の集積は、調達から製造 ・ 加工ま

新潟東港

MGCターミナル

新潟西港

東新潟火力発電所

新潟火力発電所

バイオマス発電所
（予定地）

①イーレックス・ENEOS
②エクイス・東北電力N・

JR新潟駅

東新潟ガス田

港湾施設

発電所

生産加工拠点

その他

ガス田

新潟空港
MGC新潟工場

（写真）

新潟市周辺

（写真）

（備考）日本政策投資銀行作成

図表４－１　新潟港周辺の施設集積
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での効率性に加え、運搬などに係る CO2の削減の観

点からも望ましいと考えられ、さらには他社 ・ 他業

種間の連携の進めやすさなども踏まえればバリュー

チェーン構築にあたっての重要な要素と想定される。

　カーボンニュートラル実現に向けた産業構造の転

換にあたってのバリューチェーンの構築／再構築は、

大きな労力と時間を伴う事業と予想される。それに

向けては、各企業、行政などの地域の各プレイヤー

の連携が非常に重要であり、従前の業種、官民など

の垣根を越えた連携の進展が求められるであろう。

　無論、本格的な事業化までには経済性を筆頭に課

題は少なくなく、時間軸も中長期にわたると想定さ

れるが、脱炭素に向けてメタノールが果たせるユニー

クな役割と新潟地域の有するポテンシャルに鑑みれ

ば、官民含めた各関係者の連携により、「新潟モデ

ル」ともいうべきバリューチェーンの構築が期待さ

れる（図表４－２）。

　なお、本稿では、メタノールと新潟港を中心とし

たエリアに着目したものの、原油および天然ガスの

日本最大の産出地である新潟県全体でも、INPEXが

メタネーションの実証実験を進める長岡エリア（中

越）、同じく INPEXがブルー水素製造の実証実験を

発表している柏崎エリア（中越）、直江津港のほか、

ガス火力発電所や大規模工場などが立地する上越エ

リアなど、脱炭素関連産業の集積が期待できる地域

が複数存在し、炭素循環メタノールにとどまらず、

脱炭素関連産業の創造につきポテンシャルを有して

いる。加えて、本州日本海側最大の港湾という立ち

位置に伴い災害発生時の太平洋側港湾のバックアッ

プ機能を持つことから、レジリエンスの観点で太平

洋側の代替となるバリューチェーンの構築を進める

必要性も高いと考えられる。

　また、歴史を振り返ると、新潟は古来より原油の

産出が行われ、原油および天然ガスの日本最大の産

出地として知られている。このような背景からエネ

ルギー関連のインフラのほか、天然ガスからメタノー

ルの合成を行うMGCのような化学産業の集積も進

んできた。また、北前船の寄港地としても栄え、明

治元年（1869年）には「開港５港」（函館、新潟、横

浜、神戸、長崎）の一つとして外国に対しても開港

されるなど、港としての発展を遂げ、平成７年（1995

年）には日本海側唯一の「中核国際港湾」に指定さ

れている。このような歴史的経緯も背景とした脱炭

素関連産業の創造に係るポテンシャルを踏まえ、新

潟県は関東経済産業局とともに、「新潟カーボンニュー

トラル拠点化 ・ 水素利活用促進協議会」を2021年１

炭素循環メタノール

調達 製造・加工 販売（製品／用途）

ブルー水素

グリーン水素

CO2

炭素循環メタノール

化学製品

・化学製品

・水素キャリア
（燃料・発電用途など）

新潟港・再エネ発電所など MGC新潟工場 需要地

輸
入

輸
入
・
新
潟
現
地
調
達

（備考）日本政策投資銀行作成

図表４－２　新潟港における炭素循環メタノール ・ バリューチェーンのコンセプト案
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月に立ち上げ、同年３月には「新潟県カーボンニュー

トラル産業ビジョン ・ 事業モデル展開ロードマップ」

を公表した。その中で、新潟のポテンシャルを整理

している（図表４－３）ほか、新潟港を起点とした

カーボンニュートラルバリューチェーン構築（図表

４－４）や新潟県全体としての脱炭素産業の将来イ

メージも打ち出している。

　今後、脱炭素関連産業の創造に向けては、国内各

地でも、それぞれの地域資源 ・ 特性を活かした取り

組みが進むことが想定される。各地域の成功モデル

が他地域にも横展開されていくことが、日本全体と

してのカーボンニュートラルに向けた取り組みを促

進させるとも考えられ、新潟地域がその特色を活か

した産業創造の先行事例となることを期待したい。

（ DBJ Monthly Overview 2022年２月号No.358「カーボンニュートラルに向けたメタノールへの期待　～有力拠点とし
ての新潟の強み～」（DBJ新潟支店 ・ 企業金融第１部 ・ 産業調査部）をもとに新潟支店が一部加除修正）

沿岸部
産業集
積

エネルギー・燃料・資源供給拠点として、国
内を代表するエネルギー・化学・食品事業
者の生産拠点が集積

既存ガス
インフラ

天然ガス田、 輸入・貯蔵、大規模ガ
ス火力発電所、県内都市ガス網に加え、
首都圏・仙台・北陸・静岡等広域ガスパイ
プラインなど既存ガスインフラが充実

船舶
貨物

燃料・資源の輸入・流通・物流拠点として
の機能・基盤が港湾エリアに整備

航路
日本海側の国際港湾拠点、エネルギー拠
点、レジリエンス機能を有する港湾機能が
整備

が提言する４つのキー・バリューチェーンの充実

メタンガス関連機能の集積（脱炭素燃料・資源）
天然ガス田を含むメタンガス生産・輸入・貯蔵・流通の日本
海側拠点であり、国内大手エネルギー事業者の中核的な生
産・流通設備・施設が立地

カーボンリサイクル技術の蓄積（脱炭素技術）
と からメタンを製造するメタネーションの先端技術実証、

ガス化学領域における合成ガス・メタノール製造技術、 ・
などのカーボンリサイクル技術などが蓄積

広域電力供給基盤（脱炭素電源）
大規模ガス火力発電所が立地しており、原発が停止されて
いる現在でも約６割が県外送電。大規模バイオマス発電、
洋上風力開発計画が進展しているほか、系統増強に向け
た第二国土軸整備の検討が始動

産業転換を牽引する地域資源・技術シーズ

＋

（備考）新潟県公表資料

図表４－３　新潟県固有の地域資源 ・ 技術シーズ

水素など
脱炭素燃料
製造・貯蔵・
供給システム

（ブルー／グリーン）

フリー
メタノール製造 脱炭素製品

大型水素
バンカリング

輸入アンモニア

脱炭素モビリティ
（貨物・船等）

脱炭素電源
由来の電化

産業利用軽量容器配送

輸入水素
液化水素

ガス油田／

・ガス改質
・脱炭素燃料受入
・脱炭素燃料貯蔵
・港内パイプライン

輸入バイオマス
電
力

産
業
・
運
輸

フリー
メタン製造 パイプライン託送

脱炭素電力

脱炭素電力
ガス火力発電

バイオマス発電

電気

天然ガス

ガス改質

新潟東港カーボンニュートラルポート開発構想が目指すカーボンリサイクルモデル

混焼

水素由来

バイオ由来

脱炭素材料

フリー水素

フリー水素

（備考）新潟県公表資料

図表４－４　新潟東港を起点としたカーボンニュートラルバリューチェーンの構築
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特 集

地域で動き出す
カーボンニュートラル

１．はじめに

１－１　CCS とは
　「CCS（Carbon dioxide Capture and Storage：二

酸化炭素回収 ・ 貯留）」とは、地球温暖化の原因とさ

れる CO2を工場や発電所などから大気中に排出され

る前に回収し、地中深くの地層に送り込んで安定的

に貯留する技術です。大気中への CO2の排出量を大

きく減らすことができることから、地球温暖化の有

効な対応策の１つとして注目されています。また、

回収した CO2を資源として有効利用する Utilization

のＵを加えて「CCUS」と呼ばれることも多くなり

ました。CO2の地中貯留の一種、CO2圧入による石

油増進回収 Enhanced Oil Recovery（CO2－EOR）

は、石油開発において生産量（回収率）の増加を目

的とするもので、米国を中心として、50年ほど前か

ら商業的に行われています。

　2020年10月の「2050年カーボンニュートラル」宣

言とそれを受けた「新たな温室効果ガス排出削減目

標」の実現を目指し、2021年10月に閣議決定された

「第６次エネルギー基本計画」でも、CCSは活用に

向けて検討を行う技術として位置づけられています。

１－２　 CO2を貯留する地質条件と  
CCS 技術の概要

　CO2を地中に安全に安定して貯留するためには、

図１に示す通り、貯留層とその上に遮へい層が対で

存在する地質構造が必要です。貯留層は、細かい隙

間を持つ砂岩層などからなり、その隙間に CO2を貯

める能力があります。また遮へい層は、貯留層から

CO2が地上に漏れ出さないよう、蓋の役割を果たす

地層で、泥岩などからなります。この他、貯留地点

の近くに活断層がない、過去に周辺で地震が集中し

坂　谷　和　憲

日本CCS調査株式会社　広報渉外部長

苫小牧CCS大規模実証試験
その取り組み・成果・今後の課題

●●
●● ポイント

・CCSは温暖化対策技術の一つで、CO2を大気中に排出せずに地中に安定的に貯留する技術です。
・CO2地中貯留は海外で商業規模での実績があり、日本では苫小牧実証試験で30万トンを圧入しました。
・実証試験によって、CCSが安全かつ安心できるシステムであることが確認できました。
・実証試験の推進には、地元の理解と協力、信頼関係の構築が大きな役割を果たしました。
・実証試験の成果を踏まえて、CCSの商業化に向けた法制度整備などの課題を提案しました。

日本 CCS 調査株式会社の紹介
　地球温暖化対策として CCSを推進するという国
の方針に呼応する形で、2008年５月、民間企業の出
資により、CCSに関する調査および研究開発諸業務
を担うことを目的に設立されました。現在は、国
や、国立研究開発法人新エネルギー ・ 産業技術総合
開発機構から、「苫小牧における CCUS大規模実証
試験」、「二酸化炭素貯留適地調査事業」、「CO2の船
舶輸送に関する技術開発および実証試験」（４社共
同受託）、「二酸化炭素の資源化を通じた炭素循環社
会モデル構築促進事業」（６社共同受託）の４つの
事業を受託しています。
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て発生していないなどの地質条件を満たしているこ

とが CCSを実施するためには必要になります。

　CO2の圧入前には貯留層の隙間には、太古に地層

ができる過程で取り込まれた海水（地層水）が含ま

れています。圧入設備から圧入井と呼ばれる井戸を

通して圧入された CO2はその地層水をゆっくり押し

出しながら貯留層の隙間に貯留されます。圧入され

た CO2は地層水よりも比重が小さいため、隙間の中

を上方に移動しますが、遮へい層が蓋の役目をして

それ以上の移動を止めます。一方、貯留された CO2
の一部は徐々に地層水に溶けるとともに、長い年月

を経て岩石中のカルシウムなどのミネラル分と反応

して炭酸カルシウムなどの鉱物に変わります。この

ような過程で CO2は安定して貯留されます。

　約1,000ｍより深い地中では、CO2は温度と圧力の

関係から体積は地上での気体の300分の１になり、貯

留層の隙間に効率的に貯留することができます。ま

た、圧入に伴う地震の発生を心配する声も聞かれま

すが、貯留層の温度 ・ 圧力を監視し、圧入量を適切

な範囲に維持することによって、安全に貯留を行う

ことができます。

２．苫小牧CCS実証試験

　「苫小牧における CCUS大規模実証試験」（以下、

苫小牧 CCS実証試験）は、2012年度に開始され、最

初の４年間で設備の設計 ・ 建設、坑井の掘削、監視

システム構築などを経て、2016年４月から年間10万

トン規模で海底下地層へのCO2圧入を開始しました。

2019年11月に圧入目標値である累計30万トンを達成

した後、圧入を停止し、現在は貯留した CO2の広が

りなどの監視を継続中です。

２－１　苫小牧 CCS 実証試験の目的
　本実証試験の目的は次のとおりです。

①  CO2の分離 ・ 回収、貯留までの CCS全体を一貫シ

ステムとして実証する。

②  CCSが安全かつ安心できるシステムであることを

実証する。

③ 本実証試験に関する情報を広く公表し、CCSへの

理解を深める。

④  CCS設備の操業技術を得ると同時に CCSの実用

化に向けた取り組みを行う。

２－２　苫小牧 CCS 実証試験の概要
　図２を用いて、本実証試験のシステムの全体構成

を説明します。

PSAｵﾌｶﾞｽ成分
CO2 =50%, H2=40%,
CH4 他10%

圧入 貯留

圧縮

ガス供給設備

CO2含有ガス
年間約10万トン規模
※供給源の操業状況等による

圧入井（2坑）

送出

PSAｵﾌｶﾞｽ送出水素製造装置

分離・回収

CO2分離・回収／圧入設備 《新設》

昇圧・分離

【貯留層】萌別層砂岩層
海底下・深度1,000~1,200m

【貯留層】滝ノ上層T1部層
海底下・深度2,400~3,000m

《新設》

《新設》

送出配管

設備容量は20万t/年相当（600ｔ/日）

図２　実証試験設備などの概略図

遮へい層
（泥岩など）

貯留層
（砂岩など）

遮へい層

貯留層

CO2

CO2

CO2

工場等

CO2は岩石中の
隙間に貯留される

圧入井

図１　CCS 概念図
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　隣接する出光興産㈱の北海道製油所の水素製造 

装置から供給を受けた CO2含有ガスから CO2分離 ・

回収設備でアミン溶液を使用した化学吸収法により

CO2のみを分離 ・ 回収した後、圧入設備で昇圧して、

海岸から約３～４㎞の海底下にある深さの異なる２

つの地層（萌別層と滝ノ上層）にそれぞれ圧入井を

通して圧入し、貯留しました。萌別層は海底下約

1,000～1,200ｍ、滝ノ上層は海底下約2,400～3,000ｍ

にあり、それぞれの層の上部に遮へい層が存在して

います。

【貯留層】萌別層（砂岩）
海底下：深度 1000 ～ 1200ｍ

【貯留層】滝ノ上層（火山岩類）
海底下：深度 2400 ～ 3000ｍ

CO₂を通さない
泥岩などの層

隙間の多い
砂岩などの層で
CO₂を貯留

図３　模式断面図

※圧入井坑跡に沿った模式断面図（縦：横＝１：１）

　図３は、圧入井坑跡に沿った地下の地層を模式的

に示した地層断面図です。陸上から海底下に向けて

斜めに掘られた２つの圧入井の坑跡とともに、萌別

層と滝ノ上層の貯留層と両貯留層の上部にある遮へ

い層が示されています。

３．CCSへの理解を深める活動

　CCSの実証試験は全国115ヵ所の候補地の中から

様々な検討の結果、2012年２月に、経済産業省の専

門検討会を経て、北海道苫小牧市での実施が決定さ

れました。苫小牧 CCS実証試験を開始した2012年当

時、一般社会では CCSはほとんど知られていません

でしたが、苫小牧市では、CCS実証試験の誘致を目

指し、2010年に同市、苫小牧漁協、商工会議所、苫

小牧市の企業、大学の先生などの個人もメンバーと

して加わり、CCS促進協議会が立ち上げられ、CCS

の必要性や安全性を市民に周知する活動が展開され

ました。

　現在はカーボンリサイクルに向けた国の新たな動

きを踏まえて「苫小牧 CCUS ・ ゼロカーボン推進協

議会」へと改組され、苫小牧市が2021年に宣言した

2050ゼロカーボンシティの実現に向けた挑戦の機運

を高めるとともに地域一体となった取り組みが行わ

れています。これら協議会の協力は、苫小牧でのCCS

実証試験が滞りなく進められた大きな要因の１つと

受け止めています。

　一方、本実証試験を進めるにあたって、当社は、

一般市民をはじめとする地域のステークホルダー 

との信頼関係を築くことに注力してきました。CO2
圧入中は苫小牧市役所内にモニターを設置させてい

ただき、実証試験で得られたデータを更新のうえ、

情報公開に努めました。さらに、苫小牧市周辺の市

民向けの講演会、パネルを用いた展示会、児童向け

の実験教室、実証試験センターの見学会などを開催

し、市民の皆さまとの直接的な対話の機会を通じて、

CCS技術および本実証試験の理解促進に加えて、 

市民からの質問や不安に対する丁寧な対応などの取

り組みを続けています。同時に広く国内に向けて、

実証試験センター見学の受入れ、大学などでの講義

および学会などでの講演の実施、環境系展示会にお

けるブース出展などを通して情報発信を行っていま

す。さらに、海外での国際会議や学会などにも参加

し、苫小牧 CCS実証試験の内容や成果を発表するこ

とに努めています。海外の CCS関連の学会などでは

「Tomakomai」の名前を知る人が増え、2016年には、

国際的なシンクタンクであるグローバルCCSインス

ティテュート（本部：メルボルン）のスティタスレ

ポートの表紙に、苫小牧 CCS実証試験の写真が採用

されました。
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４．苫小牧CCS実証試験の成果と課題

　本実証試験を通じて次のような成果が得られまし

た。

① 分離 ・ 回収から貯留までの CCS全体を一貫システ

ムとして実証し、累計30万トンの CO2貯留という

実証試験の目標を達成した。

② 各種の監視および海洋環境調査により、CCSが安

全かつ安心できるシステムであることを確認した。

③ 収集したデータによって地震と圧入には関連性が

ないことを示すことができた。

④  CCSの理解を深める活動を継続的に実施し、CCS

の認知度向上に寄与した。

⑤  CCS実用化に向けた取り組みを通じて、得られた

知見と課題を整理した。  

本実証試験で整理された課題をもとに、2030年の

CCS社会実装に向けて国へ以下の提言をしました。

① 低コスト化：CCS事業では CO2分離 ・ 回収のエネ

ルギーコストの割合が大きいため、様々な分離回

収の技術開発を継続し、CCSの普及に向けて更な

る低コスト化を図る必要がある。

②  CO2輸送手段の確立：CO2排出源と CO2貯留適地

が必ずしも近接しているとは限らないため、大規

模CCSを想定した輸送技術の確立が求められる。

③ 貯留適地の確保：CCSの実用化には大規模貯留地

点の確保が不可欠である。

④ 事業環境整備：事業者が CCSを実施するために

は、インセンティブ施策、官民の責任分担を明確

化するなどの法整備および社会的受容性の向上と

いった事業環境の整備が必要である。

５．おわりに

　国は2030年の CCSの社会実装に向け、課題解決を

進めています。2021年に当社を含む４社コンソーシ

アムで受託した「CO2の船舶輸送に関する技術開発

および実証試験」は、課題解決に向けた取り組みの

１つになると考えています。

　また、国際エネルギー機関 IEA（International 

Energy Agency）の発表によると、2021年の世界の

CO2排出量は約363億トンであり、過去最高となりま

した。IEAは2050年カーボンニュートラルを実現す

るためのロードマップを示し、その中で CCUSによ

る2050年時点での CO2回収量を年間76億トン必要と

しています（※１）。これを踏まえ、2022年５月、経済産

業省の「CCS長期ロードマップ検討会」は、その中

間とりまとめの中で、日本における2050年時点のCCS

による CO2想定貯留量（目安）は年間約1.2億トン～

2.4億トンと発表しました（※２）。国は今、2050年のカー

ボンニュートラルを目指し、様々な取り組みを開始

しています。

　当社は、今後とも2030年頃の CCS技術の社会実装

に向けて、安全を最優先に苫小牧 CCS実証試験を実

施するとともに CCUSにかかわる様々な技術的な取

り組みに加えて CCSや CCUSに対する理解がより

深まるよう情報発信を継続してまいります。

　なお、本稿の主たる部分は、経済産業省および国

立研究開発法人新エネルギー ・ 産業技術総合開発機

構の委託事業成果の一部をまとめたものです。

　　　　　　　　　　　　　　
（※１） IEA「Net Zero by 2050」（https://www.iea.org/reports/net-zero-by-2050）
（※２） 経済産業省「CCS長期ロードマップ検討会　中間とりまとめ」 

（https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/20220527_report.html）
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特 集

地域で動き出す
カーボンニュートラル

― まず、日本初のLNG燃料内航貨物船「いせ　み
らい」の導入に至る経緯をお聞かせください。

（望月）　被代替船であった「いせ ・ きょうえい」と

いうプッシャーバージ１が老朽化し、新しい船を造る

に当たっては、エコな船がいいという話がありまし

た。このような案件では、荷主様のご理解が必須な

のですが、「いせ　みらい」建造にあたっては環境配

慮型の LNGを焚く船でいこうということで導入が

決まりました。親会社の商船三井と弊社、また他の

共有船主２社も環境配慮型の船を建造したいと考え

ていたので、ちょうど一致した形です。国内ではそ

れまで、LNG燃料のタグボートはあったのですが、

実際に貨物を運ぶ船としては内航では１隻目です。

― 技術的な難しさはありましたか。

（望月）　内航船はどうしてもスペースが小さい一方

で、ガスそのものも重油より大きなタンクが必要な

のと、LNG関連機器周りに結構スペースを空けない

といけないのです。ですから、ガス燃料を採用する

のは内航船にはかなり難しいのです。

　ただ、「いせ　みらい」は内航船としては大きく、

スペース的にも搭載できました。コスト（機器）は

少々高いのですが、荷主様のご理解や国の補助金を

新燃料への挑戦など、常にアンテナを張って
～株式会社商船三井内航～

望 �月 �勇 �人 �氏 株式会社商船三井内航　取締役

荻 �巣 �　 �暁 �氏 株式会社商船三井内航　取締役

聞き手： 蓮江　忠男　 
一般財団法人北海道東北地域経済総合研究所　 
理事

日　時：2022年７月15日（金）

特集インタビュー

内航海運業界の�
脱炭素化への取り組み

　内航海運業界でも、脱炭素化 ・カーボンニュートラルに向けた
さまざまな取り組みが動き出している。わが国の地域を結ぶ内航
海運でのこうした動きについて、２社からお話を伺った。

いせ　みらい

　　　　　　　　　　　　　　
１	 押し船によって後ろから押されて運航する艀（はしけ）。
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活用しながら案件を形にすることができました。

　また、燃料の供給という意味でも、荷主様が LNG

燃料供給にも関与されておりまして、ハードルが低

かったと思います。

　国の方針としても脱炭素化は待ったなしで、化石

燃料からクリーンなエネルギーに替えていくという

中で、水素、アンモニアはまだ技術が確立されてい

ない中、LNG燃料の採用は大変に有効です。

― メタノール燃料船の開発の方にも共同で乗り出
されたとありました。そのあたりの取り組みに
ついてはいかがですか。

（望月）　メタノールはガス系の燃料と違って常温 ・

常圧の状態が液体です。アルコールランプの燃料で

すよね。ですから、扱いが楽というところがありま

す。体積当たりのカロリーが重油の半分ぐらいしか

ないので、燃料タンクも大きくはなるのですが、そ

うはいってもガス系燃料よりも全然機器が安いです

し、必要なスペースも小さいということで、汎用船

でも使えるのではないかということで始めています。

　これも国内では初ですし、業界でかなり注目され

ていますね。「おたくはメタノール燃料でやるのだよ

ね」という話が随分いろいろなところから入ってき

ました。

　もちろん課題もあって、先ほど申し上げたとおり

燃料タンクが重油焚きに比べて大きくなりますから、

船が小さいのでその分どこかを縮めないといけませ

ん。そうすると、貨物のスペースを少し縮めなけれ

ばいけないという問題が出てきます。エンジンその

ものも、まだ導入段階なので価格は高いのです。普

及して下がっていけば競争力が出てくると思います

が、まだそこまではいっていません。

― 水素については、取り組み状況や課題などいか
がでしょうか。

（望月）　水素についても、色々と調査 ・ 検討をして

いますが、水素はやはり扱いが非常に難しいです。

常温だとどんなに圧力をかけても液化しませんし、

常圧で液化させようとするとマイナス253℃と、もの

すごく低温にしなければいけないという問題があり

ます。ということは、例えば常温の状態でやるとす

ると、液化しない分それだけ体積が大きくなります

からタンクは大きくなるし、航続距離は短くなると

いう問題が当然出てきてしまうと思います。

　しかしながら、世の中は水素に向かっていますし、

難しいからやらないのではなく、難しいけれどもやっ

ていこう、これをどうすれば船舶の燃料に導入でき

るかを考えようということで検討しています。

― LNG にしてもメタノールにしても水素にして
も、貴社は積極的に取り組んでいると感じるの
ですが、貴社の中ではどのような取り組み体制
になっているのでしょうか。

（望月）　本年の７月に「みらい創成部」というもの

を作りました。一種バーチャルなものなのですが、

各部から人を出して、それぞれのプロジェクトに取

り組むというのを始めています。

　まず LNG、メタノールや水素などの新燃料です

が、その中の一つがアンモニアです。アンモニアは、

各電力会社が石炭火力発電で混焼させていくという

スタディを始めており、それに伴う輸送需要が出て

くると見込まれています。大部分は外航でいくとし

ても、外航船が入れない港もあり、内航でもアンモ

ニア輸送は伸びていくと想定しています。

　次に、DX（デジタルトランスフォーメーション）

です。いろいろな課題があって、例えば船の運航効

率化もそうですし、社内のシステムもそうですし、

事故防止のためのシステムのようなものも入ってき

ます。

　それと、今まで弊社は外部発信が少し弱かったの

で、そこをもう少し強化しようということで、PRの

チームも作って取り組んでいます。
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― バイオマス燃料の輸送など、新燃料の輸送にも
取り組んでおられるようですね。

（望月）　はい。「海栄丸」という船があるのですが、

広島の海田という所に広島ガス様と中国電力様が合

弁で作った発電所があって、そこに向けてバイオ燃

料を主に運んでいます。これは専用船です。こうい

う新燃料の輸送の話にも積極的に取り組みたいと考

えています。

海栄丸

― ところで、北海道の石狩に新しく事業所を設け
られました。貴社の事業所は今まで主に西日本
方面が多かったと思うのですが、そのあたりの
目的や経緯について教えてください。

（望月）　これは脱炭素と関係があって、石狩沖に今

度、洋上風力の大きなフィールドができるというこ

とで、まず洋上風力の機器を運んでそこに据え付け

る建設作業と稼働後はメンテナンス作業のための作

業員の方々を安全に洋上の風車まで送迎する輸送需

要があります。石狩事業所は現場に近い場所で安全

な運航に目を配ることと、建設会社、発電事業者、

港湾関係者の皆さまと円滑にコミュニケーションを

取って当社の事業を進めていくことを目的として事

業所を新設しました。

― 今後貴社としてこのような感じでやっていきた
いということや何か目指しているところがあれ
ばお聞かせください。

（望月）　まずは周回遅れにならないということです

ね。できれば、先に行きたいということです。あと

は、次に何が来るか分からないですよね。例えばア

ンモニアだと思っていたら違うものが来てしまうと

いうことはあるかもしれません。ですから、アンテ

ナを張って、そういうところは常に見ておかないと

いけないと思います。

（荻巣）　商船三井本体も脱炭素に向けて非常に積極

的です。今後何がメインになるか分からない状態、

何が出てくるか分からない状態で、抜けがあって、

そこで周回遅れにならないようにしなくてはなりま

せん。そこはグループ会社全部が似たような方向性

を持って取り組んでいます。本体、グループ会社間

で常に情報交換しながらやっていく中で、このお客

さんはこんなことに興味を示しているというのを抜

けがないように確実に捉えていく体制をグループ全

体で作ろうとしている状況です。

　新しいことをやるだけに、実績がものを言うところ

があると思います。ある程度話が進んでくると、こう

いう分野は既にやったことがあるというのは当然強

みになるでしょうから、抜けがないように常に攻めて

いくという感じです。もちろんそれで損をしてしまっ

てはいけないので、そこは難しいところですが。

― 脱炭素化に向けた貴社のいろいろなチャレンジ
についてお聞かせいただき、ありがとうござい
ました。
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― 貴社が開発した、燃費向上に資する船舶プロペ
ラ ・舵についてお聞かせください。

（稲田）　プロトタイプ（原型）のフレーム舵は１本

のフォークのような舵ですが、当社が開発した舵

（ゲートラダー）は独立した２枚舵という違いがある

のです。そして、舵がプロペラの横にあって、オー

プンダクトといって下が開いている形を考えました。

栗林前会長が思ったのは、要するに、舵の位置は何

もプロペラの後ろにある必要がないではないかとい

うことです。

　また、飛行機の翼は断面がティアドロップの形で

揚力 ・ 推力が出てきますね。それと同じように推力

を舵が生みます。水の流れを逆に推力に利用するわ

けです。ヨットだと前からの風でも前に進みます。

タッキングというのですが、それを水の下でやると

いうことです。

（佐々木）　私は2011年頃に海上技術研究所にいて研

究していたのですが、前会長が四角い舵を持ってこ

られたのです。その後共同研究を行い、プロペラの

横に置く舵を２人で考案しました。舵は特に専門の

方々はプロペラの後ろにないと効かないという思い

込みがあり、今までなかったのです。

　それから水槽実験を行い、いろいろとアイデアを

出した結果、８％ぐらいは省エネ効果があると見込

めるものになりました。

　ところが、ゲートラダーの第１船「しげのぶ」で

は、試運転で何と14％省エネになりました。当初は

関係先から信用できないと言われましたが、試運転

というのは、特に潮流があったりすると誤差が大き

いためかも知れません。そこでモニタリングを１年

間したところ、22％という結果が出ました。その後

「のがみ」という船が今年の４月に就航し、今は試運

転ですが、これから実際に走ると20％以上は出ると

考えています。私もこうした関係の研究をいろいろ

とやってきましたが、大体３％から５％が関の山で、

単一な省エネ装置で15％とか20％という数字は今ま

で一つもありませんでした。

― 省エネの他にゲートラダーの効果がある点はあ
りますか。

（佐々木）　安全ということに自信があります。例え

ば走錨に対してもゲートラダーは効果があります。

走錨とは、船を泊めたときに錨（いかり）とともに

ずるずると流されてしまうことです。船を止めてお

きたいのでプロペラを回すと、プロペラは推力でもっ

て対抗して、そのうち止まるのですが、舵がこの時

に抵抗になるのです。船が真っすぐのときは10％ぐ

らいで抵抗が少なくていいのですが、舵を切ると一

気に３割、４割ぐらい抵抗が増えてしまうのです。

しかしゲートラダーはほとんど変わりません。

　それからもう一つ走錨の原因となるのは、振れ回

りという現象があります。船が真っすぐじっと待機

稲　田　博　久 �氏 栗林商船株式会社　常務取締役

佐々木　紀　幸 �氏 栗林商船株式会社　研究開発室長
（ストラスクライド大学　名誉教授）

新型舵を軸にしつつ、脱炭素化への貢献を目指す
～栗林商船株式会社～

聞き手： 蓮江　忠男　 
一般財団法人北海道東北地域経済総合研究所　 
理事

日　時：2022年７月22日（金）
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すればいいのですが、実際には振れ回ってしまうの

です。そうなると錨が動いて、把駐力１がなくなって

しまいます。しかし、ゲートラダーは復元力があり、

風が吹いて振れた場合に船が自然に戻るのです。普

通の舵では戻りません。

　それともう一つ、舵を切ったときに舵の抵抗が非

常に少ないことで何が起こるかというと、同じ旋回

をしてもゲートラダーの場合は速力は２～３割高く

なります。船はスピードがないと舵が効かなくなっ

て転覆します。荷物なども、速力を失うと大きく 

傾くのです。それで荷崩れが起きたり、荷を落とし

たりするのですが、ゲートラダーはそういうのをき

れいになくしていくのです。そこも一つ安全な所で

すね。

　それと、ゲートラダーは、クラビングモードといっ

て、２枚ある舵を折り重ねることができるのです。

そうすると横移動ができるので、港湾の中で普通の

舵より機動性が全然違うのです。狭い港湾でも行け

るので、ビジネスチャンスとしては非常に広がり 

ます。

― ゲートラダーの今後の普及に向けた展開はいか
がですか。

（佐々木）　国内外で今、いろいろな展開をしている

のですが、一番大きな例でいくと、去年ですけれど

もバルチラという会社にライセンスを取っていただ

いて、海外では知名度が上がってきました。

　それから、私はグラスゴーのストラスクライド大

学で去年、EUのお金を頂いて開発を請け負いまし

た。Gatersという名前なのですが、全部で18機関が

ありまして、多くの船社も含めていろいろな会社が

入っていて、オブザーバー的な役割で当社が入って

います。シェルや RCC（Royal Caribbean Cruises）

などが入っていて、非常に大きなプロジェクトになっ

ています。

　それと、今までずっと内航だったのですが、初め

て外洋向けに２万4000 tバルクキャリアの開発をし

ました。実は２万ｔ、３万ｔ、４万ｔというクラス

の中サイズのバルクキャリアというのは、EEDIと

いう規則とMPRという規則を同時にクリアするの

が難しいのです。

　EEDI というのは、Energy Efficiency Design 

ゲートラダー

コンテナ船のがみ
（国内内航最大サイズ）

コンテナ船しげのぶ
（ゲートラダー第1船）

貨物船 光辰丸
（吉祥海運）

貨物船 神門丸
（栗林商船）

＊現在のゲートラダーは海上技術研究所との共同研究で誕生

栗林定友

山中造船  2011

　　　　　　　　　　　　　　
１	 船舶の錨が海底との間に生み出す抵抗力。
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Indexといって、いわゆる排ガス規制のようなもの

です。この船は CO２を何トンまでしか出せないとい

うデッドウエイトが積み荷によって決まるのですが、

積んだエンジンの75％で（CO２量が）決められてし

まいますから、大きいエンジンは積めないのです。

それが EEDIです。

　もう一方のMPRというのは逆の話で、最近非常

に海難事故が多くて、海象が荒くなっているので、

船主は非常に怖がっていて、これ以上小さいエンジ

ンは駄目という規制ができたのです。いわば矛盾す

る規制があるわけですが、ゲートラダーによってク

リアできたのです。これは、ゲートラダーが推力と

船体安定性を効かせられるためです。

　その他海外では、RINAからの受賞がありました。

RINAというのは、英国王立の船舶設計協会で、日

本でいう造船学会です。日本の造船学会よりも古く

て、船の研究としては最古の協会です。そこから優

秀賞といいますか、推進装置としてはベストだった

という賞を頂きました。

― 開発が進んでいろいろなトピックスがあります
ね。カーボンニュートラルに向けたその他の今
後のお取り組みはいかがですか。

（稲田）　まず、新燃料を使って CO２を減らそうと

いうことなのですが、LNGやアンモニアやメタノー

ルなど、エンジンメーカーが開発をしていて、われ

われ船会社の方はユーザーとしてその技術の発展に

注目しています。また、いかなる燃料でもゲートラ

ダーは燃費改善による削減効果が期待できます。

　それと、そもそも RORO船２という当社のメイン

の業態が脱炭素化に資すると考えています。トラッ

クのモーダルシフト３に寄与できるからです。RORO

船は、陸上輸送という CO２を一番出すものからそう

でない方に移すという意味で貢献できると思います。

　それから、海運は大きく二つに分かれていて、定

期航路（ライナー）と不定期航路（トランパー）に

なりますが、当社はメインがライナーなので、グルー

プとともに新燃料に係るインフラを整備する意味で

も協力ができないかということを話し合っています。

定期航路だったらそういう整備をするのも有利では

ないかということを考えています。

― 外部のエンジン関係や水素 ・メタノールの関係
のエンジンメーカーと情報交換をされているの
ですか。

（稲田）　まさしくバルチラがそれなのです。内航で

ありながらヨーロッパの大きなメーカーと接触でき

るということも生かしていきたいと考えており、ゲー

トラダープラスアルファも視野に入れています。

　それ以外に、日本舶用工業会のスマートナビ研究

会にもオブザーバーとして参加しています。舶用工

業会がお互いの情報も各メーカーでクローズドにす

るのではなく、お互いが共通のデータ交換をできる

ようなプラットフォームを作って、船陸間のそういっ

たものにさらにつなげようという考え方で、ヨーロッ

パにも発信しているものです。そうしたいろいろな

機会を捉えてソフト面その他でも新しい波について

いきたいと考えています。

― そうした取り組みが相まって、カーボンニュー
トラルに向かって御社も対応していかれるわけ
ですね。本日はいろいろとありがとうございま
した。

　　　　　　　　　　　　　　
２	 ローロー船。Roll on/Roll off shipの略。フェリーと同様にトレーラーなどの車両を自走式で収納できる甲板等を

備えた船。
３	 輸送手段転換。ここでは貨物トラックによる輸送を内航船に切り替えることを指す。
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― 庄内に来られて特に可能性を感じた要素や、こ
れならいけるのではないかという事業展開のよ
りどころになった要素など、「なぜ庄内か」とい
うあたりをまずお伺いしたいと思います。

（山中）　僕は庄内にまちづくりをしに来ているわけ

ではなくて、最初は純粋にスパイバー社に転職して

来たのです。前職の三井不動産でデベロッパーをし

ていて、地方都市に行くことが結構多かったのです

が、東北はあまり人口も多くないので、ショッピン

グセンターを作るようなマーケットはなくて、ほと

んど来たことがなかったのです。

　スパイバーがきっかけで初めて庄内に来たときに、

庄内空港を降りた１歩目の空気がものすごくきれい

で、結構いろいろな地方に行ったのですが、ここの

空気がきれいだなあとまず感じました。日本の地方

都市は、空気が良くて、料理がおいしくて、お酒が

おいしくて、歴史文化があって、自然が豊かでとい

う、いいところが多いのですが、庄内はいわゆる日

本の典型的ないいところを全て、しかもものすごく

高いレベルで持っているというのは、非常に恵まれ

た場所だなと思っていました。ですから、移住した

ら楽しそうだなと思って移住しました。

― 来られてもう10年ぐらいですね。

（山中）　そうですね。2014年に来たので、丸８年に

なります。

山中　大介�氏 ヤマガタデザイン株式会社　 
代表取締役

地域の課題を希望に変える街づくり
～山形・庄内から挑む～

ヤマガタデザイン株式会社（山形県鶴岡市）

　ヤマガタデザイン株式会社は鶴岡市に本拠を置き、ホ
テル事業、有機農業、教育事業、人材紹介業など多角的
な事業展開を積極的に行っている。
　もともとは地縁 ・血縁などのなかった山形 ・庄内にお
いて、「地域課題を解決する事業をデザインし、子どもた
ちが生きる未来に自らも希望を持てる社会を実現する」
とのミッションを掲げ、次々と話題性のある事業を展開
する当社グループの山中大介社長に、事業経緯や今後に
ついて伺った。

聞き手： 蓮江　忠男　 
一般財団法人北海道東北地域経済総合研究所　理事

日　時：2022年７月13日（水）14:00～15:00
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― その間に、スイデンテラス（ホテル）もそうで
すけれども、観光、教育、農業、人材の各分野
で、非常にハイペースで事業をどんどん展開さ
れていると思うのですが、多角的に事業を進め
る中で、つながりもそれぞれあると思います。
その辺りのシナジーも含めてどのようにお考え
でしょうか。

（山中）　事業上のシナジーは全部あると思ってい

て、例えばスイデンテラスを核に置いたときも、僕

らが農業をやっていることが非常に強みになってい

たと思います。ホテル業界で、「週刊ダイヤモンド」

の「儲かる農業」特集で全国１位を取るくらい真剣

に農業をやっているところはないと思うのです。し

かも有機農業でです。

　子どもの教育施設に関しても、このホテルでは恐

らく10～20％ぐらいは子ども連れのお客さんがい

らっしゃって、そういった方々は皆さんソライ（ホ

テルに隣接した全天候型の児童教育施設）を使いま

す。エデュケーション ・ トリップというと少しニュ

アンスが違うかもしれないのですが、ソライとスイ

デンテラスのパッケージで遊びに来ていただいてい

る方もかなり多く、そういった意味では僕らがやっ

ている事業の一つ一つは非常にシナジーが高い。普

通にこの場所で企業活動を行う上でも、ショウナイ

ズカン（就転職紹介サイト）のようなサービスを自

分たちで作って、自分たちがそれを使っているとい

うことも含めて、全てがシナジーが高い事業だと思っ

ています。

スイデンテラス（外観） 有機農業

山中　大介（やまなか ・ だいすけ）氏
ヤマガタデザイン株式会社　代表取締役

大学卒業後、大手不動産会社等を経て2014年に当社を設立。地域と全国から資本調達（36億円）し、山形
庄内から全国にも展開可能な課題解決のモデルづくりに挑む。田んぼに浮かぶ木造ホテル「スイデンテラ
ス」、天性重視個性伸長の教育施設「キッズドームソライ」、リクルートメディアの「ショウナイズカン」、
有機農業の生産販売、商社機能の「SHONAI ROOTS」、田んぼの自動抑草ロボ「アイガモロボ」の開発
などの街づくり事業を手掛ける。

プロフィール
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　一方で、そのシナジーを元々意識して事業を作っ

たかというとそうではありません。それ自体が地 

域にとっての解決が求められる課題だし、そこに 

挑みたいという気持ちがあって、それを事業とし 

て成立させていく中で、結果としてシナジーが生ま

れ、連携が生まれるということなのかなと思いま 

す。

― 地元の協力がすごいですね。資金面をはじめ、
個人の方も含めて非常に皆さん応援してくださっ
ていると伺っています。これだけ応援してくだ
さる流れというのは、どうやってできていった
のでしょうか。

（山中）　一番は「天の時、地の利、人の和」だと

思っています。新規の事業というのは何でもそうで

すけど、自分がこれをやりたいと思ってうまくいく

事例は特に地方ではほとんどなくて、いろいろな「天

の時」があると思います。僕らがたまたま最初にス

パイバーに来て、サイエンスパークの開発が地域の

課題になっていて、僕自身は元々デベロッパーで不

動産事業を行う中で、言ってみれば最初は私が資金

調達者となって不動産投資をしていたわけです。こ

のエリアを開発しないといけないという課題感と、

資金は全部土地を買ったり上物を建てたりするため

のものなので、結局は不動産投資なのですよ。その

点では非常に資金調達はしやすいスキームだったと

思いますし、かつこの庄内地域のことをどうにかし

なくてはいけないと地域の人たちが他の地域よりも

格段に強く思っていたことが、結果的にサイエンス

パークの未利用地を開発するというところにうまく

結び付いたのではないかと思います。

― 最初のきっかけの部分がうまく形成されたと 
ころが大きな弾みになったということでしょ 
うか。

（山中）　そうですね。ある企業にとってみれば、 

周辺の住宅の需要が増えるとか、いろいろなことを

期待してご投資いただいたと思うのですが、実際こ

のエリアが開発された後には周辺の路線価が上がっ

ていますし、いい値段でマンションも取引されて 

います。ですから、そういった投資企業に対して 

一つ一つ応えていったということに尽きると思い 

ます。

キッズドームソライ（外観） キッズドームソライ（内観）
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― 今、スイデンテラスの話が出てきましたけれど
も、最初にコンセプトが受け入れられなくて、
田園の真ん中にホテルが成り立つのかという話
もあったということで、いろいろなハードルが
あったのではないかと思います。語り出したら
時間がとても足りないとは思うのですが、スイ
デンテラスに関して逆にこういうことがあった
からうまくいったのではないかというものはあ
りますか。

（山中）　結局逆で、普通に考えたらあり得ないホテ

ルなのですよね。こんなロケーション、こんなマー

ケットに作るというのは。

― 他では見たことがないですね。

（山中）　ですよね。だからこそ人が来るのです。多

くの事業判断では最終的にいろいろな人の承認が重

なっていくと、最初は威勢よく「リスクを取るぞ」

と言っていても、最後は全くノーリスクのよく分か

らないプランに落着することがほとんどではありま

せんか。恐らくこういうチャレンジをするのは、相

当レアなのだと思うのです。ですから、逆張りの発

想で言うと、実は世の中の人たちはマーケティング

上は計れないけれども、そういう面白いコンセプト

のものやユニークな取り組みを求めていて、それは

ブランディングやコンセプトで突き抜けるというこ

とだと思うのですけれども、それができた方が勝つ

のだと思うのです。

― 地元をはじめとする協力者の方々は、おっしゃっ
ているようなコンセプトなど、いろいろなこと
を理解して後押ししてくれたのですね。

（山中）コンセプトの理解ということもあったので

すけれども、一方でこの地域はこのままいくと公共

工事以外なくなる地域なのです。公共工事以外なく

なった地域は、もはや何のために存在しているのか

ということになります。そういうところも地元の工

事会社さんは非常に危惧されていましたし、地方銀

行も地域から逃げられないではないですか。そうし

たときに、そこの地域がシュリンクしてしまったら

自分たちの実業である金貸しは、ただでさえフィン

テックやエクイティ市場に追い込まれているのに全

くもって価値がなくなります。そこに対して危機感

を持っていただいて、そういう危機感を強く共有で

きたことが一番だったと思いますね。

― こちらの事業も大きなブレークスルーの一つに
なっているのではないかと思います。

（山中）　そうだと思います。今は株主の方と仲良く

させていただいていますけれども、あのときはペテ

ン師や土地転がしとずっと言われていましたから。

半分愛情を込めてだと思っていますけれども。でも、

あのときは本当に「この地域がなくなるか、自分に

賭けるかのどっちかだ」と言っていて、今振り返る

と何ということを言っていたのかと思いますけれど

も、今もそういう気持ちは持っていますね。

― 今のお話の中にも縷々出てきていると思うので
すが、経営理念であるとか、多角的に展開する
中で絶対に守っていきたい要素などはありま 
すか。

（山中）　いい人が多いということが僕は一番大事だ

と思っていて、「いい人」と「運がいい人」の二つを

田園ビューテラス付きダブルルーム
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人材採用としては追求し続けることが大事だと思っ

ています。

― 「いい人」と「運がいい人」ですか。

（山中）　そうですね。結局、優秀といってもいろい

ろなタイプがいるではないですか。うちのグループ

に合う人は、本当にコミュニケーション能力が高く

て、当然ながら自分よりも組織のことを考えられて、

自己犠牲の精神の上に自己実現を持てる人たちだと

思うのです。そもそも経営者としても従業員のこと

が好きでないと命を懸けて頑張れません。

　それから、「運のいい人」ですね。そこが一番の経

営理念というか、人事理念かもしれないです。僕ら

には「子どもたちに誇れる大人になる。」という人事

理念と、そのための十則があるのですけれども。

　「自分は運がいい」と言う人にはある共通項があっ

て、起こった課題を「結果として良かった」と言う

のです。自分の人生において課題が起こったときに、

すごくたくさんあった課題をポジティブに捉えた人

は「自分は運が良かった」と言うし、ネガティブに

捉え続けている人は「運が悪い」と言います。

― 物事の捉え方につながるということですね。

（山中）　結局、人間の運がいいか悪いかというのは

根本的にはなくて、しかもトータルイーブンででき

ていると思うのです。ただ一方で、運がいい ・ 悪い

の大部分はものの捉え方だと思っていて、「自分は運

がいい」と言えない人は、ものの捉え方が非常にネ

ガティブな側面があります。ともすると、われわれ

のようなベンチャーはそもそも課題だらけであって、

僕らが挑むのは社会課題、地域課題であるし、社内

にも課題がたくさんあります。そういう課題こそ楽

しめるというか、そういうマインドでいられないと、

なかなか難しいと思うのです。ですから、「自分は運

がいい」と言えるというのは起こる課題をポジティ

ブに捉えられる能力だと思っています。

― そのお話ですごく腹に落ちました。おっしゃる
通りだと思います。同じことが起きても、捉え
方が人によって違うことはありますが、物事を
プラスに捉えられることは大事ですね。社員の
方々と接するときにもそのあたりは重要視され
ていますか。

（山中）　まさに人材育成は僕らの最大の課題で、僕

らもこの数年でフェーズが変わっていくのだと思い

ます。というのも、ベンチャーはあるところまで育

成などしている場合ではなくて、基本的には事業

ファーストで作っていくしかないし、中途即戦力の

人を優先して採っていかないといけません。そういっ

た意味で、徐々に新卒を採り始めて、新卒の人たち

に対してはかなり手厚く、いわゆるマネジャー制度

でマネジャーが面倒を見たり、部門長が直接面倒を

見たり、いろいろなプロジェクトの課題を与えて成

長を促すようなことをしていると思うのですが、一

方で全社員の人事育成のようなところはまだまだこ

れからだと思っています。

　ベンチャーというのは基本的にエントリーマネジ

メントとイグジットマネジメントが重要で、人材が

入れ替わっていく前提で成長し続けなくてはいけな

いのです。それは10年ぐらいのスパンだと思うので

すけれども、もうすぐ10年になるので、２～３年ぐ

らいしたら僕らも人材育成が強くなるフェーズにな

るのではないかと思います。

― 次のフェーズに入っていくということですね。
いろいろな分野に展開されていますが、今後の
発展の方向性、この分野に特に力を入れていき
たいとか、この分野にも関連性を持たせていき
たいという計画はありますか。

（山中）　ありますね。でも、一個一個の事業を深掘

るだけであれば、ものすごく深いのです。農業生産

なんてものすごく深いし、有機米デザインの「アイ

ガモロボ」がバズればすさまじいことになるし、一
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個一個の事業を深掘ることが2030年までの課題だと

思っていて、2030年を経たら、そのときにあるわれ

われのキャッシュフローや手持ちキャッシュによっ

て何をするかというのを考えていくと思います。そ

こはまだノーアイデアですが、エネルギー、漁業、

林業の中のどれかではないかと思っています。

― そういったことを取り組んでいって、ヤマガタ
デザイングループとして目指す将来像はあるの
でしょうか。例えば地域でこういう存在になる
とか、日本でこういう存在になりたいとか、大
きな見方で考えているものはありますか。

（山中）　あまりないのですが、地域の課題を深掘っ

ていくことと、僕らが得た庄内での知見やノウハウ

を他の地方都市に展開していくことは多分やると思

うのです。多分それはできてしまうのですが、どう

なりたいかというのはちょっとよく分からないです

ね。そこの言語化というのはあまりしないというか、

やはり言語化してしまうとそこで可能性が止まるの

ですよ。だから、僕はいつも「人生の最終目標は大

往生すること」と言っているのですが、本当に自分

たちのあらゆるリソースを使ってやり続けるのかな

と思いますね。

― 庄内を気に入られて、今はこちらで事業展開さ
れているわけですが、この地域をこういうふう
に活性化したらいいのではないかとか、こうい
うところがまだまだ足りないのではないかいう、
庄内に対する思いを聞かせていただけますか。

（山中）　間違いなく庄内は一つになった方がいいと

思っています。行政区分で物事を語る時代ではない

し、元々あった庄内藩というエリア、庄内全体でコ

ンテンツを作った方がいいのです。そう考えたとき

には、庄内には酒田や遊佐の湧き水の文化から出羽

三山や山伏であったり、エリア一帯で見ると日本の

典型的ないいものが全部ありますので、あらゆる可

能性があると思っています。ですから、一番は行政

区分にとらわれずにワンチームになることだと思い

ますね。庄内というワンチームを組んで次の仮想敵

国を見つけなければいけないのです。こんなに小さ

い地域同士で仮想敵国をお互いに作ってにらみ合う

ようなことは本当に愚の骨頂で、庄内ワンチーム25

万人でどこと戦うか。そうしたら間違いなくこの地

域であればいきなり世界で戦えると思うのです。

― 今後、庄内で現在行っていることの他地域での
展開も進められていくのですか。

（山中）　チイキズカン（就転職紹介サイト）などは

既に全国展開が始まっています。今年で10地域以上、

３年で30地域ぐらいに増えると思うのですが、まさ

に僕らが地域を深掘った知恵やノウハウを他の地方

都市に展開していく活動は徐々に始まっていくので

はないかと思います。

― 地元ももちろん、今ここで頑張っていただいてい
るのを期待されていると思うのですけれども、他
に展開されていくというのはまたダイナミズム
があって、非常に期待される展開だと思います。 
本日はいろいろとお話をいただきましてありが
とうございました。

YAMAGATA DESIGN 株式会社（正式名称）

ヤマガタデザイン株式会社（通称名）

設　　立：2014年８月
代 表 者：代表取締役　山中大介
資 本 金：95百万円
本　　社： 山形県鶴岡市播磨字若松51-1　鶴岡市

先端研究産業支援センター別棟 S-302
従業員数：151名（2021年11月１日現在）
ホームページ：https://www.yamagata-design.com

会社概要
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研究会報告

１．ご挨拶

伊藤　敬
ゆき

幹
もと

（ほくとう総研　理事長）

　本日は、当総研創立30周

年記念事業「拡大地域経営

研究会」にご参加頂き、誠

にありがとうございます。

　当総研は、今年４月17日

に創立30周年を迎えました。

30年という節目を迎えられ

ましたのも、これまでさまざまな形でご指導、ご支

援を下さった関係各位のおかげであり、厚く御礼申

し上げます。

　地域には未来的な課題が山積しています。人口減

少や少子高齢化といった負の要因の拡大に伴い、地

域の財政、金融、交通にさまざまな問題が生じてい

ます。それらをブレークスルーするソリューション

として、地域資源の最大活用、人口減少に適応した

地域づくり、地域経済を循環させることが必要では

ないかと考えています。

　われわれが「ほくとう日本」と呼んでいる北海道 ・

東北地域は、人口減少および少子高齢化が全国に先

駆けて進行している地域であり、「課題の先進地」と

もいわれています。しかし、その課題は他地域にも

共通するものです。諸課題に関する調査研究等を通

じて、ほくとう日本はもとより全国に、持続可能な

地域づくりに向けた切り口や情報を発信していきた

いと思っています。

　本日も有意義なディスカッションを期待し、ご挨

拶とします。

ほくとう総研創立30周年記念事業 拡大地域経営研究会
「地域資源活用事業化イノベーションと成長戦略」

〈日 時〉 2022年５月26日（木）14:00～16:00
〈場 所〉 東北大学大学院経済学研究科地域イノベーション研究センター
※Zoom 併用のハイブリッド開催

地域の未来的課題とソリューションの体系

・戦略的なブランド化、国際地域認証活用
・地域資源の需要開拓
・ソーシャルビジネス含む起業、第二創業
・新商品開発支援、多様な資金調達支援
・伝統・文化・観光資源の発掘・活用
・関係人口の創出・拡大
・地域づくり人材の確保

地域資源の最大活用

地域経済循環人口減少に適応した地域づくり

・外部流出（漏れ）の検出、課題分析
・地域経済循環の仕組みづくり
・自律分散型エネルギーシステム導入
・自然資源（森林、水、土地等）循環支援
・公共サービスの域内事業者活用

・住民の幸福度の新たな尺度の提示
・変化する住みよさの価値観に対応
・コンパクトなまちづくりへの転換
・住民協働による公共の拡大
・AIや自動運転等未来技術の活用
・一次産業のスマートな展開
・災害激甚化に対する備えの強化

人口減少、少子高齢化等負の要因拡大

・地域財政の限界到来のおそれ
・地域金融の脆弱化のおそれ
・地域交通分断・消滅のおそれ
・地域コミュニティ崩壊のおそれ
・地域環境悪化のおそれ

地域の未来的課題
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２．�基調講演「眠れる地域資源の発掘による
地域イノベーション」

藤本　雅彦 氏（ 東北大学大学院経済学研究科　教授　  

地域イノベーション研究センター長）

　北海道東北地域に共通す

る課題の一つは、商圏から

の人口流出が構造的に避け

られないということです。

商圏自体が縮小する中で従

来型のビジネスを続けてい

れば、事業の縮小や撤退を

する企業が増加することは明らかです。右肩下がり

の経済成長を乗り越えるための「事業イノベーショ

ン（革新）」が必須であり、地域経済の大半を支える

中小企業が新しい事業革新をどうやって起こすかが、

地域経済活性化の一つのポイントになります。

　まず、現在の製品やサービスに対して現在の市場

で勝負することが「市場浸透」という既存の事業な

のですが、事業イノベーションとして最も手っ取り

早く考えられる方策は、既存の商品で市場を新たに

開拓する「新市場開拓」という考え方です。

　典型例としてリンゴが挙げられます。リンゴとい

う商品自体は変わらないのですが、赤いものは縁起

がいいとする中華圏の、特に台湾などの南方ではリ

ンゴが採れないので、青森で１個500円の「ふじ」

が、台湾ではデパートなどで贈答用として3000円で

売られております。青森県にとってはまさしく新た

な市場を開拓した事例です。

　また、南部鉄器ですが、ヨーロッパにはお茶を飲

む習慣がありますから、南部鉄器は茶器として最適

で重宝されているのです。日本の南部鉄器と違い、

黄色や青といったかなりショッキングな色をしてい

ますが、「KITAKAMI」や「IWATESAN」などと

書いてあります。

　このように、日本では特定の人が価値を感じてい

るものを海外展開してみると、新しい価値が認識さ

れて市場を開拓する余地はかなり残っています。現

在東北で販売しているものをネット通販などで全国

や海外に売ることは、既存商品の新市場開拓という

一つのイノベーションの方法です。

　もう一つのイノベーション展開は、既存の市場に

対する「新商品 ・ 新サービス開発」です。リンゴで

あればジュースやスイーツといった新しい商品やサー

ビスにして、今現在のお客さまに提供する価値提案

です。

製品
市場

現在 新規

現在 既存の事業
（市場浸透）

新規
新たな顧客の開拓
（新市場開発）

ex. リンゴや南部鉄器の海外輸出

新たな価値の提案
（新商品・サービス開発）

新たな顧客への
新たな価値提案

（新規事業による多角化）

 H.I. アンゾフの「成長ベクトル（製品 ・ 市場マトリックス）」をもとに作成
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　そして、新たな顧客に新たな商品 ・ サービスを提

案する「新規事業による多角化」といわれる最も狭

義の意味での事業イノベーションです。つまり、新

たな顧客と新たな価値提案の二つがそろった状態で

あり、これが最も革新的な事業展開になります。

　では、どうすれば、既存の中小企業が新たな価値

提案をできるのか。価値提案のアプローチには大き

く二つあります。

　一つは、「眠れる資源」の活用です。製品やサービ

スを価値として提供する場合、資源があるから価値

提案ができるのだという発想です。資源は、有形資

源と無形資源の二つに分けられます。

　有形資源としては、例えば地域にある余剰土地や

建物 ・ 空き家で、軒先や銀行の休日の駐車場も含ま

れます。一般の人にとっては商店やビルの軒先は価

値がないかもしれませんが、特定の人にとっては価

値があります。コロナ禍で店舗での飲食提供ができ

なくなった会社が、最近移動販売をしています。路

上では移動販売ができませんが、都会には軒先がた

くさんあって、そうしたほんの小さなスペースが移

動販売の事業者には価値ある資源になるわけです。

実際、軒先株式会社という会社は、軒先のスペース

を有効活用するビジネスを成功させています。休日

の銀行の駐車場も同じような発想です。銀行の支店

は大抵一等地に駐車場を抱えていますが、休日は鎖

が掛けられて空いています。金融機関は副業ビジネ

スとして駐車場の活用も考えられます。大学なども

同様で、装置や実験室を外部に貸し出すビジネスを

始めつつあります。さらに、転用可能な機械や設備

も有形資源です。車が電気自動車（EV）にシフトし

ていますが、そうすると部品点数が少なくなるため、

内燃機関に必要な部品を作っている会社には、自社

の機械や装置を使って医療機器などを作っている会

社があります。そのためには、どの医療機器にどん

なニーズがあって、自社の機械でどこまで対応でき

るかがポイントとなります。顧客を見つけて初めて、

自分たちの持つ資産の価値が見えてくるようになる

のです。また、部品や製品などの仕入れの在庫や端

材などの未利用材の活用です。加工食品であるとか、

最近は SDGsや ESGに関心を寄せて木材チップをバ

イオマスに回すことなどを模索している会社も多い

と思います。

　閑散期の機械 ・ 設備や労働力も一つの資源です。

例えば、ウニを扱う水産加工会社は夏に忙しくなり

ますが、回遊魚中心の水産加工会社の場合は主に年

末年始に忙しくなります。ウニを扱っている水産加

工会社が、他の魚種を扱う水産加工会社に労働力を

シフトさせることも考えられます。季節変動が激し

経営資源 活用可能な「眠れる資源」

有形資源

余剰な土地や建物や空き家
　（ex. 軒先、銀行の休日駐車場）
転用可能な特定の機械や設備
部品や製品などの仕入れ在庫や端材などの未利用材
閑散期の機械・設備や労働力（ex. 水産加工の季節

変動）

無形資源

景観や自然現象、歴史や文化（体験）などの公共資源
　（ex. 地吹雪、温泉の排水熱、農業体験、伝統工芸）
特定のモノやコトを生み出す知識やスキルなどのノ

ウハウ
　（ex. 生産効率化のノウハウ、海外輸出のノウハウ）
仕入れ先や販売のネットワーク網（ex. 共同受注）
特許や商標
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いビジネスをしている事業者は、閑散期に余ってい

る労働力をうまく使ってできることを考える余地が

あるわけです。

　無形資源で一番分かりやすいのは、公共資源であ

る景観や自然環境です。10年ほど前、青森県津軽平

野での「地吹雪ツアー」が話題になりました。地元

にとって地吹雪はとてもネガティブなイメージがあ

りますが、都会の女性や若者は地吹雪の体験自体に

価値を感じますから、東京から来て地吹雪の中を歩

くツアーに参加する人が結構いました。また、各地

で温泉の排水熱が温室栽培に使われていますが、岐

阜県の奥飛騨には温泉の廃熱を利用したドラゴンフ

ルーツの一大産地があるのです。奥飛騨ではキャビ

ア生産のためにチョウザメの養殖もしています。養

殖は水がきれいでなければできません。海のない県

なのに、奥飛騨はドラゴンフルーツでもキャビアの

養殖でも非常に有名なのです。

　こう考えると、農業体験や伝統工芸など無形資産

といわれるものは、特定の人々には価値ある資産に

なるのです。このようなものが地方にはたくさんあ

ります。

　それから、特定のモノやコトを生み出す知識やス

キルなどのノウハウも無形資産です。例えば、トヨ

タ自動車には「カイゼン」という問題解決のノウハ

ウが蓄積されており、そのノウハウをさまざまな会

社に提供しています。東日本大震災直後、トヨタの

方々が入られて岩手県の水産加工会社の生産性を大

きく改善しましたが、まさしく生産効率化のノウハ

ウが生かされた事例です。海外にホタテを輸出して

いる北海道の会社であれば、海外輸出を計画してい

る会社にノウハウを提供するサービスも十分に考え

られると思います。

　仕入れ先や販売のネットワーク網も無形資産です。

宇宙ビジネスに必要なビジネスを数社で共同受注す

る東京都大田区の事例がよく知られています。特許

や商標も一つの無形資産として十分に考えられると

思います。

　問題は、普通に地元で暮らしている限りはこうし

た資産になかなか気付くことができないということ

です。地吹雪ツアーができたのは、たまたま東京か

ら戻った方が、地吹雪が東京の若者にとって価値が

あるかもしれないと発想したからです。資源の価値

は、誰にとって価値があるのかがとても重要なポイ

ントになります。

　もう一つの価値提案のアプローチは、「顧客の本質

的な欲求を探索すること」です。特定の顧客の仕事

や生活に身近な Needs（顧客の困りごと）やWants

（顧客の欲しいモノやコト）を探ることが、ビジネス

を考える上での出発点です。資源から入るのか、顧

客から入るのかという択一ではなく、双方を行った

り来たりすることでビジネスができるのではないか

と思います。

　Needsは顧客の困りごと、これを解決しないと困

るということです。例えば、先ほどの軒先で移動販

売する人は場所がないので困っているのですが、自

分で土地を仕入れて買うことができないので、時間

貸しのちょっとしたスペースを求めています。そう

いう困りごとを見つけることで、軒先のマッチング

ビジネスが成り立つわけです。一方、Wantsは喉か

ら手が出るほど欲しいモノやコトです。先ほどの地

吹雪ツアーは、地吹雪体験をしてみたいという人た

ちにとって希少な経験価値がありました。

　こうした NeedsやWantsは時代や環境の変化か

ら生まれてくるものです。今はコロナによって環境

が大きく変わっていますし、戦争など何らかの変化

が NeedsやWantsを生み出すことは十分考えられ

ます。例えば、コロナがきっかけでワーケーション

やリモートワークサービスが普及しました。書斎付

きの住宅も結構売れています。家庭で手軽に調理で

きる本格料理のセットもかなり売れています。中古

車のサブスクリプション（定額料金制）も最近の一

つの変化として考えられます。
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　ここまでお話ししてきた資源そのものの価値は、

あくまでも特定の顧客によって生み出される相対的

なものです。ですから、地域にたくさんある資源の

発掘に加えてもう一つ大事なのは、特定の顧客を発

掘することです。これらが車の両輪のようにあって

初めて資源が発掘できると思います。それができて

いる会社が新しいビジネスを提供できるのです。地

元で暮らしていて外に出たことがない人には地元の

資源価値が見え難いのですが、特定の顧客の視点か

ら見ることで初めてそれが価値ある資源になります。

ここで初めて価値提案が生きてくるのです。

　逆に、顧客の何らかの NeedsやWantsを満たす

ために新たな資源を発掘するというように、顧客と

地域資源を行ったり来たりすることがビジネスにつ

ながります。地域に眠る多種多様な資源を、必要と

する顧客、欲しい顧客と結び付けることによって革

新的な事業が創造できます。

　こうした流れで革新的な事業を創造するために、

われわれが支援しているのが「地域イノベーション

プロデューサー塾（RIPS）」です。顧客と地域資源

を発掘して、ディスカッションしながらそれらを結

び付け、どんな価値提案ができるのかを考えていま

す。これが革新的な事業構想に繋がっていきます。

　それと同時に、こうした事業者を支援する、地域

金融機関などの人材を育成する「地域イノベーショ

ンアドバイザー塾（RIAS）」も一緒に開催していま

す。われわれはエコシステムと呼んでいますが、

RIASには地元の有能な支援者を発掘する機能があ

ります。そこで発掘した優秀な支援者が、アドバイ

ザーとして RIPS/RIASを支援するというエコシス

テムを、地域内で展開しています。

　最後に、この次のパネルディスカッションに向け

て、実際に新たな価値提案を行っている会社の事例

をご紹介します。

　１社目は株式会社ワイヤードビーンズです。元々

は ECサイトの構築やデジタルコマースを行ってい

る会社で、デジタルマーケティング事業やデジタル

ものづくりを実践することでお客さまと職人との関

係を構築し、日本のものづくりの伝統や職人の技と

いった、地域に眠る人的資源の素晴らしさ守りつつ、

独自のコンセプトで作られた商品を展開しています。

　もう１社は、株式会社仙台買取館です。NHKの番

組でも紹介された、株式会社サムライアロハという

会社を2018年に設立しました。要らなくなった着物

を再生するビジネスが国内外で非常に高く評価され

ています。

　実際に資源と顧客の発掘を行い、新しいイノベー

ションを起こした両社の代表に、この後いろいろな

お話を聞いていきたいと思います。

特定のモノや
サービス

（地域資源の
発掘）

特定の
顧客

（顧客の発掘）
価値提案

地域に眠る多種多様な資源を、
必要とする顧客や欲しい顧客を発見し、

両者を結び付けることによって革新的な事業を創造
地域経済のエコシステム

地域イノベーションプロデューサー塾／
アドバイザー塾（RIPS/RIAS）
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（藤本）　先ほど、講演の最後にご紹介した２社の経

営者お二人から、地域資源の活用方法や支援の在り

方についてお伺いします。

（三輪）　ワイヤードビーンズ代表の三輪です。

　当社は2009年創業で、現在13期目になります。本

体は IT会社で、DX銘柄のような会社ですが、もの

づくりは創業時からスタートしています。そのため、

会社登記した翌年にはグッドデザイン賞を受賞しま

した。

　「ワイヤード」とは強くつなぐことを意味し、「ビー

ンズ」は地域の可能性を意味する比喩です。地域の

可能性や技術、職人などをつないでモノにしていく

のだという想いを込めた社名です。当社はデジタル

会社でありながらものづくりを真剣にやっていて、

生産物賠償責任保険（PL保険）を払っている最終出

荷責任者でもあります。つまり、セレクトショップ

ではなく、メーカーとして販売を行っているところ

が当社の特徴の一つです。

　地域は課題ばかりだとよくいわれますが、私から

見ると宝物しかなくて、可能性のかたまりです。職

人をサポートするだけの事業ではなく、きちんとビ

ジネスに乗せたいと思っています。それができなけ

れば継続性のある職人のサポートが行えないので、

当社は当初からビジネス化を目指してきました。

　われわれの主力商品にグラスがあるのですが、今

までのようなグラスではなく、今のマーケットに必

要な商品にしてあげることが必要だと考えていて、

職人のもとを何度も訪ね、彼らの持っている何の技

術がどのマーケットに合わせられるのか、それをど

んな価格でどうやって届けるのかを追求した結果、

実現したのがこのグラスです。この商品はグッドデ

ザイン賞を受賞した商品の一つで、他にもドイツや

アメリカのデザイン賞、さらに世界のアワード ・ オ

ブ ・ アワードといわれているGerman Design Award

も受賞しています。職人に仕事がない、地域に仕事

がない状況であっても、新しい商品を作れば欲しい

人はたくさんいると思います。私自身が欲しいもの

を作り出したというのがブランド立ち上げの背景 

です。

藤本　雅彦 氏
（ 東北大学大学院経済学研究科　

教授　  
地域イノベーション研究セン
ター長）

三輪　　寛 氏
（ 株式会社ワイヤードビーンズ　

代表取締役）

櫻井　鉄矢 氏
（ 株式会社仙台買取館／株式会社

サムライアロハ　代表取締役）

３．パネルディスカッション
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　当社の特徴として、職人と共に作っていることと、

生涯補償、ダイレクト販売の３本柱があります。当

社のブランド観と生涯補償のシステムは非常にフィッ

トしていて、ものを大切にしてくれる人には生涯補

償のサービスが非常に効きます。

　当社のブランドには、「職人が作り続けられる」商

品 ・ フローと、「お客さまが使い続けられる」商品 ・

フローと、「会社が関係を継続させる仕組み」があっ

て、この三つが成り立っているから自分たちのブラ

ンドが売れているのです。ここ三十数カ月は販売数

がずっと上がり調子で、年間で約４万個を出荷して

います。工業製品ではない手作りですので、かなり

の数に育ってきたと思っています。

　また、商品に込められた技術 ・ 伝統 ・ 品質をいか

に今の住環境やライフスタイルに合わせたデザイン

にし、使ってもらうかというところを大切にしてい

ます。商品をそのまま売るのではなく、今らしいデ

ザインで作るとともに、一度買って頂けるとそのお

客さまは他の商品も買って頂けるかもしれないので、

デジタルで CRM（顧客関係管理）化して、いつでも

つながるようにしています。当社の商品を大切にし

てくださるお客さまは、「他の窯元はどうなっている

のか」「新商品はどうなっているのか」と言ってくだ

さるような、当社を大好きでいてくれてニュースを

待っている方たちですので、DXという道具でお客

さまとつながるようにしています。「技術 ・ 伝統 ・ 品

質」と「DX」の二つがあることで、口コミも増えて

どんどん売れています。

　それから、当社はデジタル会社ですので、大手メー

カーの ECサイトを作っているほか、CRM、マーケ

ティングの仕組みを提供しています。こういった自

社の DXの経験を生かし、東北の中小企業の DX支

援を行うことをコロナ禍のときに思い立ちました。

今は地銀と業務提携したりしながら、地銀を通した

中小企業の DX支援を活発に行っています。

（櫻井）　仙台買取館といっても、ぴんと来る方はい

らっしゃらないと思いますが、大黒屋という古物商

をしています。大黒屋は2012年２月創業で、私は

元々、東京の大黒屋本社でフランチャイズ事業課長

をしていて全国の大黒屋を管理していたのですが、

出身地である岩沼市矢野目に津波が来て、立ち行か

なくなった近所の若者たちを集めて独立起業しまし

た。資本金は300万円です。

　地域の保育園も津波で流されて、同級生が待機児

童を抱えることになりましたが、保育園をつくるお

金はありませんので、懸命に考えて、古物商を営ん

でいるとたくさん出てくる着物を、お母さんたちに

内職をしてもらい、アロハシャツにしたのが「サム

ライアロハ」の始まりです。震災がなければ私はま

だ東京でサラリーマンをしていたかもしれません。

　私たちのビジネスの本質は、東北の皆さんは値段

が付かないと思っているものを日本中、世界中に売

ることにあります。例えば着物ならネクタイにした

り、ジャケットにしたり、サムライアロハにしたり

します。東北地域は自分のような古物商から見ると

宝の山です。ただ、良いものはたくさんあるけれど

も、いかんせん商人がいなくて、どう売ればいいの

か分からないという状況にあります。そのような中

で日本中、世界中を見て高く販売しているのが当社

なのです。

　また、東北芸術工科大学と提携して学生の作品の

販売もしており、今後は各地の芸術大学と提携して

中国人留学生の絵を中心に販売しようと思っていま

す。中国は文化大革命の影響で骨董品がないのです。

そのため、骨董品や美術品を日本中、世界中から集

めているのですが、表現の自由の制約から、中国国

内の美術学生の作品と中国国外の留学生の作品では

後者の作品の方が値段が高いのです。これは将来大

きなビジネスチャンスになると思って、現在水面下

でこのようなビジネスを行っています。

　逆に、これは日本の伝統産業の弱点なのかもしれ

ませんが、山下清が描いたものであれば、サインペ
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ンで輪郭だけを描いたカエルの絵でも30万円近くす

るものがあります。モノの価値は不思議なもので、

今は品質が良いもの、性能が良いものが高く売れる

時代ではなく、誰が描いたか、その背景に何がある

のかによって売れる時代だと思っています。

　サムライアロハは、簡単に言えば着物から作った

アロハシャツです。ただ、それだけでは恐らくフラ

ンスで７万円、台湾で４万円などという値段で決し

て売れないと思います。では、私たちは何を提供し

ているかというと、その裏にある、福島や岩手の皆

さんが一着ずつ一生懸命に作っているという価値で

す。アロハシャツの起源は、1900年代、ハワイに入

植した日本人移民たちが着物をシャツにしたのが始

まりです。着物にはさみを入れるのはタブーなので、

今は着物からアロハシャツを作ることができません。

そういったことを乗り越えて作ったのがサムライア

ロハです。その背景を人は想起するのではないかと

思っています。

（藤本）　お二人は共通して「東北には宝の山があ

る」とおっしゃっていました。お二人が宝を見いだ

し、それを基に新しい事業を志したきっかけはどの

ようなものだったのか、資源と顧客をどのように発

見したのかお聞かせください。

（三輪）　会社を立ち上げた2009年ごろは100均がコ

ンビニのようにある時代でしたが、100均で売られて

いるものは何の記憶にも残らないのです。

　私は父から中古のロックグラスを二つもらって、

一つは保管しているのですが、それを見るたびに、

「おやじはこのグラスでウイスキーを飲んでいたな」

と思い出せるのです。人生の豊かさは、ものではな

くてものに宿る思い出だったりすると思うのですが、

それを作ることができるのは職人なのです。半工業

製品でもいいのですが、こだわりのあるものは自分

の人生を豊かにするということは、実感としてあり

ました。きちんと大切にしてくれる本物を作る、日

本の住環境に合ったデザインできちんと作る。そう

すればみんなに買って頂けるのではないかと思いま

した。みんなに買って頂けるというのも間違いで、

自分が欲しいと思ったものを作っていて、いくらだっ

たら自分も買うという値段で最初は値付けしました。

（藤本）　先ほどの自己紹介でも、ものを大切にした

い人というポイントがあり、今のお話も自分が欲し

いものを作ったということなのですが、このビジネ

スを始めるときに顧客ターゲットをどのように認識

して、市場規模をどのように推定したのですか。

（三輪）　大学生時代、こだわりのあるものが欲しい

という人たちの中にいたので、マーケットはそれな

りにあるとは想定していました。そのマーケットが

ある限り当社は売り続けることができ、開発し続け

ることができます。そういう人たちにまず１個目を

届けるところからスタートしています。

三輪　 寛 氏

（藤本）　ご自分の体験や日常生活の中で、ご自身が

欲しいと思うものを欲しがる人たちは相当数いるは

ずだというように、直感的にマーケットを想定され

たということですか。

（三輪）　そうですね。当時、私はスポーツカーも大

好きだったのですが、スポーツカーが何台出ている

のかを見れば、それがほぼ私と似たこだわりを持つ

人たちのマーケットであると思っていたので、海外

も含めてそれなりの個数はいくだろうとは想像して

いました。
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（藤本）　事業を立ち上げるときに、そういう人たち

がどういう消費行動を取るのかを参考にしながら推

定したということですね。

　櫻井さんはいかがでしょうか。震災後に新しい事

業を立ち上げられて、櫻井さんのビジネスそのもの

が資源の価値を見極めるというすごいビジネスだと

思ったのですが。

（櫻井）　私は大学を出てから古物の世界にいますの

で、鑑定歴も20年近くになるのですが、ずっと疑問

に思っていることがあります。日本人は不思議で、

海外の粗大ごみをアンティークといって高価でも買

うのですが、日本の伝統工芸品は粗大ごみの日に数

千円払って捨てているのです。品質は絶対に日本の

伝統工芸品の方がいいのに、なぜ海外の粗大ごみが

アンティークで、日本の伝統工芸品が粗大ごみにな

るのか、その壁とは何なのかということをずっと考

えていて、それは売り方なのだと思っていました。

　極端な話ですが、ルイ ・ ヴィトンも素材は塩化ビ

ニルですが、数十万円します。それは売り方にストー

リーがあるからで、職人的な部分を装いつつも商人

的な部分があれば、こんなにビジネスチャンスのあ

る領域はないと思います。売り方さえアピールして

いけばいいと考えて今のビジネスを始めました。

　選択肢がそこしかなかったというのも正直ありま

す。本当は大黒屋のお金を集めて幼稚園や保育園を

つくって地域を元通りにしようとも考えたのですが、

そのときは現実味がなかったのです。困っている人

たちがいることと、先ほどの古物に対する疑問を何

とか組み合わせればビジネスチャンスになると思っ

てやっています。

（藤本）　お二人に共通しているのは、海外マーケッ

トに目を向けていることですが、最初から海外で販

売するという構想の下で進められたのでしょうか。

海外マーケットを開拓していくプロセスやこつなど

があれば教えてください。

（三輪）　当社はデジタルの会社ですので、現在考え

ている戦法は、現在約20ある窯元との取引を100窯元

ぐらいに増やして、ECでマーケティング活動をし

ながら売ることです。国内の ECが一度できれば、

海外向けの英語サイトなどは数カ月で作れるので、

そこからは、まさにデジタルの戦いになります。職

人とものづくりをしながらデジタルの空中戦を行う

ことで、販路が一気に広がることは分かってきてい

ます。

　今は日本語のサイトに集中して、まずは拡大して

売ろうとしていて、そのセットができれば諸国語版

をどんどん作っていくのは簡単だと思っています 

ので、どういう順番で出ていくのかが私たちの課題

です。

（藤本）　デジタルの世界は国境がなくなることが前

提で、最初から海外をイメージしていらっしゃった

ということですね。櫻井さんはいかがですか。

（櫻井）　大黒屋の B to Bの売り上げは、最終的な

消費地としては８割方が海外になっています。サム

ライアロハも海外に行くしかないと思って、2018年

から少しずつやっているのですが、正直たくさん失

敗しながらやっています。失敗例だけはとてもたく

さんあるのです。

　基本的に、SNSを使いながら B to Cでやってはい

ます。海外へのアピール手段は全て英語です。国に

よってはアラビア語などいろいろな翻訳の方の力を

借りながら、この地域ではこのカラーが売れるから
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この言葉という形で、地域に合わせてやっています

が、まず海外向けのサイトと日本向けのサイトは分

けた方がいいと思っています。当初、海外向けのサ

イトを作って日本語訳すればいいと思っていたので

すが、日本のお客さんからは「変な日本語だ」など

と言われてしまいました。そこで、日本語のサイト

をきちんと作った上で、海外のサイトも作りました。

また、米ドルと円の表記を分けないといけません。

円安になったときにサムライアロハが急に割引セー

ルをやっていると思われてしまうからです。

　中小企業は基本的に B to Bはやめた方がいいと

思っています。サムライアロハでパリコレに出たこ

とがあって、パリではサムライアロハを７万円で売っ

ていました。当初、サムライアロハをパリの正規

ショップに３万円で送っていたら、関税が３割なの

で向こうの仕入れ値は３万9000円です。10着売れ残っ

たので本社に戻すと、１着７万円に関税がかかるの

です。そうすると売り上げ50万円、関税40万円になっ

てしまいます。中小企業は関税のルールなどを熟知

しないと B to Bでどこに落とし穴があるか分からな

いと感じました。郵送手段も複数の会社と契約して、

郵送料が高い国、安い国はどこか、ロックダウンし

ていても送れる国はどこかなど、傷つきながら学ん

できました。

（藤本）　そういう失敗をしないように、JETROさ

んなどの支援機関に最初に相談すればよかったので

はないですか。

（櫻井）　会場に JETROさんがいらしたら申し訳な

いのですが、基本的に中小企業は相手にしないので

す。数百万円レベルの取引では多分動かないですね。

（藤本）　今日は支援機関の方が大半を占めています

けど、中小企業を無視することがあっていいのでしょ

うか（笑）。それは冗談として、事業立ち上げの際に

支援機関を活用することもビジネスを成功させる上

で一つの有効なポイントだと思います。三輪さんが

事業を立ち上げたときには、どのような支援機関の

どのような支援が一番有効だったのでしょうか。

（三輪）　今の話とは相反してしまいますが、当社は

金融機関さんなどに十分に育てて頂きました。やは

りどう巻き込んでいくかというのは非常に大切だと

思っていて、当社は最初から地銀を一本化しないと

決めており、今は東北各地の地銀さんなど７行とお

取引があります。各土地について相談していきたい

し、１行に寄るとそことの交渉になってしまうので

すが、交渉ではなく一緒に歩きたいという想いがあっ

たからです。

　他の金融機関からは「けん制を利かせる」という

言い方をされたのですが、そうではなくて、対等に

お付き合いして対等に伸びて、東北のいろいろな土

地のことも知りながらその土地の事情に合ったビジ

ネスをしていきたいと思っています。商工会議所や

弁護士に相談したことも何度もありました。当社は

初年度の売り上げが2000～3000万円ぐらいでしたけ

れども、そのときから分かってもらえるまで話し方

やプレゼン資料を作り替えて相談するということを

しつこくやってきました。

　今でもありがたいと思っているのは、2011年ごろ

金融機関さんから「こんなビジネスはやめたらいい

んじゃないですか」と言われたことです。そこから

賃借対照表（BS）も損益計算書（PL）もかなり慎重

に作り込むようになりました。客だからといってち

やほやするよりも、そうした厳しい意見の中で、時

にはこの融資は通らないかなと思いながらも、ある

支店長は一肌脱いで本部と交渉してくれて融資を通

して頂いたり、本当にこれまで支えて頂いたという

想いがあります。

　それで今は、DXの分野で地銀のお客さまを支援

しています。私たちの世界では合理的ではなくて、

例えば大手メーカーから大型の案件を取ってきた方

が利益も出ますし、リモートも活用して合理的に仕

事ができてしまうのですが、地銀さんのお客さまの

多数を占める比較的小型の案件でも現地に行くわけ
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です。合理的ではないのだけれども中小企業をきち

んと助けるという想いでやっていて、今やっとお返

しできるようになってきました。私が2013年に卒業

した RIPSもそうですが、十分に支えられてきたと

いう想いがあります。

　いろいろな講演で言っているのですが、私がある

職人を訪ねたとき、地銀の担当者と支店長も一緒に

来て頂いたのですが、彼らは「へえ、こんなことが

できるんだ」と言ったのです。その地銀はここのメ

インバンクではないのかと思いました。地銀では２

年ごとに担当が代わるといいますが、もう少しきち

んとお客さんのことを見てほしいです。私は今、そ

の職人と実際に提携してものづくりを進めていて、

「こんなものがあるなら、こんなことができるじゃな

いですか」とわくわくしてしまうような話ができる

のですが、BSや PLしか見ていなくて、現場を見て

いないのではないかと思うところがあります。

（藤本）　支援機関としての金融機関は、良くもして

くれたけれどもそうでないところもあるという感じ

ですかね。人にもよるかとも思います。どちらかと

いうと、BSや PLを見ながらいろいろなアドバイス

をしてもらったことが効いているということですか。

それとも、顧客とかを紹介してもらったりするので

すか。

（三輪）　つないでもらうという話が出てきました

が、自分たちは民間企業ですから、それは自分たち

の仕事だと思っています。金融機関さんには、最初

から「経営者としてそれはまずいのではないかとい

う話はずけずけと言ってほしい」と頼んでいたので、

きついアドバイスを言ってくれたのです。いろいろ

な経営者がいる中で、支援機関は会社を育てるとい

うよりは、経営者を育てるつもりでやってほしいと

思っています。

（藤本）　櫻井さん、JETRO以外で受けた支援で非

常に有効だったものがあれば、ぜひお聞かせ頂けま

すか。

（櫻井）　自分は古物商でもあり質屋でもあるので、

業種的には金融業で、信用保証協会から保証を受け

られない業種です。創業当初は自分の持ち物は津波

で被災した田んぼしかなくて、保証協会にも入れま

せんでした。300万円の預貯金で起業しましたが、通

帳を作れませんでした。大学の先輩が勤めていた銀

行さんに頼み込んで何とか通帳を作って頂き、最初

に受けた融資などで会社をつくりました。

櫻井 鉄矢 氏

　保証協会に入れないということは信用がないとい

う意味でもあるのです。特に担保がない人や、便の

良い所に土地を持っていない人はそうです。そうし

た人間が起業支援を受けるために、いろいろな支援

を探しましたが、やはり保証協会の保証が必要なの

です。そのため、片っ端からビジネスプランコンテ

ストに応募しました。それで事業性評価さえ得られ

れば何とかなるのではないかということで、必死に

事業性評価をやった覚えがあります。

　ただ、会社の年商が億を超えたあたりからいろい

ろな支援が出てくるのです。自分も天狗になってし

まって「いくらでも借りましょう」と言って借りて

しまいました。そうすると、不思議なもので、お金

がないときの方が正しい経営判断ができることがわ

かりました。お金がないから１円単位で一生懸命判

断するのです。お金を持ってしまうとそれが揺らい
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でしまうのです。ですから、よく考えて適正な借入

をするようにしました。

　確かに最初に頂いた支援は少ないかもしれません。

地元を恨んだ時期もあります。取引をしてくれない

から私たちの売り先が海外や県外、東京になっていっ

たのが現状です。土地担保も信用もない人間には世

の中は冷たいです。結果を出せば全てひっくり返る

のですが。仙台市が本当に起業を活性化させたいな

ら、そこの部分の支援が大事だと思っています。

（藤本）　規模がそれなりになってくると支援も向こ

うから勝手に集まってくるし、相手にしてもらえる

ということですかね。

（櫻井）　ただ、その反省から当社は借入金が本当に

少ないです。年商８億円となっていますが、借入金

は6000万円もありません。それぐらい資本を回転さ

せることと、お金を持つことによって逆に経営判断

が鈍るぐらいならお金など持たない方がいいと思っ

ていますから、そこは大事にしています。

（藤本）　それでは最後の質問です。今日は支援機関

の方々が会場やオンラインで多く参加されています

ので、支援機関の方々に今後期待したい支援策やサー

ビスはどんなものがあるのか、お二人の感覚でご意

見を頂ければと思います。今後新しい事業を興す人

に対して、どんな支援策が有効なのかコメントを頂

けますでしょうか。

（三輪）　会社が若ければ若いほど、自社の環境がま

だ見えていないので、いろいろなところとはお付き

合いできません。その中で、地銀の担う役割は非常

に大きいと思っています。最初にタッチした銀行の

担当者にその銀行のお金だけの話をされてしまうと、

盲目になってしまうと思います。どの地銀と話して

も「いろいろなメニューを出している」と言うので

すが、担当者にはかなり偏りがあります。皆さんが

行っているサポートの内容が、的確なタイミングで

経営者に届く確率は低いのではないかと思うところ

があります。会社のステージ評価のようなものを地

銀が行って、そこに他の支援機関も刺さっていくと

いうモデルがあった方が、中小企業が育つ土壌になっ

て、ある程度的確なタイミングでノックしていける

のではないかと思っています。今は情報があれば行

くという感じになってしまっていますが、最初にタッ

チして、まず経営者と握るという部分で地銀の役割

は非常に大きいと思います。

　また、例えば地方の補助金なども含めて、行政側

のメニューが意外と分かりません。取りに行かない

経営者も悪いのですが、今の行政のやり方では情報

が届かないのではないかと思うところがあり、そこ

を一本化するようなモデルを作って頂きたいと思い

ます。

（櫻井）　今後の日本全体や東北全体を考えると、東

北のマーケットは縮んでいきます。しかし、モノを

売るときには実は海外の方が楽だったりするのです。

百貨店さんに対して何回も頭を下げて取引するより

も、海外の方が意外と楽ですし、高く売れますので、

中小企業は世界を目指した方が絶対にいいと思いま

す。今後円安が続くという悪いニュースしか流れて

いませんが、逆に言えば円安だと日本のものが高く

売れます。行政の皆さんやサポートして頂ける皆さ

んには、海外に行くノウハウをサポートしてほしい

と言いたいです。そうしないと生き残れないと思い

ます。

　東北全体に非常にいいものがあるので、それを東

北で完結させるのではなく、どうすれば日本や世界

で高く売れるかを考えるべきです。そのためには B 

to Bではなく B to Cが早いでしょうし、いろいろな

会社のノウハウを身に付けて外貨を稼いだ方がいい

と思っています。そのサポートをぜひお願いしたい

と思っています。
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４．質疑応答

―�マーケットが成熟し、各工程で人手不足になっ
たり、後継者がいなくなってしまうと、商品や
マーケット全体が全ての価値を失ってしまうと
いう事態が起こるのではないかと感じています。
金融機関は、コーディネーターのような役割を
担うべきなのではないかと思いますが、その場
合どういう点に注目して取り組んだらいいかア
ドバイスを頂ければと思います。

（三輪）　私たちがお付き合いしている職人さんのほ

とんどが事業継承で悩んでいて、経営も厳しいとこ

ろも多いのですが、私たちとお付き合いする中で事

業継承するところがどんどん出てきました。

　事業継承で悩んでいるところでは、世界のデザイ

ン賞が取れて、しかもデータ経営ができるところま

でいくと、子どもの目つきが全く変わってきます。

「こんなかっこいいことをしているならぜひやりた

い」と言ってくれて、実際に幾つかの職人さんで事

業継承が始まっています。

　その職人さんにとって私たちの売り上げは、恐ら

く全体の５％とか多くても10％程度なのですが、や

はり自信を取り戻すことはとても大切です。その自

信が息子や娘にも見えてくると息を吹き返しますの

で、そこから先は銀行の仕事になると思います。

―�櫻井社長にお聞きしたいのですが、サムライア
ロハの値段がパリでは７万円ということでした
が、パリの人々はサムライアロハのどのような
価値を認識してその値段を付けているのでしょ
うか。

（櫻井）　特にヨーロッパではそうなのですが、日本

の100均で売っているような器が数千円で売られてい

るのです。向こうの文化は「○○焼だから安い」と

いうのではなくて、デザインにお金を出すからです。

逆にアジア人は記号にお金を出します。Ｔシャツに

「LOUIS VUITTON」と書いてあれば数万円で買い

ます。でも、パリの人はデザインにお金を出すので、

そこに目を付けました。日本人なら着ないような富

士山が描かれた着物が非常に売れるのです。サムラ

イアロハは結城紬や西陣織だから作るということは

絶対にしていなくて、デザインだけで売っています。

―�先ほど三輪社長は「見つけた」という言葉をお
使いになりました。櫻井社長のお話には「価値
の気付き」という部分があると思います。いろ
いろな経営者の方が見つけたり気付いたりして、
それをプランにして行動し、落とし込んでいる
のですが、見つけたり気付いたりするのが一番
難しいのではないかと思います。発見や気付き
を得るためにお二人が日頃気を付けていたり、
心掛けていたりするようなことはありますか。

（三輪）　創業当初が一番大変なのです。自分に何が

足りないのか分からないからです。そのときは地銀

や商工会などいろいろなところに話を聞いていくし

かないと思います。当社は13期目ですが、５～６年

たった頃から、皆さんには「全部言ってほしい」と

言っていました。地銀さんにも「いい話は分かって

いるから聞きたくない。厳しい話を聞きたい」とお

願いしていました。とにかく会う人会う人に「厳し

い批判を下さい」と言っていました。私はそうやっ

ていろいろな話を聞く中で常々、気付きを得られる

ようにしていました。

（櫻井）　困っている人がいることが前提でなければ

私は動きません。「儲かるからやろう」といって成功

したビジネスは聞いたことがなくて、どちらかとい

うと「泣いている人たちがいるから何とかしよう」

と考えます。つらくて死ぬしかないと思うときもた

くさんあるのですが、泣いている人たち、困ってい

る人たちのことを思えば力になるわけです。気付き

というよりは、これをやれば助かる、これをやれば

泣いている人たちが何とかなると思ったのです。
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　なぜ美術をやっているのかと言われるのですが、

ヨーロッパと違って日本の美術界は非常に不都合な

世界で、日本の美術作品が売れる最も手っ取り早い

方法は作家が自殺することなのです。死なないと価

値が付かないからです。そうであれば、最初から売

るフォーマットをつくれよと思うのです。美術大学

を出て美術家になれる人が１人しかいないという国

は世界で日本ぐらいです。そうした困っている人た

ち、泣いている人たちがいるのであれば、その人た

ちを何とかできないかと考えて始めた事業なのです。

これなら100％儲かると思って始めても、自分のため

なので途中で力がもたなくなります。

（藤本）　最後に私からコメントしたいと思います。

今日のお話を聞いていて最も印象的だったのは、地

方や東北は宝の山だということなのですが、なぜ普

通の人には宝の山に見えなくて、お二人には宝に見

えるのかという問題です。それはやはり顧客が見え

ているからだと思いました。このお客さんはここに

価値を見いだすからこの資源が価値としてうまく機

能するということを認識することと、顧客をきちん

とグリップして、そこにアプローチすることをアク

ションとして行っているから事業になるのだろうと

思います。今日のテーマにもありますが、たくさん

ある資源を発掘するには、価値を認める顧客を探す

ことが大事だということを今日改めて認識しました。

　最後に、支援策はいろいろあるけれども、中小企

業にはなかなか届いていないのも現実です。もちろ

ん支援する側ものべつ幕なしで全ての会社を支援す

ることはあり得ませんが、可能性のある会社にピン

ポイントで支援が届くことが重要です。支援する側

もマーケティング的な発想をぜひ持って頂いて、ど

んな顧客にどのような支援をするのか、もう少し知

恵を絞って頂いた方がいいのだろうと思います。

　その中でも地銀の役割は非常に大きいと思います。

BSや PLだけを見るのではなく、かなり厳しい話も

必要です。借り換えされてしまうと困るので遠慮し

ていい話をしてしまう金融機関もあるかも知れない

のですが、本当にその会社のことを思うならばきつ

い話も必要ではないかと思います。

　拡大地域経営研究会の翌日（2022年５月27日（金））に、パネルディスカッションに登壇頂いた株式
会社ワイヤードビーンズ代表取締役三輪寛氏にご案内頂き、同社社内を見学する機会を設けて頂いた。
　三輪代表からは、同社の目指す方向性などについて熱くご説明頂き、同社の商品に関する数々のエ
ピソードも交えたご説明を受けつつ、パネルディスカッションでも語られていたグラスなどの商品群
を間近に見させて頂いた。
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地域活性化連携支援事業成果報告

１．はじめに

　公立はこだて未来大学「やってみてわかるデザイ

ンラボ（原田泰研究室）」2021年度の活動として、地

域資源である道南スギの活用をテーマとしたものづ

くりプロジェクトを企画 ・ 実践した。さらに、これ

を他大学との共創活動に広げ「社会実践型デザイン

ラボ」として実践研究を続けてきた。

　これまで、ラボでは、「プログラミング ・ ワーク

ショップ（函館市）」「木づかいプロジェクト（北海

道渡島総合振興局）」「森町地域サポート部会（森町

農林課）」などの活動を通して、「地域資源の活用」

「木育」「ICT教育」「デザイン思考に基づく職業観」

などをテーマとして、地域の人々にデザインするこ

との価値と可能性を伝えるためのワークショップや

イベントを主催してきた。

２．プロジェクトの概要

⑴　アプローチ
　今回のプロジェクトは製品開発に焦点を当て、従

来の木製玩具や工芸品にとらわれない、新たな木工

製品の方向性をプロトタイプとして示すと共に、完成

品を販売するのではなく、自分で組み立てることで学

ぶ体験、を商品とするようなアプローチを計画した。

⑵　チームビルディング
　プロジェクトチームについては、目的に合わせて

然るべき専門家を集めるのではなく、「この人と組ん

でみたい」という緩やかな動機でさまざまな専門家

に声をかけて参加してもらう、という方法で編成し

た。主催者である筆者＝情報デザイナー（未来大教

員）を中心に、メディアアーティスト（明和電機）、

家具職人（くら cra）、木育（木育マイスター道南支

部）のコラボレーションにより、世界とつながるロー

カルな製品とその制作体験、という成果を目指して、

プロジェクトを始動した（図１）。

原　�田 �　　泰 公立はこだて未来大学　 
特任教授

社会実践型デザインラボによる�
地域資源を活用した学びと生活のデザイン

●●
●● ポイント
・デザイン手法のフレームワークにとらわれない、活動構成的なデザインプロセスを試す。
・デザインの視点から北海道の林業 ・林産業に関わり、地域資源の活用につなげる。
・課題解決ではなく、可能性呈示という成果の示し方を試みる。
・単なる製品開発ではなく、ものづくりの体験をキット／サービスとして提案する。

メディアアート

情報
デザイン

もの
づくり

ICT デザイン
産業
職業

地域資源の活用

工芸
木工

図１　プロジェクトの位置付け

ほくとう総研では、助成の要件に合致する調査 ・ 研究等を行う団体 ・ 研究者に対し、資金助成をしています。
2021年度対象事業の成果を報告します。
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⑶　プロジェクトメンバー
　具体的なメンバーを紹介する。

・原田泰：公立はこだて未来大学教授、情報デザイ

ナー、北海道木育マイスター（道南支部）。本クロ

ジェクトの企画、進行を担当した。各専門家の持ち

味を引き出しつつ、期限内に成果にたどり着くため

のファシリテーションに注力した。

・土佐信道：アート ・ ユニット「明和電機」代表取

締役社長。作品をライブパフォーマンスや製品販売

という形で社会に発表し続けている。木材活用の新

たな可能性を探るために力を貸してほしい、という

依頼に応えて参加していただいた。

・大西未紗：明和電機マネージャー。他のメンバー

と土佐社長の対話の窓口をになっていただいた。

・鳥倉真史：家具職人、「くら cra」代表。今回の成

果の作品としてのクオリティを担保するため、材料

の特徴を生かした形状と加工方法のアドバイザーと

して、また試作担当として参加していただいた。

・鈴木正樹：株式会社ハルキ、北海道木育マイスター

（道南支部代表）。開発の材料である「道南スギ」の

提供と量産に向けてのアドバイス、そして「木育」

を切り口としたワークショップ実践家として、キッ

ト開発のためのアドバイスを求めた。

・山本賢治：森町地域おこし協力隊、北海道木育マ

イスター（道南支部）。ワークショップファシリテー

タとして「木育」に関わっており、キット開発など

も担当している。ワークショップ実践者の視点から、

今回の成果の活用について共に検討してもらうため、

参加を依頼した。

・山本みどり：洞爺湖芸術館学芸員。ミュージアム

グッズやワークショッププログラムの観点から、今

回開発するキット／ワークショップの実現性につい

てのアドバイザーとして参加を依頼した。

　当初はこのメンバーが物理的に集まって、対話し

ながらプロジェクトを進めていく計画だった。しか

し COVID-19禍の影響は収まらず、オンラインミー

ティングを軸に進めざるをえなかった。この状況を

逆手にとり、オンラインコミュニケーションを前提

とし、デザインプロジェクトを遠隔で進めるための

方法の探求も視野に入れて、プロジェクトを進めて

いくこととした。

３．プロセス

　このプロジェクトの準備としてまず、明和電機の

作品（販売されている工作キット）や市販のさまざ

まな工作キットを実際に組み立ててみることで、ワー

クショップとしてのモノづくり活動をイメージした

（図２）。そのうえで、明和電機と一緒に計画を立て

プロジェクトを進めていく機会を作った。

図２　明和電機が販売している工作キット群

　事前の準備ではどんなものを作るかは特定せず、

ミーティングの中で徐々に、このメンバーならでは

のゴールを絞り込んでいく方法で、議論を進めていっ

た。その流れの中で、明和電機の作品の中でも木材

を利用していて今回の開発コンセプトに近そうな「ゴ

ムベース」という作品に焦点が定まった。明和電機

の作品の中でも複数世代の「ゴムベース」がある。

今回も名前は「ゴムベース」とはいえ、新たな作品

として開発を始めることとなった。

　オンライミーティングでアイデアを共有しつつ、

試作や図面、スケッチをやりとりしながら完成形を

探っていくという方法で、開発は進んだ（図３）。

　中間評価として、「サウンドデザインフェスティバ

ル in浜松2021」明和電機ブースでプレ展示を行っ
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た。来場者にも実際に触ってもらうことで、使用状

況の確認（楽しさ）と商品としての実現性の高さを

確認した（図４）。

図４　イベントでのプレ展示

　開発期間の途中、COVID-19禍の影響でプロジェ

クトの進捗があやぶまれた時期もあったが、なんと

か年度末ギリギリで作品が完成し（図５、図６、図

７）、ワークショップ ・ プログラムのプロトタイピン

グ（図８）まで進めることができた。

４．活動コンセプトは「セッション」

　これまでのデザインプロジェクトの多くは、メン

バーが集まってワークショップ的に溶け合ってそれ

までにない新たな価値を生み出す、というモデルで捉

えられていた。しかし今回は、メンバーは集まれず、

ワークショップ開催もままならなかった。我々が理想

図３　構造の検討は試作や模型を用いて議論した

図５　ゴムベース（演奏モード）

図６　ゴムベース（収納モード）

図７　折りたたむ機構

図８　ワークショップ実験の様子
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とする、お互いを理解して打ち溶け合い、それぞれが

変容しながら新たな境地に向かう、というデザインプ

ロジェクトの理想形の実践は封じられてしまった。し

かし逆に、異なる表現技術と生活世界をもつさまざま

な専門家が、適宜オンラインで顔を合わせつつバトン

を受け渡しながら、それぞれが主体的かつ自律的に表

現活動を進めていくことで生まれる新しい価値、とい

うデザイン実践モデルのチャレンジができた。世界的

に活躍するメディアアーティスト、地元の地域材にこ

だわる家具職人、情報デザインを核としながら地域の

価値や知恵を次世代に繋いでいくための活動や道具

を対象とするデザイナーが、子供たちが創造的に学

ぶための活動のデザインを目標として、それぞれの技

を重ねて行った結果がこのプロジェクトの成果と言

える。一般的なものづくりは、ある目的に向けて焦点

化したピンポイントの製品として成果を示す。しかし

今回は、工業製品的なもの（楽器）でありながら、工

芸的な（道南スギを用いた手作り感溢れる）道具、

そして完成品を渡して消費されるだけものではなく、

作る過程そのものに価値を置き、好奇心や挑戦心を

掻き立てながら活動を促す道具の提示を、プロジェク

トの成果とすることができた。

５．道南スギ「ゴムベース」の価値

　コントラバス、チューバ、大太鼓など、一般に低

音の楽器は大きくなりがちだ。しかし、ゴムベース

は、携帯サイズの低音楽器、というかたちを実現す

ることができた。しかも、工芸品としての工夫の余

地をもつ道南スギのボディを採用している。本格的

な楽器とは違い、適当に演奏してもそれらしいパ

フォーマンスが実現できるという、オタマトーン以

来の「明和電機」流の思想でデザインされた。これ

は、イベント会場での子どもたちの様子からも確認

できた。まだプロトタイプであり、この領域の道具

のデザインの可能性の扉は今開いたばかりである。

６．ワークショップの課題

　ワークショップのプロトタイピングの結果から、

このものづくり体験が、単に地域の子どもたちの表

現活動イベントとしてだけでなく、ICTへの興味喚

起や就業観を広げるきっかけとなる学びの場として

の可能性を強く感じることができた。電子工作パー

トも木工パートも、個人の学びの体験としてカリキュ

ラム化することは十分に可能である。ただし、ハン

ダ付や道南スギの加工まで盛り込むと、小学生レベ

ルを対象とすると製作時間は1日あっても足りない。

さらに、アンプやピックアップの仕組み、電子工作

のスキル、木材（道南スギ）の性質や加工の知識や

技術など、関連する学びの要素は無限にある。当面

は組み立てキットとして、ある程度モジュール化し

たパーツを組み立てる、というワークショップある

いは工作キット製品として社会に発信していくこと

になるだろう。しかし今後の課題として、このよう

なミクストメディアの開発や活用を教材化していく

方法については、さらに研究を進めていきたい。

７．プロジェクトとしての成果

　参加メンバーにとっても意義を感じられる活動と

なったことが、何よりの成果である。「素朴な木工作

品でありながらメカが組み込まれていて、携行でき

る小さな低音楽器、という一般的な工芸品や工業製

品とは趣の異なる作品ができた（土佐）」「日常の家

具制作とは異なるアプローチのものづくりに関わる

ことができて楽しめた（鳥倉）」とのコメントを得ら

れ、プロジェクトの成果を実感することができた。

活動の価値に焦点をあてたものづくりという、これ

から地方都市とその周辺地域で進めていくべきデザ

インの学びプロジェクトの方法のヒントを手に入れ

ることができた。次年度以降も、この成果を引き継

いで発展させていきたい。



NETTNETT60 No.118●2022 Autumn

１．はじめに

　福井県はイタリア、中国と並ぶ世界３大眼鏡枠産

地の一つであり、国内の眼鏡枠出荷額において９割

以上のシェアを誇る。

　福井県における眼鏡枠製造は、1905年に足羽郡麻

生津村生野（現福井市生野町）にて、増永五左衛門

と弟の幸八が冬の農閑期における農家の収入獲得手

段として導入したことがきっかけとされる。1980年

代にはチタン素材による眼鏡枠の実用化 ・ 生産を世

界で初めて実現し、世界的な眼鏡産地として地位を

築きあげてきた。眼鏡の製造は約200－250の工程か

らなり、鯖江においては450以上の事業者が分業体制

での眼鏡産業クラスターを形成している。

　しかしながら、眼鏡関連事業は小規模な事業者も

多く、商流としては製品が卸売業者を仲介して販売

される多層構造であるため鯖江の眼鏡関連事業者に

は利益が残りにくいこと、また直近は経営者や従業

員の高齢化が進み、後継者が不足していることが課

題として挙げられる。

　このような課題を抱える鯖江の眼鏡産業に関して、

2022年３月に（株）日本政策投資銀行と（株）福井銀

行は「福井県鯖江市における眼鏡産業の維持 ・ 発展

に向けた提案」（以下、「当レポート」）を発表した。

当レポートでは国内眼鏡市場の現状分析に加え、イ

ンタビューや消費者意識調査により鯖江の課題を捉

え、今後の眼鏡産業の維持 ・ 発展に向けた提案を行っ

た。本稿では当レポートの概要を紹介する。

２．国内眼鏡市場について

⑴　 市場規模や福井県の眼鏡枠出荷額について
　国内の眼鏡一式小売市場規模は2006年の5,075億円

から縮小傾向にあり、2019年には4,134億円となっ

た。購入者数は2006年の1,834万人から2019年には

1,932万人と増加している一方、眼鏡一式単価はス

リープライスショップの台頭等により2006年の27,666

円から2019年には21,400円へと下落しており、市場

規模の主な縮小要因は単価下落にあると考えられる。

　また、スリープライスショップの台頭等に伴う中

国からの輸入増加により、福井県の眼鏡枠出荷額は

2001年の640億円から2010年には280億円へと減少し

た。ただし、当レポートにおける事業者へのインタ

ビューでは、直近にかけて日本製眼鏡の品質の高さ

が見直され、受注が回復傾向にあるとの声もあり、

出荷額は2010年の280億円から2019年には361億円へ

大　島　七　海 株式会社日本政策投資銀行　 
財務部（元 北陸支店）　副調査役

地 域 調 査 研 究

福井県鯖江市における�
眼鏡産業の維持・発展に向けた提案

●●
●● ポイント

１．福井県はイタリア ・中国と並ぶ世界３大眼鏡枠産地の一つである。
２．産地から消費者には特にデザイン面で訴求余地があると考えられる。
３．今後は産地内で製造設備や販売戦略を共有する「場」を創ることが重要であろう。
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と回復している。

⑵　 国内眼鏡市場では低価格帯と高価格帯の  
２極化が進行している

　2013年から2020年にかけての価格帯別の売上高と

販売本数割合に関して、売上高ベースでは単価１万

円未満の売上高シェアは13％から24％、３万円以上

のシェアは14％から34％に上昇した（図表１）。ま

た、販売本数ベースでは単価１万円未満のシェアは

29％から50％、３万円以上のシェアは７％から14％

に上昇した（図表２）。以上より、国内眼鏡市場は低

価格帯へシフトしているのではなく、低価格帯と高

価格帯の２極化が進んでいることが示唆される。

⑶　 鯖江における眼鏡関連事業所数 ・ 従業者数は  
減少傾向にある

　後継者不足や中国製眼鏡の競争力が強くなったこ

と等を要因に、鯖江の眼鏡関連事業所数 ・ 従業者数

は2003年以降減少傾向にある。2003年から2016年に

かけて、特に中間加工業では事業所数▲116か所、従

業者数▲398人と減少し、中でもロー付けや研磨加工

での減少が著しい。産地でのインタビューによると、

競争力が劣る企業の淘汰が進んだため、現在も経営

を続けている企業は一定の強みを有しており、生産

性は高まっているとの見方も聞かれた。しかし、今

後も鯖江の眼鏡産業を維持するためには、事業所数

や従業員数の減少傾向に歯止めをかける必要がある

と考えられる。

３．インタビュー調査

　上述の通り、鯖江の眼鏡関連事業所数 ・ 従業者数

は直近にかけて減少傾向にある等、産地としては縮

小傾向にある。かかる中、鯖江市、鯖江商工会議所、

（一社）福井県眼鏡協会、青山眼鏡（株）、（株）サン

リーブ、（株）オンデーズの合計６か所にて、鯖江の眼

鏡産業の課題や特徴に関してインタビューを行った

（図表３）。インタビューを通して、鯖江の眼鏡の品質

や販売数量について、下記の論点が浮かび上がった。

⑴　品質について
　鯖江の眼鏡の品質は高い一方で、その価値が明確

化されないことから小売 ・ 卸売に対する価格交渉力

が弱い。また、消費者に対しても鯖江の眼鏡の品質

の高さやアフターサービスの充実等、価値を十分に

訴求できておらず、消費者に本来の価値を認めても

らいにくい状況にある。

図表２　単価別販売本数割合（眼鏡小売店 TOP100社）

出典： 眼鏡光学出版㈱「眼鏡 DB」より作成
備考：TOP100社は年により異なる
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図表１　単価別売上高割合（眼鏡小売店 TOP100社）

出典： 眼鏡光学出版㈱「眼鏡 DB」より作成
備考：TOP100社は年により異なる
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⑵　販売数量について
　鯖江では機械化が不十分であり製造コストが高い

ことから、安価で大量生産が可能な中国企業に受注

を奪われている。また、生産数量の減少と高コスト

による収益の悪化により製造能力を高めるインセン

ティブが失われており、設備投資による生産性向上

が進まない悪循環に陥っている。

４．消費者意識調査

　鯖江の眼鏡に対する消費者の意識を把握するため、

2021年７月に日本国内47都道府県の18歳以上2,300人

に対して、インターネットによる調査を実施した。

質問事項は（株）日本政策投資銀行と（株）福井銀行

が作成し、調査は楽天インサイト（株）に委託した。

なお、各都道府県の回答者数は概ね人口比並、男女

比と回答者の年代別割合は均等とした。

① 〈結果〉消費者は眼鏡に対して質を求める傾向に
あり、その傾向は女性が男性を上回る

　眼鏡について「多少価格が高くても質の良いもの」

を求める割合は、各年代いずれについても女性が男

性を上回った。「多少価格が高くても質の良いもの」

を選ぶ割合が５割を超えた年代は、男性では40代と

60代以上のみであったが、女性では全ての年代が該

当した（図表４、５）。

　これまで鯖江の眼鏡のターゲットは男性とされて

いたが、女性にも一定の訴求余地があることが示唆

された。

② 〈結果〉消費者は「見た目のデザイン」を  
重視する傾向にある

　眼鏡を購入する際に最も優先することとして、眼

鏡について「質が良いもの」、「手頃な価格のもの」

を選ぶ消費者のいずれにおいても「見た目のデザイ

ン」を選ぶ割合は４割であり、「かけ心地」や「価

販売

■強み
• 快適な視界と安全・安心を提供

■課題
• 女性客に対する訴求力の弱さ
• 販売における小売店への依存
• 消費者に対して、メーカー側から直接的に価値発信をする
ことができない

• 消費者の声を製造サイドが取り入れるチャネルの不足

消費者

■特徴
• 20代後半から40代の男性が中心
• 男性の方が女性に比べて購入単価が高い傾向にあり、女
性に鯖江の眼鏡は訴求しにくい

製造

■強み
産地の特徴
• 少量多品種の製造が可能/分業体制であること
品質
• 光沢/かけ心地/塗装技術/組み立て後の全体的な完成度
合い/金型精度/研磨技術（特にチタン）/めっき技術

■課題
後継者問題
• 経営者や従業員の高齢化・後継者不足による廃業等により、
特に部品加工業者が減少

• 中間加工業者の減少により、眼鏡製造のサプライチェーンが
国内で完結できなくなる可能性

製造能力
• 生産が小ロット/高品質・難易度の高い製品が多い
• 生産量が確保されず、設備投資回収が困難
• 製造工程が多いため不良品の発生率が高く、受注通りの数
を納品出来なかったり、納期を守れないことが多い

• OEMに偏るとブランド力や利益率が低下する一方、自社ブラ
ンド中心では生産量が確保出来ない場合がある

研究開発
• 販路が確保されず、研究開発が遅れる傾向にある
品質
• 過剰品質の傾向がある
• 技術は暗黙知/経験知的に伝えられる

製造→販売

■課題
• 価格支配力の弱さ
• 自力での販売力の弱さ
• 分業体制や機械化の遅れにより、納期が長期化

備考：ヒアリング等から作成

図表３　インタビュー結果
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格」を上回り最も高かった。

　一方で、鯖江の眼鏡のイメージについては鯖江の

眼鏡に対する関心度合いに関わらず、「手作りで作り

が丁寧」と答える割合が男女ともに最も高く、「デザ

インが良い」と回答した割合は１－２割に留まった

（図表６）。

　消費者が眼鏡を購入する際の優先事項は「見た目

のデザイン」である一方、鯖江の眼鏡は「デザイン

が良い」よりも「手作りで作りが丁寧」というイメー

ジが強いことから、デザイン面で更なる訴求余地が

あることが示唆された。

③ 〈結果〉消費者にて鯖江の眼鏡のイメージや  
ブランドが確立されていない

　鯖江の眼鏡に対する関心度合いに関わらず、鯖江

の眼鏡をこれまで購入しなかった理由としては、「特

に理由はない」が最も高く、鯖江の眼鏡に関心があ

る場合では男女ともに４割、関心がない場合は男女

ともに８割を占めた。また、鯖江の眼鏡に関心があ

る場合、「特に理由はない」に次いで、「どこで売っ

ているのかわからないため」の割合が男女ともに４

割を占めた（図表７）。

　消費者の中で鯖江の眼鏡の価値を明確に把握し、

イメージやブランドが確立されるほど産地から鯖江

の眼鏡の価値を十分に発信しきれていないこと、ま

た鯖江の眼鏡であることがわかるような展示方法を

産地から小売に対してアプローチする等、小売との

連携を強める余地があることが示唆された。

５．�インタビューと消費者意識調査を通した�
考察

　インタビューと消費者意識調査を通して、産地と

消費者の間には鯖江の眼鏡に対するイメージを含め

て一定のギャップがあることが示唆された。

　ギャップの要因の一つとして、「小売 ・ 消費者と産

地の繋がりが弱い」ことが考えられる。消費者は鯖

江の眼鏡の品質の高さについてイメージはあるもの

の具体的な良さを実感できていないのに対して、産

地では消費者の声を製品デザイン等に十分に反映で

きず、消費者が求めるデザインの提供やブランドイ

メージが確立されていない。

　こうした状況は鯖江の眼鏡に関心を持ち、鯖江の

眼鏡を欲する消費者の掘り起こしを阻害する要因と

なっていると考えられる。

　今後、鯖江の眼鏡の企画 ・ 製造にてデザインを中

心に消費者の声をより反映させることができれば、

ブランド力の更なる高まりや品質に見合った価格設
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図表４　眼鏡について（男性）
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図表５　眼鏡について（女性）

出典： 消費者意識調査（日本政策投資銀行 ・ 福井銀行共同調査）
（2021年７月）

出典： 消費者意識調査（日本政策投資銀行 ・ 福井銀行共同調査）
（2021年７月）
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定が可能となり、鯖江の眼鏡の訴求力も強くなるだ

ろう。

　こうした取り組みにより、生産者側では利益率と

生産数量の両面から利益の増加が見込まれ、蓄積さ

れた利益を活かした設備投資による生産効率の改善、

また待遇改善による後継者 ・ 就労者の確保が期待さ

れる。したがって、今後はデザイン面等でも消費者

のニーズを取り入れ、消費者への訴求力を高めるこ

とが重要になるだろう。

６．�鯖江の眼鏡産業の課題と今後の維持・
発展に向けた提案

⑴　鯖江の眼鏡産業の課題について
　インタビューや消費者意識調査を通して、鯖江の

課題として下記の３点が浮かび上がった。

① 主な顧客ターゲットについて、産地や小売では男

性と認識している一方、女性にも訴求余地がある

こと。

② 産地である鯖江が自信を持っているのは「製品の

品質」だが、消費者は品質に加えて、デザインも

求める傾向にあること。

③ 産地では各種取り組みを推進する「旗振り役」が

明確に定まっていないこと。

　①については、鯖江の眼鏡関連事業者各社が対象

とする消費者層を確認した上で、産地全体にて鯖江

の眼鏡のターゲット層として把握されていない顧客

層を把握し、ターゲットの拡大に取り組む必要があ

ろう。

　②については、消費者への訴求力を高める方法の

一つとして、品質に加えてデザインにもより注力し、

消費者に求められるデザインを臨機応変に形にする

ことが必要であろう。最近では、３Ｄプリンターを

用いた樹脂製眼鏡枠の金型（福井県工業技術セン

ター）や眼鏡枠（（株）サンリーブ）の製造に取り組

む動きもある。これまで手作業で行っていた工程を

３Ｄプリンター等により機械化することで、従来よ

鯖江の眼鏡に対するイメージ
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図表６　鯖江の眼鏡のイメージ

※各選択肢は２つまでの複数回答のため、合計は100％を上回る
出典：消費者意識調査（日本政策投資銀行 ・ 福井銀行共同調査）（2021年７月）
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りも製造コストを軽減し、製造期間を短縮しながら、

消費者の求めるデザインを形にし易くなる。

　また、各デザインに合致した中間加工 ・ 部品製造

や、鯖江の眼鏡の品質を明確化して打ち出すために

は、企画と各工程の連携も重要になるだろう。

　③については、これまで鯖江市や鯖江商工会議所、

（一社）福井県眼鏡協会が「めがねのまち鯖江」元気

再生事業や産学官連携、国内最大の眼鏡展示会の主

催等、様々な取り組みを進めてきた。しかしながら、

現状は産地全体を統括し、今後の産地維持に向けた

戦略を策定 ・ 促進する旗振り役が不在である。各所

が連携を強めることで、製造現場からマーケティン

グまでそれぞれの立場が尊重され取り組みが進めら

れることから、今後は「旗振り役」を定めることも

重要になるだろう。

⑵　 鯖江の眼鏡産業の維持 ・ 発展に向けた  
提案について

　上記のような取り組みを進めようとしても、機械

化のための設備投資等の費用を小規模な事業者１社

のみで負担することは設備投資回収の観点で非効率

的である。また、現在の鯖江では分業体制が確立さ

れているため、各工程間での連携をより容易にし、

一体感を高めることも必要になろう。

　そこで、鯖江の眼鏡関連事業者がマーケティング

方法や製造設備を共有し、各工程を集約する「場」

を創り出すことが一案に考えられる。こうした「場」

を通じた共同の取り組みにより、鯖江の眼鏡のマー

ケティングやブランディング、また小売 ・ 卸売業者

に対する価格交渉力の強化にも繋がるだろう。

　鯖江の眼鏡産業は分業体制が確立されているため、

共同で取り組むことに抵抗がある関係者もいるかも

しれない。しかしながら、産地を巡る事業環境の厳

しさを踏まえれば、デザイン面では競い合って多様

なニーズに応える一方、マーケティングや製造面で

は中間加工 ・ 部品製造業者も含めて、集約化や共同

化を進めて行くべきではないだろうか。
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図表７　鯖江の眼鏡を購入しなかった理由

※各選択肢は２つまでの複数回答のため、合計は100％を上回る
出典：消費者意識調査（日本政策投資銀行 ・ 福井銀行共同調査）（2021年７月）
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１．はじめに

　長岡市は市民生活の向上と産業の活性化を目的に

2017年度から「長岡版イノベーション」ⅰを政策の柱

に掲げ、長岡駅前の中心市街地に日本初の「イノベー

ション地区」創設を目指している。

　その取り組みの一環として2022年３月に内閣府地

方創生推進事務局（以下、内閣府）および国立大学

法人東京大学連携研究機構不動産イノベーション研

究センター（以下、CREI）と研究連携協力に関する

協定を締結した。

　「イノベーション地区」とは、「大学 ・ 研究機関、

インキュベーション施設、ベンチャー企業、事業創

発 ・ 発展を促進する企業 ・ 団体等が効果的に連携 ・

集積している地域であって、物理的にコンパクトで

交通の便が良く、ネット環境が整備され、住宅 ・ オ

フィス ・ 小売店 ・ 飲食店等が混在している地区」ⅱと

定義される。米国では新たな都市モデルとして「イ

ノベーション地区」が出現している。

　これまで日本においてイノベーションの創発とま

ちづくりは政策アプローチが異なり、必ずしも一体

的な検討は図られなかった。

　本稿では長岡市が長岡駅前の中心市街地に「イノ

ベーション地区」の創設を目指すに至った背景や今

後の取り組みを整理し、今後の展望などについて触

れることとしたい。

２．長岡市の概要

　長岡市は新潟県のほぼ中央に位置し、新潟県内で

は新潟市に次ぐ人口規模（26.2万人）を有する。

　産業面では、１次産業と２次産業の生産額ウェイ

トが全国に比べ高く、水稲の作付面積と収穫量はと

もに全国屈指の水準にあるほか、製造業では米菓、

清酒などの飲食料品、生産用機械器具、電子デバイ

ス産業が集積する。

　市内には大学など高等教育機関も充実しており、

実践的な技術の開発を主眼とした教育研究を行う長

千　葉　幸　治 株式会社日本政策投資銀行　
設備投資研究所　次長

地 域 調 査 研 究

日本初の「イノベーション地区」創設を目指す長岡市
～新たな地域活性化モデル創出に向けて～

●●
●● ポイント

１．長岡市は日本初の「イノベーション地区」創設を目指している。
２．それは「イノベーション創発」と「居心地の良いまちづくり」の融合である。
３．2025年度に長岡版イノベーションの拠点たる「米百俵プレイス�ミライエ長岡」が全館オープンする。
４．今後の新たな地域活性化モデルとして期待される。

　　　　　　　　　　　　　　
ⅰ 大きく４つ（産業の振興・起業の促進、人材の育成、市民生活の向上、行政事務の効率化）に分類され、産業の

振興・起業の促進では、地域経済を牽引する企業群の形成、ものづくりの基盤のデジタル化、多様な主体が連携
する拠点形成、４大学１高専と連携した新技術の活用などが主な取り組みとして掲げられている。

ⅱ Katz, Bruce and Wagner, Julie“The Rise of Innovation Districts: A new Geography of Innovation in America”2014年
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岡技術科学大学のほか、デザイン思考の習得に重き

を置く長岡造形大学など独自色の強い教育機関が立

地する。実学を重視する姿勢から企業との連携も熱

心に展開されているⅲ。

３．創設を目指すイノベーション地区のエリア

　長岡市が創設を目指す「イノベーション地区」は

長岡駅から信濃川方面に向かう「大手通り」と呼ば

れるメインストリートを中心とした中心市街地活性

化基本計画区域 （約96.3ha）内の駅前エリアを想定

している。

　交通や行政、産業などの都市機能が集積する中越

地方の要である。

４．「イノベーション地区」を目指すに至った�
経緯

　駅前中心市街地の歴史を紐解くと、もともと城下

町として源流があり、1982年の上越新幹線開業を契

機に大型小売店の立地が進み賑わいの空間として環

境整備が進んだ。しかしながら、他の地方都市と同

様に平成に入り郊外の大型店舗の増加等から集客力

が低下し、主要な小売店が連鎖的に閉店するなど賑

わいが急速に失われた。

　そこで始められたのが長岡市による「まちなか型

公共サービス」の展開をはじめとする駅前中心市街

地の再構築に向けた諸施策である。

⑴　駅前中心市街地の再構築のはじまり
～「まちなか型公共サービス」の展開～
　もともと長岡市の旧本庁舎は長岡駅からやや離れ

た場所（幸町）に立地していた。

　この旧本庁舎は、1977年に竣工した建物であり、2005

～2009年度に旧長岡市も含めた11市町村が合併した経

緯から業務増大に伴う狭隘化などの問題を抱えていた。

　さらに2004年10月の中越地震では災害時の防災拠

点となる旧本庁舎の耐震不足が判明。建て直しが迫

られる中、交通弱者対策や中心市街地の賑わいづく

りという課題への対応も求められこととなった。

　こうした中で決められたのが全国初となる「まち

なか型公共サービス」の展開である（図表１）。一つ

の高層建築物に集約し利便性のみを追い求めるので

はなく、「賑わい」や「回遊性」の創出を狙いに市役

所機能を大手通りの約470ｍ（徒歩約７分）の空間に

敢えて分散し再配置することとなった。

大手口駅前広場

まちなか型公共サービスまちなか型公共サービス

フェニックス大手

ｼﾃｨﾎｰﾙﾌﾟﾗｻﾞ
「アオーレ長岡」

市民センター

【農林・建設のエリア】

・道路、下水道
・農業、林業
・国際交流 など

【まちなか子育て
支援拠点】

・子育ての駅
ちびっこ広場

【商工のエリア】

・観光、商業、工業
・地域振興
・都市計画、 公園、
建築確認 など

【市民のエリア】

・総合ガイド
・証明書発行
・住所変更・戸籍届出
・健康保険年金
・福祉
・税金 など

○市街地再開発事業

○空きビルの活用

○まちなかキャンパス長岡

○タニタカフェ

大手通坂之上町地区
第一種市街地再開発事業

現在実施中

○市街地再開発事業

ながおか町口御門

○長岡市社会福祉センター「トモシア」

米百俵プレイス ミライエ長岡

郊外の市役所機能

ながおか

出所：長岡市資料

図表１　まちなか型公共サービス等の展開

⑵　生まれた変化
～「アオーレ長岡」の整備と定着～
　こうした中で新たな「賑わい」をもたらした象徴的

な施設が2012年度に開業したシティホールプラザ「ア

オーレ長岡」である。新しい市民協働 ・ 交流の拠点と

することを目的に長岡市厚生会館跡地を中心とする

敷地 約15,000㎡に建設費131億円をかけ整備された。

　　　　　　　　　　　　　　
ⅲ 「令和２年度大学等における産学連携等実施状況について」（文部科学省）に基づき本部の立地する市区町村別に

共同研究数を集計したところ、長岡市は231件と新潟市（230件）に並ぶ。
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　「公設民営（市民協働）」型の複合施設であり、市

役所の一部機能に加え、アリーナや交流ホール、ナ

カドマ（屋根付き広場）などを備える（図表２）。

出所：長岡市資料

図表２　アオーレ長岡

設計は、隈研吾建築都市設計事務所
（新国立競技場の設計者）

　特徴的なコンセプトの一つは「公と民のモザイク」

である。

　行政と市民の活動がモザイクや市松模様のように

混ざり合った姿を指し、互いの強みを活かした連携

や融合によって新しい何らかの価値を生み出そうと

いうものである。そのコンセプトはハード面の施設

配置やソフト面の施設運営に色濃く反映されている。

　例えば延床面積約35,000㎡の2／3にあたる市民利

用施設（アリーナ、交流ホール、ナカドマ）の運営

は市民で構成されるNPO法人ながおか未来創造ネッ

トワークに委託されるが、全てを担わせる形ではな

く長岡市が使用許可などをサポートする形で両者が

連携し円滑な運営が実現されている。

　市民の視点に立った業務運営などから、新型コロ

ナ感染拡大前となるが、毎年約130万人以上に安定的

に利用され、周辺の歩行者通行量は増加し、小売販

売額にも持ち直しがみられた（図表３）。

⑶　今後の展開
～「米百俵プレイス ミライエ長岡」の整備～
　駅前中心市街地の再構築は現在も継続しており、

駅前から大手通り沿いに400メートルほど離れた旧百

貨店跡地や銀行、商工会議所などの敷地 約1.7haを

対象に再開発する「大手通坂之上町地区第一種市街

地再開発事業」（施行者：独立行政法人都市再生機

構）が進捗中にある。

　大きく４つの街区に分かれ、３つの街区はそれぞ

れ共同住宅（Ａ－１街区）、銀行（Ａ－２街区）、駐車

場（Ｃ街区）をメインとする建物が新設される。残

り１街区（Ｂ街区）についてはもともと長岡を象徴

する大理石仕上げの建物であることを考慮して建て

替えは行わず改修と隣接建物を結ぶ新築（その部分

はパッサージュ棟となる予定）が行われる（図表４）。

　その中でＡ２街区の一部、３～５階、Ｂ街区地下
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アオーレ長岡前（休日）

アオーレ長岡 開業 新型コロナ感染拡大

年度

37,349

32,045

11,147

15,211

04 07 12 14

単位：百万円

（注）15年度の数値は天候不良によるものとみられる
出所：長岡市資料より筆者作成

出所： 長岡市「長岡市中心市街地活性化基本計画」2019年より  
筆者作成

図表３－１　長岡駅周辺の歩行者 ・ 自転車通行量調査

図表３－２　中心市街地の小売販売額推移
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１階、１～３階、４階の一部、東西を結ぶパッサー

ジュ棟の約11,000㎡のフロアに横断的に整備される

のが「米百俵プレイス ミライエ長岡」（以下、ミラ

イエ長岡）であるⅳ。人づくりと産業振興の拠点と

して位置づけられ、新築のパッサージュ棟には誰も

が気軽に集える緑あふれる憩いの交流スペースが用

意される（図表５）。

　機能面をみると、まず人づくりの関連では、まち

なか図書館が整備され、周辺には子どもの学びの場

や若者の交流イベントも開催できる空間などが用意

される。まちなか図書館は、主な利用者をビジネス

パーソンや中 ・ 高生としつつ、日中は幅広い世代の

利用者のニーズをとらえたサービスを展開する予定

にある。

　産業振興の関連では、経営相談 ・ 起業支援機能、

イノベーションサロン、オープンイノベーションエ

リア、教室などの導入が予定される。政策の柱であ

る「長岡版イノベーション」との関わりでは、その

取り組みの一つとして掲げられる、４大学１高専と

企業との交流 ・ 連携拠点（＝ NaDeC構想ⅴ実現の

場）として位置づけ、多様な人材の集積からオープ

ンイノベーションの場の実現を目指す方針となって

いる。同じ建物には、銀行や商工会議所、公的な産

業支援関係機関がある。大学や産業界との交流 ・ 連

携の促進を通じ産業人の育成や商品 ・ サービスが開

発されること、また、学生や若者が起業しやすい環

境を提供することにより新しいビジネス創出などが

期待されている。

　長岡市は長年に亘り長岡駅前の中心市街地の再構

築に向け様々な施策を展開してきた。近年では賑わ

いを一部で取り戻すなど成果がもたらされた。一方

　　　　　　　　　　　　　　
ⅳ 長岡市が保留床を取得。
ⅴ NaDeC構想とは市内４大学１高専（長岡技術科学大学、長岡造形大学、長岡大学、長岡崇徳大学、長岡工業高等

専門学校）の特色、専門性と企業家の技術、自由な発想を融合し、新しい人材、技術、アイデンティの創出と次
代に対応する人材を育成することを目的とした事業。市や商工会議所が加わり構想実現を目指すのが「NaDeC構
想推進コンソーシアム」であり、その拠点が「NaDeC BASE」である。

店舗

共同住宅
（「プレミスト大手通」）

第四北越銀行

第四北越銀行

米百俵プレイス ミライエ長岡

長岡商工会議所

市商工部、観光・交流部等

産業支援関係機関

医療機関等
（「エール長岡クリニック」等）

駐車場

A-1街区 A-2街区

B街区

C街区
(パッサージュ棟）

出所：長岡市資料

図表５　側面図

A-1街区

A-2街区 B街区

C街区

工事中

工事中

工事中

Ｒ５
工事着工
（予定）

出所：長岡市資料

図表４　外　観



NETTNETT70 No.118●2022 Autumn

で、産業の活性化や「賑わい」の面的な広がりなど

新たな課題も生じている。「ミライエ長岡」には、そ

れら諸課題に応える機能が期待されている。

⑷　居心地の良い空間づくりに向けて
　このほか長岡市では、回遊性などを拡げるために国

の補助制度なども活用し、歩道を有効活用したオープ

ンカフェ「まちカフェ事業」の社会実験や、路上を駐

輪場に使う社会実験などを行っている。今後も居心地

の良い空間づくりに向けオープンな公共空間の有効

活用を目指して、中心市街地の賑わいの現状や変化

を把握するため、主要街路に設置したカメラで撮影し

た歩行者の映像についてAI技術を駆使しながら解析

し、効果的な施策を展開することも目指している。

５．内閣府とCREIとの研究連携協力

　こうした長岡市の「イノベーション創発」と「居心

地の良いまちづくり」に向けた取り組みが、米国など

海外で注目が高まる「イノベーション地区」を研究す

るモデル都市に相応しいと内閣府と CREIに認定さ

れ、2022年３月に日本初のイノベーション地区の創設

に向け研究連携協力の協定を締結する運びとなった。

　目指すのは、居心地が良いまちが多様なイノベー

ターを引き付け、交流を起こし、イノベーションや

仕事を生み出す循環構造の実現である。つまり「イ

ノベーション創発」と「居心地の良いまちづくり」

を融合させた新しい地域活性化モデルの構築である。

　具体的な研究内容は今後具体的に詰める予定にあ

るが、イノベーションが生まれるまちの条件につい

て、長岡市をモデルに継続的に評価 ・ 検証していくこ

ととなる。CREIがデータ分析など学術的な面で支援

し、３年程度で研究成果をまとめる予定となっている。

６．今後の展望

　米国 ・ ブルッキングス研究所のレポート（2014“イ

ノベーション地区の勃興”）によれば、米国にはピッツ

バーグ市オークランド地区など、少なくとも全世界で

約70箇所のイノベーション地区があるとされている。

　そこには「経済資産」、「ネットワーク資産」、「空

間資産」の３つの要素が必要とされ、その融合によ

り形成されるのが「イノベーションエコシステム」

として整理している（図表６）。

　これまでイノベーションと都市空間の関係は企業

や大学、研究機関などが集積するクラスター研究の

文脈で整理されるケースが多かったとみられるが、

このレポートでは公園や広場をはじめとする公共空

間なども人々の出会いや共感、相互理解などをもた

らす空間としてイノベーションに必要な要素として

示している。

　また、英国の調査となるが、イノベーションが起

こる場所として「郊外研究拠点 ・ 大学研究拠点」よ

りも「都市内地区 ・ 街区」が2010年以降では大きく

伸びる結果が示されたⅵ。

　イノベーションは経済成長の源泉であり、環境変

化の激しさやスピードに対応するためには、自前の

　　　　　　　　　　　　　　
ⅵ Connected Places Catapault“Hubs of Innovation A Playbook for Place Leaders”2021年

▪「場の力」をイノベーションに結びつけるため
「仕掛けづくり」の検討

▪ウォーカブルな街なかを実現しつつ、市全体の 
地方創生を実現するための魅力 ・ ポテンシャルの
把握

▪イノベーター、居住者、来街者の「施設 ・ まちな
か ・ 市内」にまたがるニーズ把握（歩行者動向、
空き店舗等の現状把握（モバイルデータ／画像認
識による歩行者量調査）等）

▪海外動向の調査、海外等の有識者との必要に応じ
た意見交換、アドバイザリーの実施等

連携協定に基づく CREI による具体的な研究内容（予定）
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研究開発資源に依存したイノベーション（クローズ

ドイノベーション）だけでは限界があり、組織外の

知識や技術を積極的に取り込むオープンイノベーショ

ンの発想が欠かせないⅶ。

　その舞台として注目されている都市空間だが、都

市であればどこでもイノベーションの拠点となり得

るわけではない。

　都市空間が持つビジネスや娯楽、住まいなど幅広

い様々な機能に基づく多様な主体が普段からセクター

や分野を超えて主体的にコミュニケーションを図る

文化や新しい挑戦を受け入れる風土づくりが求めら

れ、知識の結合を偶発的にもたらす仕掛けづくりも

重要となる。

　今回、内閣府や CREIとの研究連携協定が締結さ

れたことにより行政の持つ豊富な情報が専門家から

分析 ・ 評価を受けることになり、データに裏付けら

れた新しい政策立案も期待できる。

　「ミライエ長岡」のオープンを契機とする「イノ

ベーション創発」と「居心地の良いまちづくり」を

融合させる長岡市の今後の取り組みは、AIなどを活

かしたデータに基づく新たな地域活性化モデルとし

て今後益々注目されるだろう。
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Districts : A new Geography of Innovation in  
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・長岡市「長岡市中心市街地活性化基本計画」、2019年
・国土交通省「『居心地が良く歩きたくなるまちなか』

からはじまる都市再生」報告書、2019年
・Kat Hanna“SPACES TO THINK: INNOVATION 
DISTRICTS AND THE CHANGING GEOGRAPHY 
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（講演資料）
・国立大学法人東京大学連携研究機構不動産イノベー
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における「イノベーション地区」の展開に向けて」「長
岡版イノベーション」のさらなる展開に関するシンポ
ジウム（2022年５月23日）（主催：長岡市、内閣府地
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構不動産イノベーション研究センター）の講演

　　　　　　　　　　　　　　
ⅶ 内閣府「科学技術イノベーション総合戦略2015」、2015年

空間資産
✓公共空間
公園、広場、街路、ワイヤレスネットワーク等、物理的
にもデジタルでもつながっている公共空間

✓私的空間
スタートアップ向けオフィス、ラボ、マイクロハウジングなど

✓接続性
・各建物の間の（物理的、デジタルな）接続性の良さ

ネットワーク資産
✓強固な結びつき
同一セクター内における強固な関係（勉強会、
ワークショップ、トレーニングセッション、特定のクラス
ター内の会議等）

✓緩やかな結びつき
新規、セクター間の緩やかな関係（ネットワーキン
グ朝食会、イノベーションセンター、ハッカソン等）

経済資産
✓イノベーション・ドライバー
・研究・医療機関、大学、大企業、中小企業、スタートアップ

✓イノベーション・カルチベーター
・インキュベーター ・アクセラレーター ・技術移転機関
・高等教育機関 ・シェア･ワーキングスペース ・職業訓練機関 ・・・

✓近隣のビルディング・アメニティ
・医療機関 ・食料品店 ・カフェ･飲食店 ・ホテル ・地域小売店

イノベーション
エコシステム

出所： Katz, Bruce and Wagner, Julie“The Rise of Innovation Districts: A new Geography of Innovation in America”2014年 等をもとに筆者作成

図表６　イノベーション地区の３要素
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　十和田市現代美術館は、2008年に青森県十和田市

の中心市街地に開館した現代美術館です。私は2020

年４月に館長として着任しました。この美術館は２

つの明確な特徴を持っています。一つは収蔵作品の

常設展示で、もう一つは街全体を美術館と捉える活

動です。この２点を核となる強みとして磨いてゆき

たいと考えました。

常設作品を核とする美術館

　十和田市現代美術館には収蔵庫がなく、約40点あ

る収蔵作品は常設展示されています。建物の設計 ・

建設と常設作品の設置を同時並行で進めることがで

きたため、観客を体感的に包み込むような大掛かり

な作品が可能となりました。また、一つの壁面全部

をガラス窓にするなど、作品ごとにふさわしい採光

や鑑賞距離を取ることもできています。

　観客にとって、同じ作品が常に見られる状態であ

ることは、心の拠り所となるばかりでなく、人生の

経験を積んで改めて作品と向き合ったときに、新た

な意味を作品に見出したり、逆に、かつての自分に

出逢い直すきっかけとなったりもします。

　他方、運営的な観点からは、購入した作品が収蔵

庫にしまい込まれることなく、常に見られる状態で

あることは、公開という意味では作品を最大限有効

に活用できていると言えるでしょう。十和田市現代

美術館の来館者の７割は県外からですが、常設展示

を中心とする入場料収入によって、美術館の運営に

かかる費用の約半分を賄うことができています。

　さらにコロナ禍によって臨時休館や企画展の会期

変更を余儀なくされましたが、先の見えない状況で

も常設展示があることで比較的滞りなく再開館の計

画を立てることができました。

常設作品の入れ替え

　他方、現代美術館としては同時代性も重要で、い

かに常設展示の新鮮さを保つかが課題です。

　そのため、2021年に一部常設展示を入れ替え、新

しく塩田千春の作品を設置しました。さらに駐車場

だった敷地の一部に新たに展示棟を増築し、レアン

ドロ ・ エルリッヒの鏡を使った参加体験型の作品を

設置しました（図１）。

　塩田やエルリッヒなど世界的に活躍する中堅作家

の作品を加えることで、草間彌生、オノ ・ ヨーコと

いったベテラン作家による常設作品に加え、より若

い世代の作品を充実させることができました。

　作品点数が増えたことに伴い、2021年12月より入

場料金を改定し、入場料収入の増加にも繋がりまし

た。なお、十和田市現代美術館では、開館当初から

高校生までは無料としています。市内にある大学は

北里大学獣医学部のみで、多くの若者が高校卒業後

に十和田市から離れてしまう現状において、高校生

までに美術館に親しんでもらうことの意義は大きい

常設展示と街に広がる活動
～十和田市現代美術館～

鷲　田　め�る�ろ 十和田市現代美術館　館長
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と考えています。また、入場料金の改定にあたり市

民割引を設けました。

寄託制度の導入

　十和田市現代美術館は、2012年度から指定管理者制

度に基づき運営しています。この制度は、主にイギリ

スで発達したパブリック ・ プライベート ・ パートナー

シップ（PPP、官民連携）という考え方を参考に、地方

自治法の改正により2003年に創設されたものです。

　以降、日本の公立美術館でも民間企業等が指定管

理者になれるようになりました。十和田市現代美術

館もその一つです。もっとも日本では、美術館とい

う専門的な機関に指定管理者制度を適用することに

対する反対意見が多かったのも事実です。しかし十

和田市現代美術館では、学芸員を擁し、美術館の理

念を理解している民間企業が、経営の自由を確保し

ながら、美術館の運営を行うことが実現している稀

有な事例となりました。土地、施設と収蔵作品は市

が所有し、その管理運営を指定管理者が行うという

分担で運営していますが、このような考え方の延長

線上で、収蔵作品にも民間の力を取り入れてゆこう

と、2021年から「寄託制度」を導入しました。「寄

託」とは、所有権は残したまま作品を長期間美術館

に預けてもらう制度です。美術館にとっては、購入

費用をかけなくても、常設展示に作品を一定期間加

えることができます。コレクターにとっては、倉庫

にある作品を、多くの人に見てもらうことで社会的

に貢献できますし、倉庫代の節約にもなります。

　美術館の倉庫を寄託作品用の展示室に改装し、個

人コレクターから彫刻家名和晃平の代表的なシリー

ズ「PixCell-Deer」を2021年から３年間寄託しても

らい、常設展示しています（図２）。

図２　名和晃平《PixCell-Deer#52》2018年
 撮影：小山田邦哉 

　さらに、寄託期間中の2022年に企画展として名和

の個展を開催しました。同じ作家の別の作品と組み

合わせて展示することで、寄託作品の意味や価値を

明らかにすることが目的でした。専門機関である美

術館が、寄託作品について研究し、展覧会というか

たちでその成果を公開できることも寄託の長所です。

　こうした十和田市現代美術館の官民連携の実践は、

人口減少社会において、日本の地方都市の公立美術

館が運営を維持してゆけるかという先進的な実験で

もあります。

常設作品の調査研究と�
鑑賞サポートツールの制作

　作家が現存し、作品制作を続けていることが多い

現代美術の場合、作家に話を聞き、制作現場を訪れ

図１　レアンドロ ・ エルリッヒ
《建物－ブエノスアイレス》2012/2021年
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ることは、文献資料の収集と並んで重要な調査です。

　私の着任後、学芸員が常設作品の作家に順次イン

タビューし、文字に起こしてウェブサイトで公開し

ています。また、作家のスタジオを訪ね、制作方法

を調査しています。

　さらに、年に２回行う企画展のうち一回は、常設

作品の作家の個展を行うことにしました。例えば2021

年は、「インター＋プレイ」展という枠組みの中で、

企画展示室すべてを使ってトマス ・ サラセーノの展

覧会を行いました。作家の近年の作品を展示するこ

とによって、より深く常設作品について理解するこ

とができました。

　また、こうした基礎的な調査に基づき、来館者に

配布している鑑賞ガイドを新たな知見を盛り込んで

2022年につくり直しました。同時に、無料の多言語

音声ガイドも新たに導入しました。

　常設作品や作家に関する調査内容を継承してゆく

ことは、作品の適切な維持管理に役立ちます。さら

にそれに基づく鑑賞サポートツールは、観客の理解

や満足度の向上につながります。それらは総体とし

て収集作品の価値を高めます。常設作品が中心の美

術館であるからこそ、それに関する調査やツールは

長期にわたって活用できます。

Arts�Towada

　十和田市現代美術館は、美術館前の「官庁街通り」

全体を美術館と見做し、野外彫刻やストリート ・ ファ

ニチャーを設置するArts Towada計画の拠点施設と

位置付けられています。すなわち、美術館が街に出

ていくのではなく、街全体が美術館であり、屋根の

ついた建物はその一部であるという発想です。

　企画展でも街中に作品を設置することが多く、例

えば、これまで何度も店舗を会場として協力してくだ

さってきた松本茶舗には、作品が残り続けています。

　この方針を継承し、2020年に美術館から徒歩７分

ほどの街中に、アーティストチーム目［mé］による

大掛かりな作品を制作しました（図３）。これはかつ

てスナックだった１軒の空き家全体を作品化したも

のです。

図３　目［mé］《space》2020年
 撮影：小山田邦哉 

　2022年９月には、美術館から徒歩５分ほどの場所

に十和田市地域交流センターが開館します。開館に

合わせ、企画展の名和晃平展を十和田市現代美術館

と２会場で開催します。また、アーティスト鈴木ヒ

ラクによる壁画も制作される予定です。十和田市現

代美術館を訪れる観客が商店街へと回遊するきっか

けにしたいと考えています。

県内５館や十和田湖エリアとの連携

　2020年には弘前市に弘前れんが倉庫美術館が開館

し、2021年には八戸市美術館がリニューアルオープ

ンしました。青森市の県立美術館や青森公立大学国

際芸術センター青森と合わせて、県内に５館も現代

美術を扱う美術館があるのは全国的にも珍しいこと

から、2020年に青森アートミュージアム５館連携協

議会を発足させ、共同ウェブサイトでの情報発信や

シンポジウムなどを開催しています。さらに2024年

に開催する共同企画展の準備を進めています。

　また十和田市には、奥入瀬渓流、十和田湖といっ

た観光資源があります。十和田湖は高度経済成長期

には団体旅行で賑わい、大規模な宿泊施設も多く作
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られましたが、マスツーリズムから個人旅行への転

換を背景に廃墟化する施設も増え、現在その取り壊

しが進められています。一方、リモートワークやワー

ケーションにも対応した少人数 ・ 長期滞在型の宿泊

施設も新たに生まれ、マルシェなどのイベントのほ

か、2022年には閉館したホテルを会場とした現代アー

ト作品の展示も行われています。

　市街地から十和田湖エリアへ、そして県全体へと

連携先を広げてゆきたいと考えています。

ボランティアによる鑑賞サポート

　街中に作品を設置するなどの空間的な展開だけで

なく、人的な街中との繋がりも強化しています。

　ボランティア「げんびサポーター」は開館以来、

継続的に活動していますが、私の着任後、サポーター

が対話を通じて来館者自身の作品解釈を手助けする

「げんびさんぽ」という企画に注力しています（図

４）。学芸員による解説を代弁するのではなく、自ら

の言葉で来館者と対話できるように、サポーターが

常設作品の作家から直接話を聞き、質問できる研修

プログラムも行っています。

　サポーターは十和田市在住の人が大半で、中学生

から現役を退いたあとの世代まで多様です。最近十

和田に移住してきた人も多く含まれます。人口減少

が進むなか、移住促進は地方都市を持続させる上で

重要ですが、地域の人の繋がりに溶け込めるかどう

かが、移住が成功する鍵となります。美術館は比較的

入りやすいコミュニティへの入り口となっており、サ

ポーター同士の交流が重要な役割を果たしています。

サステイナブルな運営を目指して

　環境問題への対応も進めてゆきたいと考え、2021

年より順次照明の LED化を進めています。運営面

では、私の着任前には年３回程度行っていた企画展

を年に２回に減らし、展示替えや輸送の機会を減ら

しました。

　美術館の２つの強みに集中することにより、人口

が減少する中でも美術館を持続し、美術館が市民活

動の場となることによって地方都市を持続させ、豊

かな自然環境を守ってゆきたいと思います。

アクセスマップ

十和田市現代美術館

〒034-0082
青森県十和田市西二番町10-9
TEL 0176-20-1127　FAX 0176-20-1138
公式HP https://towadaartcenter.com

図４　「げんびさんぽ」で常設作品
塩田千春《水の記憶》を鑑賞している様子
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連載 経 済 研 究

１．北海道の物流

　前回は、交通のうち人の移動、すなわち人流を中

心に検討した。すでに１次産業を扱った回でも述べ

たように、北海道は道内から道外へモノを輸送しな

ければならないことが多く、すなわちこれは物流の

問題である。しかも北海道は地理的にも広大であり、

道内ですらモノの輸送距離が長距離にわたる例が 

多い。

　物流の確保は、北海道経済を考える上では極めて

重要な課題である。今回は、北海道の物流とそのた

めのインフラを検証し、将来に向けて必要なことは

何かを検討する。

２．北海道の道路とトラック輸送

2.1　北海道の道路と高速道路網
　北海道の道路網の形成は、わが国の他の地域と比

べれば特殊な状況に置かれてきた。基幹的な道路と

なる国道は、北海道と沖縄を除けば旧建設省の管轄

である。一方で、北海道の場合は北海道開発庁がこ

れを担当し、現在は国土交通省北海道局となってい

るものの、道路予算は継続的に北海道局そして現地

事務所にあたる北海道開発局が担ってきた。

　一般に開発予算と呼ばれる開発局の予算は、道路

に関しても他の地域に比して潤沢だったといえる。

本州地域ではこれでも国道かと疑うような、１車線

で行き違いも難しいような山間の国道も存在するが、

北海道の国道は山間部を含めておしなべて余裕をもっ

て建設されている。これらの国道は、もちろん有料

道路ではない。そのような環境にあって、一般道は

無料、という「常識」が道民には根付いている。

　振り返れば、本州では地方自治体が主体となって

建設した道路、橋、トンネルなどで、有料の一般道

路が各所にある。特に建設にお金がかかる橋やトン

ネルについて、その建設資金回収のために有料とし

ていることが多く、資金が回収されれば通行無料に

なることが多い。これは、国が国道として建設して

くれることを待てない、あるいは期待できない場合

に、地方自治体主導で建設するものである。一方で、

北海道ではそのような道路はない。結果として大が

かりなトンネルや橋、たとえば日高と十勝を短絡す

る野塚峠を貫く野塚トンネルや室蘭の白鳥大橋も、

国道なので通行無料である。

　一方で、仮に峠を貫くトンネルを開発局が建設し

ないとすると、冬季には極めて危険な「峠越え」の

道路が残される。札幌から道南方面の物流の幹線と

なっている中山峠や、日勝峠はその例であろう。言

い換えれば、令和のこの時代に、北海道では幹線道

路に「峠越え」がまだ残っているのである。

　しかし、日勝峠は道東自動車道の開通により、長

大トンネルで抜けられるようになった。道民にとっ

ては、高速道路は有料、という意識があり、だから

高速道路は走らないしいらない、という主張をされ

る方も見受けられる。しかし、物流、特にトラック

ドライバーの観点からは、道東道の開通は安全面で

も大きなメリットがあったと考えられる。

　さて、全国を見ると、1963年の名神高速道路の開

コロナ禍で目指すべき北海道経済の方向性
第６回　経済の未来を支える交通　②物流の課題

吉　�見 �　　宏 北海道大学　理事 ・ 副学長 ・ 教授
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通以来、着実に高速道路網は整備されてきた。図表

１は、高速自動車国道および高規格道路をあわせた、

いわゆる「高速道路」網を示している。これをみる

と、北海道の高速道路網の構築が、まだまだ遅れて

いることがわかる。札幌から見たときに、高速道路

だけでアクセスできない主要都市は、函館、釧路、

北見、稚内など多くを残している。また、東日本大

震災以降、「国土強靱化」の下に現高速道路とほぼ並

行する第二高速道路を建設して災害に備えることと

し、その建設も進められているが、北海道ではまだ

「第一」高速道路すら完成していないといえる。

　北海道では、NEXCO東日本が建設する高速道路

は、後志道小樽ジャンクション～余市間（開通済み）

が最後であり、この後の高速道路は、開発局が建設

する高規格道路になる。これらの道路は、無料であ

るのは道民にとって歓迎すべきことであろうが、ほ

とんどの場合暫定２車線で開通すること、NEXCO

の高速道路と異なり、パーキングエリアやサービス

エリアなどの休息 ・ サービス施設が設けられないこ

となどの問題点がある。

　トラック物流を考えるとき、北海道の高速道路網

の整備は喫緊の課題と考えられる。一方で、他の地

域と比較すると、開発局建設による長大高規格道路

が出現することから、そのサービス面を含めて、

NEXCO東日本の協力を得ていく必要があるのでは

ないか。
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出所：「高速道路資料室」ホームページ（https://www.ne.jp/asahi/expressway/dataroom/image/R3image.pdf）

図表１　全国の高規格道路（高速道路）整備状況（令和３年度）
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2.2　トラック輸送とその課題
　トラック輸送が物流の中核にあることは、北海道

もあるいは全国的に見ても共通している。そこで、

特に近年問題となっているのは、トラックドライバー

の不足である。

　物流手段を自前で持っている事業者はよいが、多

くの事業者は、自社製品 ・ 産物等の輸送は他社（ト

ラック運輸事業者）に依存せざるを得ない。ドライ

バーの不足は、輸送費（流通費）の高騰を招きかね

ず、それをコントロールすることはかなり難しく 

なる。

　そのような中で期待されるのは、「自動運転」であ

る。しかし私見では、これが実用化されるのはかな

り先のことになると思われる。だが、信号や交差点

がなく、工事情報も正確に管理しやすい高速道路で

の自動運転は、近い将来に実現する可能性が比較的

高い。少なくとも、長距離の輸送を高速道路での自

動運転に任せられれば、ドライバー不足やドライバー

の負担軽減に大きく寄与すると考えられる。この観

点からも、北海道の高速道路の整備は加速される必

要がある。

３．鉄道物流

　前回の本連載で述べたように、北海道の鉄道は人

流よりも物流の確保のために発達した歴史がある。

しかし、鉄道が整備された際のモノの流れと、現在

のモノの流れは大きく異なる。鉄道が整備された折

には、基本的には小樽や室蘭への石炭輸送が主であっ

た。その後、鉄道物流は本州への農産物等の輸送が

主になるのであるが、それは青函連絡船を経て、そ

の後は青函トンネルを経て本州へモノを運ぶ、とい

うルートになる。

　青函連絡船では、鉄道車両の航送は貨物に限られ

ていた。諸外国では、旅客列車をそのまま航送する

例も多いが、青函間では、旅客には青森と函館で歩

いて連絡船に乗ってもらい、旅客列車の本州 ・ 北海

道直通はなかった。旅客よりも、大量の貨物を連絡

船で輸送することを優先していたのである。

　青函トンネルの開通によって、船での航送を経ず

直接に本州に貨物を送れることになったが、青函ト

ンネルが新幹線との共用であること、前後の江差線、

津軽線が単線であることからの輸送力の限定があり、

今以上に鉄道での貨物輸送を増やすことは難しい。

　新幹線と貨物列車による青函トンネルの共用には、

安全性、新幹線のスピードアップ、保守の難しさ等

の問題がある。JR北海道から見れば、貨物列車との

共用をなくし、新幹線のスピードアップを図ること

は、経営上の重要な課題でもある。

　この問題を解決するには、いくつかの案が提示さ

れている。その１つは、新幹線貨物列車の設定であ

る。新幹線を高速走行できる新たな貨物車両を開発

し、在来線からコンテナを乗せ替えて本州へ向かう、

という考え方である。これは、比較的実現可能な案

として、すでに検討が始まっている。一方で、新幹

線貨物車両の開発、重い貨物列車を走らせるための

既存新幹線の軌道の改良、在来線 ・ 新幹線間の貨物

コンテナの載せ替えのための基地の整備など、ある

程度の時間と費用がかかることも想定される。

　今ひとつの案は、第二青函トンネルの掘削である。

これは、在来線の貨物列車と自動車が走る青函トン

ネルをもう１つ造るというものである。この案につ

いては、北海道経済連合会（道経連）から2020年３

月に公表された「青函物流問題の解決に向けて―青

函物流プロジェクトチーム報告書―」の中で詳細な

検討がなされている。それによれば、トンネルは自

動運転車専用の自動車道と貨物用単線鉄道を併用す

るもので、延長約31㎞と既存の青函トンネルよりも

20㎞以上短く、トンネル内径も小さい。概算事業費

は約7,200億円とされ、約15年で建設する。

　第二青函トンネルの建設案は、青函間の鉄道物流

を在来線のまま行うという点ではある意味で理想的
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な案であるが、トンネル掘削の資金の捻出、トンネ

ル完成までに相当の時間がかかると想定されること

が課題であり、今のところは実行に向けたプロジェ

クトが進んでいるわけではない。

４．航空輸送と物流

　航空による道外への貨物輸送量は、その割合から

すればトラック、鉄道に遠く及ばない。その原因の

第一は、やはり輸送費が高いことであろう。航空輸

送運賃を支払ってでも収支が合う貨物は、新鮮さが

特に重要な高級生鮮海産物や、単価が高く物理的に

小さい（軽い）半導体等の工業製品、あるいは宅配

便や郵便などに限られる。

　また、近年は国内航空便の機材の小型化が進んで

おり、中 ・ 大型機の就航空港は、新千歳空港を除け

ば減ってきている。特に、航空コンテナを積めない

ような座席数100人以下の小型機の就航が、北海道の

地方空港を中心に増えており、空路で輸送しように

も結局は新千歳空港までトラックで輸送しなければ

ならないことも多い。

　このような課題は、前項で述べた新幹線貨物輸送

が可能になれば、かなり解消されるように思われる。

新幹線のスピードであれば、少なくとも首都圏への

貨物輸送については、航空便でなくとも十分同等の

役割を果たせる可能性が高い。

　そうなると、北海道の物流にとっての航空輸送の

意義は、国外への輸送と言うことになろうか。これ

はもちろん、北海道で作られたモノが、海外に高価

で販売できるということが前提となる。航空輸送に

よる輸送時間の短縮化と、現地までのルートの確立

は重要である。

５．交通についての小括

　ここまで２回にわたって、北海道の経済 ・ 産業を

支える交通インフラについて、人流、物流の両面か

ら検討し、課題を見てきた。

　もとより、交通において人流と物流は切り分けら

れないし、深い関係を持つ。特に北海道では、バス

による貨物輸送なども社会実験的な側面が強いもの

の行われているし、今後はバンなどの貨物輸送の車

に人を乗せて輸送する、ということもあり得るので

はないか。

　高速道路と JR路線の関係も、高速道路が延伸さ

れた結果、鉄道輸送が落ち込んでいくという現象が

北海道に限らず見られている。その結果、JRの路線

の維持をどうするのかが問題になることがあるし、

「高速道路があるのに鉄道も必要なのか」といった交

通モードの選択論も俎上に上ることがある。

　しかし、鉄道がなくなればバスやトラックで、と

いう議論は、現代ではあまりに単純な議論ともいえ

る。バスやトラックでの輸送が、本当に持続可能な

のか、という視点も必要であろう。

　あえていえば、各交通モードで競争させ、経済的

に負けたものを市場から退出させる、という仕組み

が交通分野にもあるとすれば、そうではなくて、各

モードの交通事業者が協同して新たな交通網を作っ

ていくことが必要なのである。競争でなく、共創へ

の転換である。

出所： 北海道経済連合会「青函物流問題の解決に向けて―青函物
流プロジェクトチーム報告書―」11頁。

（ http://www.dokeiren.gr.jp/assets/files/pdf/teigen/202003_
seikanbuturyuptreport.pdf）

図表２　第二青函トンネルの想像図



NETTNETT80 No.118●2022 Autumn

連載

歴史・地理研究

　北海道 ・ 東北の日本酒に関する歴史 ・ 地理の連載

である。第２回は私のふるさとである宮城県を取り

上げる。一般にふるさとへの感情は複雑になる。過

剰に褒めたり、くさしたりしがちだ。冷静な記述を

心がけるが、出自バイアスがあっても、ご容赦、ご

笑覧頂ければ幸いである。

１．歴　史

　宮城県は古くから中央政権の東北拠点であった（例

えば多賀城）。その地政学的運命は支店都市仙台に受

け継がれている。この運命は、宮城県にとって両刃

と言える。例えば、中央の威光をバックにしがちで、

東北の個性をややもすると軽視しかねない。逆に中

央や世界に対して地方の魅力を示すことができると

輝く。

　過去、宮城県の日本酒が輝いたタイミングが少な

くとも二回あった。単にいい酒を造ったというので

はなく、産業の方向性を大きく変えたのである。

　一つは、級別制度を廃止に追い込む契機をつくっ

たことである。もう一つは、最近の特定名称酒伸長

の契機をつくったことである。宮城県は、運命的に

日本酒業界のチャンスメーカーとしての役割を持た

せられているのだろう。その理由のひとつは、中央

と地方が鬩ぎあう地政学的ポジションにある。変革

を産む地方のエッセンスが宮城県を通じて発出され

ると世の中が変わるのだ。

　まず級別制度から解説しよう。日本酒の級別制度

は1943年に制定され、1949年に特級、一級、二級の三

段階制に改定されたものである（1992年に廃止）。税

額は特級が最も高く、一級、二級と低くなる（表１）。

当初は、贅沢品には高額の税をかけるという発想が

あった（梁井、2019）。制度が廃止される直前の1989

年４月における１リットル当たり酒税は、特級 ¥571、

一級 ¥280、二級 ¥108である（柴田、1989、p.204）。

　特級又は一級と認定されるには審査を要する。二

級は不要であった。坂口（1997、p.310）によれば、

全国の酒の大部分は審査を希望しておらず、二級酒

でありながら、特級、一級に匹敵、凌駕する場合も

少なくなかったようである。

　その結果、級別審査を受けずに二級酒とする蔵が

現れる（梁井、2019）。その嚆矢は、宮城県の㈱一の

蔵による、1977年の無鑑査酒である。他の蔵も追随

し、級別制度は有名無実化し、同制度が廃止（1992

年）される契機となった。級別制度に代わって導入

されたのが、特定名称表示（1990年）である。すな

わち、宮城県のおかげで、級別制度が廃止され、純

米や吟醸と表示する特定名称酒制度が生まれたので

ある（表２）。

佐　�藤 �　　淳

金沢学院大学　経済学部教授 兼 財務部長

日本酒の歴史と地理
第２回　宮城県の日本酒

表１　日本酒の３段階制級別制度（1949～1992）

審査 審査方法 税額 
（¥／ℓ、1989）

特級 要 官能検査（色、香り、味）
減点法 571

一級 要 官能検査（色、香り、味）
減点法 280

二級 不要 － 108

出所：梁井（2019）、柴田（1989）p.204
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　宮城県が契機となって創設された特定名称酒カテ

ゴリ。もっとも、その後は必ずしも順風満帆ではな

かった。しかし、近年の特定名称酒の伸長は顕著で

あり、灘伏見の普通酒を中心とした業界を変えたと

いっていいだろう。そのような特定名称酒が発展す

る契機を創ったのも宮城県だ。

　その直接の契機は、東日本大震災の被災地支援購

買である。但し、それに至る伏線がある。宮城県が

1986年に発した純米酒宣言だ。これが結果的に東日

本大震災後の日本酒を救うことになる。

　宮城県の酒造組合は、全組合員が足並みを揃え、

ササニシキ100％の純米酒造りを始めることになり

「いい酒 ・ うまい酒造りに努めることを約束します」

と「みやぎ ・ 純米酒の県宣言」を行った（1986年11

月）。その結果、特定名称酒の比率が上昇した。2011

年時点では９割が特定名称酒であった。全国でも断

トツである。

　東日本大震災が発生すると、全国各地のスーパー

に被災地支援コーナーが設置された。宮城の酒を並

べると、そこは特定名称酒コーナーになる。

　実は、2000年代に酒類小売の自由化が行われてい

た。その結果、酒屋から大型店に販売チャネルがシ

フトした。大型店は価格競争を重視し、経済酒と呼

ばれる、灘伏見を中心とした紙パックの普通酒を中

心に販売した。安価な酒は供給されたが、消費者の

日本酒離れは止まらなかった。

　そんな状況下において、東日本大震災が発生し、

被災地支援コーナーに宮城を中心とする酒が並んだ。

これは酒類小売の自由化後、大型店に初めて設置さ

れた特定名称酒の販売コーナーとなった。

　支援の意味もあり、消費者は財布のひもを緩めて

特定名称酒を購入した。そして、価格以上の品質が

そこにあることを認め、リピーターとなった。人気

となった東北の酒が払底した後も、他地域の特定名

称が売れるなど、全国的なブームとなり、やがてそ

れは、世界的なブームにつながるのである。

　このような状況を図１に示そう。東北の特定名称

酒出荷が震災でＶ字回復したこと、その後生産が追

い付かず、他県の特定名称酒出荷増に波及したこと

が示される。

　また、このような状況は計量経済学的な分析から

検証することもできる。POSデータには数万種類に

及ぶ日本酒銘柄の価格推移情報がある。製品ごとに

価格の推移を分析することを、経済学ではパネルデー

タの固定効果分析と呼んでいる。分析結果は表３の

通りだ。東日本大震災まで下落傾向にあった各製品

価格は、震災後堅持される方向に転じている（時系

列係数がプラ転）。日本酒の流通は、価格競争 ・ 値下

表２　特定名称表示制度（1990～）

特定名称 使用原料 精米歩合等 麹米％

吟醸酒 米，米こうじ，
醸造アルコール

60％以下，吟醸造り

15％以上

大吟醸酒 50％以下，吟醸造り

純米酒

米，米こうじ

－

純米吟醸酒 60％以下，吟醸造り

純米大吟醸酒 50％以下，吟醸造り

特別純米酒 60％以下，又は特別な製造方法

本醸造酒 米，米こうじ，
醸造アルコール

70％以下

特別本醸造酒 60％以下，又は特別な製造方法
出所：国税庁「清酒の製法品質表示基準」の概要
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げ競争から、価格を堅持し、利幅を重視する競争に

転じたのである。量から質へ産業の性格を変える変

化と言っていい。この変化を創る契機となったのが

宮城県なのである。
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出所：日本酒造組合中央会まとめの概数データを基に筆者作成。

図１　特定名称酒出荷推移

表３　固定効果分析：各製品の価格変化を計測

期間 固定効果 時系列係数 頑健標準誤差

2006/1～2011/3 
東日本大震災まで

製品
－0.1026 0.0075

2011/3～2020/4 
コロナ緊急宣言まで 0.0118 0.0043

出所：インテージ SRI＋全国小売店パネル調査
本研究は一橋大学経済研究所共同利用 ・ 共同研究拠点事業からの
助成を受けています

２．地　理

　宮城県 ・ 日本酒の地政学は上述の通りだ。そこか

ら歴史や政治的な役割を除いた純粋に地理的な特徴

はどうだろうか。気候、米、水、人をみてみよう。

ワインではテロワールとされる地域性の要素である。

歴史や地域性は、製品の品質や価格と異なり真似す

ることができない。消費者が納得すると、独占利潤

をもたらす差別化要因となる。

⑴　気　候
　東北地方の気候区分は小島（1973）を用いる。宮

城県は４地域に区分される。太平洋沿岸小雪温暖地

帯 ・ 南北と、表日本内陸小雪温暖地帯 ・ 南北である。

南北の境は松島付近である。

　太平洋沿岸小雪温暖地帯 ・ 北部は、冬期はきわめ

て小雪でやや温暖、晴天多く湿度が低い。暖候期は

やや低温で、雨はやや多く湿潤。同南部は、冬期は

とくに温暖で雪はほとんど降らず、晴天多く湿度が

低い。暖候期も温暖であるが、雨多く湿潤。

　表日本内陸小雪温暖地帯 ・ 北部は、冬期はきわめ

て小雪でやや温暖、湿度は低い。暖候期は雨少なく、

湿度もやや低い。同南部は、冬期小雪、温暖で湿度

はやや低い。暖候期も温暖で雨少なく、湿度もやや

低く、日較差大。

　米が生育する夏期に、太平洋から吹き付ける東風

「ヤマセ」の影響を受け、日照が減り、気温が低下す

る場合がある。

⑵　米
　宮城は米どころとみられているものの、収穫量の

ピークは1975年である。その後は減反等で右肩下が

りだ。特に1993年には「ヤマセ」の影響を受け、大

きく収穫量を減じた。それまでは、酒造米としても

「ササニシキ」が使われていたが、耐冷性が弱いこと
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出所：「作物統計」農林水産省

図２　宮城県　米収穫量推移
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から後継品種による代替わりが急速に進行した。後

継品種としては、耐冷性に強い「ひとめぼれ」、酒造

好適米としては「蔵の華」が代表的である。（副島、

2017）。

⑶　水
　宮城の水は軟水である。もっとも水源によって異

なり、硬水である場合もあるので、正確には軟水で

ある場合が多いというべきであろうが。上関（2006）

は、2002年の各浄水場データを加重平均して各県の

硬度を整理している。そのデータによると、宮城県

は、全国47都道府県中４番目の軟水県であった（平

均硬度28.7）。

３．総　括

　宮城県は激しい個性には乏しい。際立った酒米や

水に恵まれている訳ではない。そのような個性は、

地理的な特徴だけではなく、古くから中央政権との

関わりの中で培われてきた。中央と東北の結節点と

しての歴史的役割が醸した穏やかな個性である。た

だし、その中間的性格は、中央から東北への受け入

れだけではなく、東北から中央、そして世界への発

信にも有効に作用する。

　例えば、日本酒が世界で評価されるシステムの構

築に大きく寄与したのも宮城の蔵元だ。浦霞ブラン

ドで知られる㈱佐浦である。現当主の佐浦弘一氏は、

IWC ・ SAKE部門の創設に大きな役割を果たした。

IWC（International Wine Challenge）は、世界最大

規模のワイン品評会である。IWCの Co-Chairman

を務めるハロップ氏が佐浦氏らの日本酒のロンドン

セミナーに参加したことを契機に、2007年に SAKE

部門が新設されている。いまや世界で最も注目され

る SAKEコンペティションだ。

　品質を世界に発信するシステムは整いつつある。

次は、地域の個性を物語として世界に伝え、日本酒

版のテロワールを確立することが求められよう。逆

説的だが、激しい個性に乏しい宮城県の物語は、日

本標準の物語と成り得る。

　1611年、東日本大震災と同規模の慶長大津波が伊

達藩を襲った。その２年後、政宗は支倉常長を欧州

に派遣する。この慶長遣欧使節は、幕府のキリスト

教弾圧から挫折を余儀なくされる。しかし、そうで

なければ、伊達藩は世界貿易の拠点として繁栄した

はずだ。当時の震災復興にも寄与したであろう。

　鎖国後、日本の商業貿易は日本海の北前船が中心

となった。北前船の７割を所有していたのは北陸で

ある。その富は明治以降に持ち越され、北陸が住み

良さ日本一と言われる基盤となった。鎖国が無けれ

ば、その地位は宮城県が獲得していたかも知れない。

　４百年前と異なるのは、日本酒が鎖国とは真逆に

世界に羽ばたくタイミングにあることだ。日本酒の

輸出額は前年に比べ２～３割も増えている。世界市

場は日本の１／３ほどなので、今のような成長が数年

続くと日本市場を凌駕する。支倉常長の悲願であっ

た世界展開を日本酒が達成することを祈念したい。
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AngleAngle

地

域アングル

　今、秋田県における経済 ・ 産業分野での明るい
話題は、何と言っても洋上風力発電である。
　古くから、秋田の地は自然の恵みに大きく支え
られてきた。江戸時代には今で言う農業（コメ）、
林業（秋田杉）、鉱業（銀山、銅山）が盛んであ
り、当時の主要産業を３つも抱える秋田は実に豊
かな土地だったのである。
　しかし、時代は下り、戦後の高度経済成長期の
あたりから現在に至るまで就職や進学による若者
の県外流出が続き、これが大きな要因となり「人
口減少」と「少子高齢化」が全国の中で最も先行
している。また、経済 ・ 産業分野の主な統計指標
は、東北６県では最下位のものが多く、全国では
40位前後が定位置となるなど、もはや「豊かな土
地」とは言えなくなった。なお、「少子化」は問題
であるが、「高齢化」は長生きする人が増えるため
問題などではなく、むしろ歓迎すべきことだと個
人的には思っている。
　こうしたところへ、10年ほど前から風力発電が
急激に存在感を増し、特に沿岸部では巨大な風車
を見かけることが多くなった。風力発電の好適地
は国内でも限られているが、秋田県は風況が非常
に優れており、2021年末の風力発電導入量は青森
県に次ぐ全国２位である。
　そして、洋上風力発電では、国内初となる商業
ベースでの事業（秋田港と能代港に合計33基の風
車を設置）が進行中で2022年末までの運転開始を
予定している。さらに、今後、秋田県沖の北から

「八峰町、能代市沖」、「能代市、三種町、男鹿市
沖」、「男鹿市、潟上市、秋田市沖」、「由利本荘市
沖北側」、「由利本荘市沖南側」の５海域でも事業
が進められる。これらの５海域は、あわせると秋

田県沖全体の約半分を占めるという広大さであり、
県民にとってまさに「大自然の特別な贈り物」と
なっている。県が試算した経済波及効果は、５海
域あわせて20年間で約3,820億円となった。その主
なものは建築工事と運転 ・ 保守であるが、県は建
築工事などにとどまらず、部品製造分野への参入
も見据え、「成長産業」と位置付けて育成 ・ 振興に
力を入れている。
　秋田県民は、あと５～６年ほどすると浜辺に行
けば沖合に風車が立ち並び、最初は違和感を覚え
るであろう。しかし、陸上のあちこちに屹立する
風車と同様、海から突き出た風車もいずれは風景
の一部になっていくものと思われる。
　洋上風力発電事業の海域占用期間は30年である
が、好適地が国内でも限られていることから、そ
の後も同じ海域で事業者や事業内容を変えつつ発
電事業が続いていく可能性は極めて高い。このた
め、県内企業の動きも活発化している。例えば、
能代市では「日本海次世代エネルギー協議会」が
設立され、県内の多くの業種 ・ 事業所を巻き込ん
でサプライチェーンを構築し、洋上風力発電産業
へ深く関わっていくことを狙っている。重要なこ
とは、このチャンスを最大限生かし、地域発展に
つなげていくことである。商売があまり上手では
なく、欲も少ないと言われる秋田県民であるが、
今こそ考え、チャレンジし、時には少し欲張って
成果に結びつけていかなければならない。
　マイナスでしかなかった強烈な風が大きなプラ
スに変わりつつある中、私は県民の一人として秋
田の大自然に深く感謝するとともに、チャレンジ
する人たちを微力ながら精一杯応援していきたい
と思う。

大自然の特別な贈り物

相　�原 �　　学 一般財団法人秋田経済研究所　専務理事 ・ 所長



〈総務事項〉

2022年８月23日 臨時評議員会
評議員の選任を行いました。
【評議員】辻　泰弘
※評議員 ・ 伊藤邦宏は６月24日付で辞任致しました。

―今後の予定―

〈情報発信〉

2022年10月27日 北海道活性化セミナー（札幌市）
講師　蒲生　猛 氏

（北海道エアポート株式会社　代表取締役社長）

    　11月７日 宮城講演会（仙台市）
講師　青木　孝文 氏

（国立大学法人東北大学　理事 ・ 副学長）

    　11月28日 新潟講演会（新潟市）
講師　原田　文代 氏

（株式会社日本政策投資銀行　常務執行役員）

    　12月２日 ほくとう総研創立30周年記念シンポジウム　拡大地域経営研究会
時　間：13:30～16:30（予定）

場　所：札幌市内中心部
テーマ：（仮題） 脱炭素社会実現のための北海道の役割と課題　 

～エネルギー安全保障と産業ビジョン～

　　　　　　　今号では、「地域で動き出すカーボンニュートラル」を特集テーマとして採り上げました。
　地球温暖化対策の一環としての2050年のカーボンニュートラルが今、大きな目標として掲
げられています。再生可能エネルギーをはじめとする多様なエネルギーや新エネルギーの活
用、業務 ・ 事業活動の中での脱炭素化への取り組み、省エネルギーなど、その対応策にはさ
まざまなアプローチがあるものと思われます。

　今回も産学官のさまざまな方々から示唆に富んだご寄稿等をいただきましたが、それぞれの立場から調
査 ・ 研究し、あるいは提案 ・ 実践し、また地域の特性を生かしながら、カーボンニュートラルに向けて注
力されていることが窺われます。あらゆる主体が可能な限り取り組んでいくことの重要性を改めて感じさ
せられた次第です。
　今号にご協力いただきました皆様に、この場を借りまして厚く御礼申し上げます。

編集
後記

2022年７月～９月

ほくとう総研の活動内容などについてご紹介します。
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